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序文

国連人口白書等によれば、高齢人口の増加は全世界的に進行してお

り、少子化による人口高齢化も、 これまでの先進諸国だけではなく、

経済的発展をみせているアジアNIEs、中国、 タイ等でかなりのスピ

ードで進行しております。

既に、出生率、死亡率ｶざともに低下し、高齢化社会の進展が伺える

中国、韓国、台湾等東アジア地域においては、人口高齢化や高齢化社

会に関する研究も盛んであり、高齢者問題等に対する社会的対策も講

じられつつあります。

東アジア地域におけるこのような状況から、エイジング総合研究セ

ンターは東アジアの各国各地の専門家との交流そして調査研究を行っ

ています。 とくに1994年からは、東アジアの人口学、社会学分野で国

際的にも著名な専門家による「東アジア地域の高齢化研究委員会」を

構成し、委員会メンバーを軸に各国各地域の関係専門家を交えて調査

研究を行っています。

こうした調査研究によって、人口高齢化や高齢者事情に関する東ア

ジアの特徴、共通性、などが明らかにされてきましたが、その後の高

齢化の進展に伴い、 とくに経済的発展ｶぎめざましい都市の少子化高齢

化に関する研究が、中国並びに日本において関心力ざ高いことから、

1997年より、 「都市の少子高齢化と高齢化社会対策」をテーマに、東

アジアそしてシンガポール等東南アジア地域も含めて調査研究活動を

進めることとなりました。

1997年はそのﾛ嵩矢として、北京市、杭州市、上海市において、上記

委員会メンバー参加による会議、会合をもち、 とくに上海市では、香

港、 シンガポール、 タイ （バンコク）等の関係専門家力ざ多数参加し会

議を催しております。

アジア地域における都市の少子高齢化と高齢化社会対策の調査研究

において、初年度ここに報告書として上梓するのは、 「上海市とシン

ガポールの高齢化とその対応」ですが、その内容や実態については上

海、 シンガポールの専門家の協力によるところであり、上記委員会の

メンバーカぎ資料補充等も行いとりまとめたものであります。
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なお、 この報告書の作成においては、桂世助（委員、華束師範大学

教授)、何珍時（早稲田大学・嵯峨座晴夫研究室)、ポール・ツァン

(シンガポール統計局長)、 レンレン・タン（シンガポール大学）等の

各位に特段のご尽力を賜わりました力：、 また同時に、研究委員会各位

のご支援もいただいております。あわせて感謝申し上げる次第です。

最後に、当センターおよび東アジア地域の関係機関と専門家による

この調査研究事業についてご理解下され、補助事業としてご支援賜っ

ている日本財団（日本船舶振興会）に心より御礼申し上げます。
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第1部上海市の高齢化とその対応

I ・上海市の人口高齢化と高齢者事情 ３
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1．人口高齢化の現状と将来

2．高齢者の健康状況
1998年2月

3．高齢者の家庭と介護状況

4．高齢者の就業と収入状況

5．高齢化対策の新しい進展

II．上海市の高齢化社会変化とその対応

社団法人エイジング総合研究センター

理事長高木 文雄

はじめに

1．中国の人口事情と上海市の高齢化

2．国の高齢者対策の基本的考え方

3．上海の高齢者の生活環境変化

4．上海市の養老保険制度と医療保険制度の改革

5． 21世紀上海の高齢社会への課題

まとめ

付． 1．上海市城鎮職員養老保険規則

2．上海市城鎮企業従業員入院医療保険臨時規則

資料：中国および上海市の関連統計資料

東アジア地域の高齢化研究委員会（1997年現在）

桂世助：上海・華東師範大学教授

部槍葬：中国人民大学名誉教授、人口学会副会長、老年学
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孫得雄：台湾大学教授、元人口学会会長

岡崎陽一： 日本大学教授、元人口学会会長、エイジング総合

研究センター理事
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冷水 豊：上智大学教授

島村史郎：エイジング総合研究センター理事

吉田成良：エイジング総合研究センター常任理半
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l ・上海市の人口高齢化と高齢者事情

はじめにllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllllilllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1lllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllilllllll

上海市は中国国内で経済の発展力ざ最も速く、改革開放度も最も大き

い都市であり、世界でも人口の最も多い巨大都市の中の1つである。

1996年末で、上海市の戸籍を有する人口は1301.06万人に達し、人口

の密度は2052／平方キロである。現在、上海市は国際的大都市になり、

そして世界の経済、金融、貿易の中心になろうと努力している。

1 ．人口高齢化の現状と将来llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1

上海市は中国国内で最も早く高齢型人口に突入し、高齢化のレベル

が最も高い巨大都市である。 1990年中国の人口調査の資料によると、

上海市で、 65歳以上の人口は総人口の9.4％を占めるという。 1995年

の1％中国全国人口センサスの結果によると、上海市の戸籍を有する

人口の中で、 65歳以上の高齢者は総人口の11.4％を占めること力ざ分か

った。上海市公安局の統計によれば、 1996年末の上海市の戸籍を有す

る人口の中で60歳以上の高齢者は231.74％万人、総人口の17.8％、 65

歳以上の人口は162.06万人、総人口の12.5％を占めている。

1996年、華東師範大学桂世助教授は高、中、低の三つの推測をし、

1995年から2050年までの間、 l:海の人口高齢化の変動傾向を予測して

いる。将来の外来流動人口の変化は調整しにくいが、 そのうちのかな
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りの流入人口は流出地に戻る可能性があるので、 ここでは上海市の戸

籍を有する人口の「中案」の予測状況だけを紹介したい。 また椎教授

が中案を予測した時の仮定は、①上海市の戸籍を有する人口の出産適

齢女性の合計特殊出生率は1995年から2000年までの間、平均1995年の

水準を維持するとすれば、市区部では0.91であり、農村部では1.08で

ある。 2001年から2010年までの間に半数以上の一人っ子が結婚し、 2

人の子どもを出産するとすれば、合計特殊出生率は次第に市区部では

1.6、農村部では1.7まで回復し、その後ずっと2050年まで維持する。

②上海市人口の生まれたときの平均寿命予測は男性は74.1歳、女性は

78.0歳だとすれば、 2050年まで次第に市区部では男性の78.2歳、女性

の80.4歳、農村部では男性の76.8歳、女性の80.0歳まで上昇すること

になる。③1996年から2010年までの間、年間純流入人数は6.5万人だ

とすれば、 2011年から2030年までの間、年間4万人、 2031年から2050

年までの間は2万人となる。その結果、上海市の戸籍を有する人口の

うち、 65歳以上の高齢人口は2000年に、 183.82万人に増加し、総人口

の14.0％を占め、 2030年に65歳以上の高齢人口はピークに達し、

401.20万人にのぼり、 1996年末より1．5倍増加することになる。その

時の65歳以上の高齢人口は323.48万人にのぼり、総人口の28.6％を占

め、そのうち、 80歳以上の高齢人口の増加はさらに速く、 2000年には

29.62％、総人口の2.3％を占めること力欝予測される。 またピークに達

すると予測される2043年頃には、 80歳以上の高齢人口は131.15万人に

のぼり、 1996年末の1.9％に比べ、 4.3倍も増加する105.78万人となり、

総人口の9.4％に達するようになる（表1参照)。

2．高齢者の健康状況lllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllillllllllllllllllilllllllllllllllllllilllllllllll

(1)健康度の自己評価

1992年2月に、中国老齢科学研究センターは国連人口基金の援助を

受け、中国12省、市で「中国高齢者扶養システムについての調査」を

行った。上海市老齢科学研究センターは上海市の調査をし、合計3つ

の市区部の街道（町)、 3つの郊外県農村部の郷（鎮）を抽出し、有

効アンケート回答1,911部を回収し、そのうち、市区部では1,112部、

農村部では799部であった。調査の結果から見ると、上海市60歳以上

の高齢者本人の健康状態について、市区部の高齢者は「健康である」

と答えた人が28.9％、 「普通」と答えた人が49.7％、 「弱い」 と答えた

人が21.4％であった。農村の高齢者は「健康」と答えた人力罫38.4％、

｢普通」と答えた人が45.6％、 「弱い」と答えた人が16.0％であった。

年齢別に見れば、基本的に「健康」と答えた年齢組が高くなるにつれ、

低下し、 「弱い」と答えた年齢組力笥年齢の上昇につれ、高くなる傾向

がみられる （表2参照)。

1995年8月1日に、上海市計画委員会の主催で「上海市区部の高齢

人口の経済と社会サービスの需求についての調査」力欝行われ、 11区の

48の住民委員会が選ばれ、有効アンケート回答力ざ1006部回収された。

その結果から見ると、上海市区部60歳以上の高齢者本人の健康状態に

ついて、 「健康」と答えた人力:37.0％、 「持病を持っている」力罫、 「自

分の世話ができる」と答えた人力：54.4％、 「持病をもち、頻繁に病院

に通う」又は「入院し、 自分の世話ができない」と答えた人力ざ2.8％、

｢完全に寝たきりで、 日常的に人の世話を必要とする」と答えた人が

0．3，未回答の人が5.5％を占めていることが明らかになった。

1995年～2050年上海市常住戸籍高齢人口の推計表1

60歳以上人n

人1 1数（ノ △ ’

80歳及以_上人I I

23．01

29．62

47．09

52．38

72.58

129.36

1()5.78

年次

表2 上海市の年齢別高齢者健康度の自己評価 単位（％）1995

2000

2010

2020

2030

2040

2050

226.83

238.30

291.58

449.61

488.60

438.17

415.62

12．0

14．0

14．5

22.0

30.4

29.0

28.6

12．0

14．0

14．5

22.0

30.4

29.0

28.6

17．4

18．2

21．5

32.9

37.1

35.5

36.8

155.60

183.82

197.24

301.41

401.20

357.58

323.48

」0J・0名

197.24

301.41

401.2C

357.58

323-48

」0J・0名

197.24

301.41

401.2C

357.58

323-48

年齢別
不健康

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
十

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

35.9

29.8

24.1

21.2

21.1

24.1

48.6

45.7

50.2

54.7

61.4

51.7

15.5

24.5

25.7

24.1

17.5

24.1

46.3

40.0

41.9

26.5

20.0

18.2

37.6

46.4

43.9

59.2

48.3

63.6

16.2

13.6

14.2

14.3

31.7

18.2

注）割合は総人口に占める割合

１
１
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’より高い。男性高齢者の気管炎、肺水腫、肺心病の割合は40.8%(第

一位）で、女性高齢者の26.1％（第三位） よりはるかに高い。

(2)高齢者の罹病状況

1992年2月の「上海市高齢者扶養システムについての調査」に基づ

いてみると、 60歳以上の都市高齢者の中に、何らかの病気を抱えてい

る人が86.2％を占めている。そのうち女性高齢者の割合は89.7％で、

男性の82.2％より高い。 60歳以上の農村部の高齢者の中に、何らかの

病気を抱えている人は61.3％を占めている。そのうち女性の割合は

66.1％で、男性の54.8％より高くなっている。年齢別に見れば、病気

を抱えている高齢者の割合は年齢の上昇につれ、高くなる傾向力ざ兄ら

れる（表3参照)。

(3)介護を必要とする高齢者状況

1995年10月1日に上海市統計局人口調査事務室と上海市老齢委員会

が合同で「上海市区部高齢人口についての総合調査」を行われた。そ

の調査は、中国全体より1％人口調査のデータから上海市区部60歳以

上高齢者を3,000人を対象としたが、その結果を見れば、 日常生活の

中で自立力謝できる人が89.6％、部分的にできる人力ざ7.0%、完全にで

きない人が3.4％であることが明らかになった。年齢別に見ると、 日

常生活の中で自立力ざできる人は年齢の上昇につれ、低下し、部分的に

できる人と完全にできない人は年齢の上昇に伴い、上昇する傾向が見

られる （表4参照)。

単位（％）表3 上海市の年齢別高齢者の自己有病率

農村部高齢者市区部高齢者
年齢別

女性

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
十

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

82．6

86．5

88．2

91．2

87.7

86.2

88.7

88.9

90.8

90.8

96.7

85.7

60.7

59.1

62.6

63.3

66.7

59.1

59.4

52.8

44．8

52．6

84．2

33．3

61.7

64.6

76.1

70.0

58.5

63.2

75.4

83.7

85.2

91.7

77.8

87.5

単位（％）表4 上海市市区部男女年齢別高齢者の日常生活における状況

ず

９６４４６７●●●●●●２３９９８７２１

96.5

92.9

90.9

80.6

66.0

45.2

95.5

95.2

87.8

81.3

69.4

52.4

1．6

1．2

2．8

9.4

12.9

19.0

2．7

5．0

6.1

13.6

24.3

28.6

年齢別

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
十

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

注）ここでいう病気は、 「何らかの病気を抱えている」ということでi§に持病。

前述の調査対象となった959人の市区部の持病をもつ高齢者のうち、

前5位の病気は、高血圧、心臓病（47.8％)、関節炎（32.7％)、腸、

胃、肝臓、胆の疾患（31.0％)、気管炎、肺水腫、肺心病（26.1％)、

白内障、緑内障（23.7％）であった。そのうち、市区部の男性と女性

高齢患者の病気率の差異は、主に女性高齢患者の関節炎の割合は

41.1％（第二位）で、男性の22.3％（第四位） より高くなっている。

男性の気管炎、肺水腫、肺心病の割合は31.5％（第三位）で、女性高
齢患者の21.8％（第五位） より高くなっている。

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムについての調

査」で、 60歳以上の高齢者の着服、食事、入浴、 トイレの諸方面での

独自の能力を具体的に調べたが、市区部と農村部の高齢者は、完全に

自立ができない人の割合はそれぞれ1.4％と1.3％、食事の面では完全

に自立できない人の割合は0.4%と0.6%、入浴の面では3.1%と1.0%

であり、 トイレについては自分でできない人が1.8％と1.0%を占めて

いる。前述の調査対象となった490人の農村部の持病をもつ高齢者のうち、

前5位の病気は、関節炎（34.9％)、気管炎、肺水腫、肺心病

(31.6％)、腸、胃、胆の疾患（24.5％)、高血圧、心臓病(18.2%)、

白内障、緑内障（8.0％）であった。そのうち、男性高齢昔と女'|生高
齢者の疾患の割合の差異は、市区部に似ているが、 i§に女'|13IRj齢荷の

関節炎の割合は39.2％（第一位）で、男‘性高齢者の27.7％（第二位）

(4)高齢者の医療状況

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムについての調

査」から、調査対象となった60歳以上の市区部の高齢者の中に、前年

度病院で診察を受けた人の割合は85.4％であること力ざ分かる。そのう

｜
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世帯数の74.0％、 2人65歳以上の高齢者力欝いる世帯は総世帯数の

25.7％、 3人以上65歳の高齢者がいる世帯は総世帯数の0.3％を占め

ている。

ち、 82．8％の男性力ざ診察を受け、 87．7％の女性が診察を受けることと

なっている。調査対象となった農村部の高齢者の中に、前年度診察を

受けた人が64.1％、そのうち、男性が60.1％、女性力ざ67.0%であるこ

とが分かった。

1995年8月1日に行われた「上海市区部高齢人口の経済と社会サー

ビス需要についての調査」によると、 1994年に病院で診察を受けたこ

と、又は入院したこと、薬を買ったことのある高齢者力ざ73.2％、診察

も受けず薬も一切もらわなかった高齢者力ざ21.3％、未回答の人が

5.5％であること力ざ明かになっている。

’

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムに関する調査」

は、上海市60歳以上の高齢者の家族規模（家族形態） と世帯数に関す

る資料をまとめている。家族規模から見ると、調査対象となった市区

部高齢者の世帯は、 1人暮らしの世帯力ざ10.2%、 2人の世帯力ざ29.9%、

3人の世帯力ざ20.5％、 4人の世帯ｶ18.0％、 5人の世帯力ざ16.1％、 7

人の世帯力ざ1.0％、 8人及び以上の世帯が1.0％をそれぞれ占めている。

調査対象となった農村部の高齢者の世帯は、 1人暮らしが総数の

17.1％、 2人世帯が41.3％、 3人世帯力欝7.3％、 4人世帯が9.9％、 5

人世帯力§16.6％、 6人世帯が5.4％、 7人世帯力欝1.8％、 8人以上の世

帯力ざ0．6％と占めている。家族の世代形成から世帯数を見ると、調査

対象となった市区部の高齢者の世帯（家族）形態は、 1世代の世帯力ざ

全体の37.0％、 2世代の世帯力童全体の25.9％、 3世代の世帯が全体の

35.3％、 4世代の世帯力ぎ全体の1.9％を占めている。調査対象となっ

た農村部の高齢者の世帯（家族）形態は、 1世代の世帯力雰全体の

37.1％、 2世代の世帯力ざ28.0%、 3世代の世帯が33.6%、 4世代以上

の世帯が1.4％を占めている。

(5)高齢者死亡の主な要因

上海市病気予防センターの統計によると、上海市の60歳以上の高齢

者の主な疾患死亡率（1万対）の上位5位は、 1955年に、脳血管疾患

（84.34)、呼吸系疾患（51.35)、消化系疾患（47.37)、心血管疾患

（29.69)、癌（23.54）であったが、 1995年に、脳血管疾患（95.54)、

癌（84.88)、呼吸系疾患（74.30)、心血管疾患（42.25)、けカゴと中毒

（16.55） となっている。

年齢別に見ると、 1991年から1995年までの間、上海市60歳以上の高

齢者の中に、 60～74歳の上位3位の死因は癌、脳血管疾患、呼I吸系疾

患の順であり、 75～84歳の上位3位の死因は脳血管疾患、呼吸系疾患、

癌となり、 85歳以上の上位3位の死因は呼吸系疾患、脳血管疾患、心

血管疾患の順となっている。 (2)1人暮らしの高齢者の状況

1990年国勢調査の資料によると、上海市の60歳以上の高齢者の中で、

1人暮らしの高齢者の世帯数は150,094戸、 60歳以上の高齢者の世帯
総数の10.9%を占め、 また、 65歳以上の1人暮らしの高齢者世帯数は

129,912戸、 65歳以上の高齢者世帯総数の13.2％を占めている。

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムにについての調
査」によって、上海市1人暮らしの高齢者性別、年齢別の状況力：明ら
かにされた。調査対象となった60歳以上の市区部高齢者の中で、 1人

暮らしの高齢者世帯は世帯総数の10.2％を占め、そのうち、 1人暮ら
しの男性高齢者世帯は男性高齢者の世帯総数の6.4％を占めている。

1人暮らしの女性高齢者世帯は、女性高齢者世帯総数の13.5％を占め
ている。調査対象となった60歳以上の農村部の高齢者の中で、 1人暮

らしの高齢者は世帯総数の17.1％を占め、そのうち、 1人暮らしの男

性高齢者世帯ｶざ8.9％を占め、 1人暮らしは女性高齢者が23.1％を占

し

3．高齢者の家庭と介護状況llllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

（1）高齢者の家族形態

1990年に中国国勢調査資料によれば、上海市の世帯数は406.53万戸

であり、平均1世帯の人数は3.10であることが明かになっている。全

市60歳以上の世帯は137.69万戸で、総世帯数の33.9％を占める。その

うち、 1人の60歳以上の高齢者がいる世帯は総世帯数の64.7%を占め、

2人以上60歳以上の高齢者ｶゴいる世帯は総世帯数の34.4％を占め、 3

人以上60歳以上の高齢者力罫いる世帯は総世帯数の0.9％を占めること

が分かる。全市に、 65歳以上の高齢者世帯は98.48万戸で、世帯総数

の24.2％を占める。そのうち、 1人65歳以上の高齢者ｶぎいる世帯は総

’
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の家から最も近くに住んでいる子どもは高齢者と同一村内に住んでお

り、その割合は97.7％、同一郷で違う村の割合力罫1.4％、同一県で違

う郷に住む割合力笥0.8％、同一県以外に住む割合ｶざOとなっている。

めている。年齢別で見ると、 85歳以上の高齢者の中に、 1人樺らしの

割合が高く、市区部では27.6％、農村部では27.3％を占めている。

(3)高齢者と子女の別居状況

(4)介護を必要とする高齢者の介護現状1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムについての調

査」を見ると、調査対象となった市区部高齢者の平均子どもの所有数

は3.5人である。そのうち、子どものいない高齢者が1.8％、 1人の子

どもをもつ人が14.0%、 2人の子どをもつ人力ざ14.2%、 3人の子ども

をもつ人力㎡22.8％、 4人の子どもをもつ人が19.7％、 5人以12の子ど

もをもつ人力ざ27.5％となっている。一方、 1,092人のr･どものいる高

齢者の子どもとの生活関係をみると、子どもと別々に生柄している人

は45.3％である。年齢別で見れば、子どもと別居する割合は年齢の上

昇につれ、低下する傾向が見られる （表5参照)。 しかし、 495人の子

どもと別居している高齢者についてみると、高齢者の家から並も近く

に住んでいる子どもは同一街道（町）に住んでおり、その害ll合が

52.7％を占め、同一区で違う街道に住むのが19.2%、高齢荷と同一市

で違う区に住むのが22.0%、上海市以外の所に居住するのは6.1%と

なっている。

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムについての調

査」を見ると、上海市の60歳以上の高齢者の中に、着服、食事、入浴、

トイレの面で完全に自立できない及び部分的にできない人は、基本生

活は主に配偶者の介護に頼っている人力劃最も多いことが分かる。市区

部の高齢者と農村部の高齢者は、主に誰力罫介護をするかは異なる力罫、

鹸も違ったのは第二位の介護者である。市区部では家政婦又は娘に介

謹をしてもらうのが一般的であるが、農村部では息子の嫁に介護をし

てもらうの力ざ普通である （表6参照)。

単位（％）高齢者の世話をする者（上位5位） ；上海市表6
－

第5位類別

属
し
Ｃ

●４
４
ワ

く
ｆ瀝

戚
輔

硯
毒着服

－

食事

表5 子どもの有る高齢者で子どもと別居している割合；上海市 単位（％） 耐（48

年齢別 市区部高齢者 農村部I宵j齢行

69．3

65．7

58．1

51．5

4().0

50．0

入浴

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
十

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

40.6

51.1

46.0

52.6

32.7

32.1

ﾄｲﾚ

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

1995年10月1日に行われた「上海市区部高齢人口総合調査」から見

れば、調査対象となった105人の60歳以上の自立できない高齢者の中

に、主に配偶者の介護に頼っている人が42.3％、子女の介護に頼って

いる人力ざ25.0%、家政婦の介護に頼っている人が21.2%、社会的サー

ビスに頼っている人力ぎ4.8％、親戚や近所及び他の人の介護に頼って

いる八ｶ割6.7％を占めていることとなっている。

また、調査対象となった農村部の高齢者の平均子ども所有数は4.1

人である。そのうち、子どものいない高齢者が0.5%、 1人の子ども

をもつ人が9.0%、 2人の子どもをもつ人力ざ11.0%、 3人のfもをも

つ人力316.4％、 4人の子どもをもつ人力ざ22.2％、 5人以|芝のf･どもを

もつ人が40.9%となっている。この子どもをもつ高齢者795人の'l!で、

子どもと別居している人は61.1％である。年齢別で見れば、高齢打力§

すべての子どもと別居する割合は年齢の上昇に伴い、低I､-する傾lfll力ぎ

みられる。 しかし、子どもと別居している高齢者486人では、 ｜曹j齢荷

10 ll
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地
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第1位 第2位 第3位 第4位

市区

農村

配偶者(40.9）

配偶者(41.2）

家政婦(18.2）

息子嫁(29.4）

息子(15.9)

息子（8．8）

娘 （13.6）

娘 （8．8）

由
●
■
■

■
■
Ｕ
■
■
、

ｆ
日
日

＝

農村

配偶肴(31.3）

配偶者(33.3）

家政婦(25.0)

息子嫁(23.8）

息子(12.5）

息子(14.3）

娘 （12.5）

娘 （14.3）

市区

農村

配偶者(26.2）

配偶者(36.4）

娘 （21.5）

息子嫁(21.2）

息子(18.5）

娘 （18.2）

家政婦(18.5）

息子 (15．2)

IIj
』■

農村

配偶者(34.5）

配偶者(34.6）

家政婦(34.5）

息子嫁(26.9）

娘 (13．8)

息子(15.4）

息子 (10.3)

娘 （11.5）
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93.2％にのぼる。その定年退職待遇を受けられない745人の高齢者の

中に、 まだ就業中の人力ざ51.7％で、彼らの職種は主に栽培業

(63.4％)、養殖業（14.8％)、警備（5.7％)、郷村企業（5.2％)、個

人加工業（3.6％)、サービス業（3.6％）である。

4．高齢者の就業と収入状況llllllllllllilllllilllllllilllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllillllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1

(1)高齢者の就業状況

1990年の人口センサス資料によると、上海市60歳以.l2の商齢考の就

業の割合は15.7％、 65歳以上の高齢者の就業の割合は9.0％であった。

そのうち、市区部（市轄県を含まない） 60歳以上の就業の割合は

10.4%、 65歳以上の高齢者の就業の割合8.5%であった。県（県轄鎮

を含まない) 60歳以上の高齢者の就業の割合は27.9%、 65歳以上の高

齢者の就業の割合は16.3％である。性別で見れば、上海市60歳以上の

男性就業人口は男性高齢者総数に占める割合は16.3％、女性就業人口

は女性高齢者総数に占める割合は10.1％である。 ‐上海市65歳以上の男

性の就業の割合は14.0%、女性高齢者の就業の割合は5.1%である。

上海市の29.65万人の60歳以上の就業高齢者の職業分布を見ると、農

林放牧漁業に従事する人の割合が最も高く、その次はサービス業従業

員で、第三位は各専門の技術者である （表7参照)。

(2)高齢者の経済的収入状況

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムにについての調

査」の資料によると、 1991年の上海市60歳以上の市区部の高齢者の年

間平均総収入は2,557.2元であるが、上海市統計局力ざ公表した同年の

市区部の住民の年間平均生活費収入の2,334.4元より9．5％を上回り、

同年の社員平均給料の3,375.O元より24.2％を下回る。 1991年の上海

市60歳以上の農村高齢者の年間平均総収入は1,153.9元である力ざ、上

海市統計局ｶざ公表した同年の農村の住民年間平均純収入の1,880.3元

より38．6％下回る。

一

1991年の上海市60歳以上の年高齢者の年間平均総収入の中に、年金

収入は36.3％、国家から高齢者に給付する経済的援助（補充、救済を

含む）は33.1％、各種仕事の収入（再就職の収入と定年制度力ざあって

も定年退職せず、継続的に仕事をしている経済収入を含む）は14.2％、

子女、親戚の経済援助は12.8％、他の経済収入（社区の援助、貯金の

利息、貸出の収入など）は3.6％である。

1991年の上海市60歳以上の農村高齢者の年間平均総収入の中に、個

人労働の収入は36.9％、社区（村民委員会など）から提供された経済

的援助は24.3％、子女や親戚からの経済的援助は18.3％、国家の経済

的援助は9.4％、年金収入は5.6％、その他の経済収入（貯金の利息、

賃貸の収入など）は5.5％である。

単位（％）表7 上海市の60歳以上在職高齢者の職業分布

職業別

各種専門技術者

国家機関・党組織、企業・事業部門責任者

事務等関係者

商業関係従事者

サービス業従事者

農林牧漁業

製造業・運輸業従事者

その他

割合

11．2

4．9

7．4

7．2

16．4

41．3

11．5

0．005

一

1992年2月に行われた「上海市高齢者扶養システムについての調

査」を見ると、調査対象となった1,112人の60歳以上の市区部高齢者

の中に、年金（離休金を含む、以下同じ）待遇をもらっている人は

86.1％である。その年金をもらっている957人の高齢者のII'に、定年

退職していない人は1.1％、定年後再就職した人は22.5％である事が

分かる。彼らの再就職の職種は、主に行政管理（24.7％)、専門技術

(15.3％)、街道（町）住民委員会（14.0％)、技術労働者（12.1％)、

力仕事（12.1％)、警備(10.2%)である。調査対象となった799人の

60歳以上の農村高齢者の中に、定年退職待遇を受けられない人は

高齢化対策の新しい進展lllllilllllllillllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll5 ●

(1) 『中華人民共和国高齢者権益保障法』の公布

1996年8月29日に、第8回全国人民代表大会常務委員会第21次会議

では、 『中華人民共和国高齢者権益保障法』が通過され、江沢民総書

記力ざサインした後、 「中華人民共和国主席令」第73号として公布され、

I司年10月1日から実行されるようになった。その「保障法」は併せて

’
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扶養水準の向上、医療の発展、社会参加への促進、生涯学習や精神生

活の充実、高齢科学研究など七つの分野から1996年から2010年までの

上海市の主な任務と目標」を明らかにした。

6章あり、総則、家庭扶養、社会保障、社会発展の参'j･、法律の黄任、

附則である。

この「保障法」の中で、 「国家と社会はあらゆる措満を取り、商齢

者の社会保障制度を整備し、次第に高齢者の生活、雌朧及び社会発展

への参与の条件を改善し、扶養、医療、社会参加、生涯学習、娯楽を

実現すべき」であり、 「各レベルの人民政府は高齢者事業を|玉l股経済

と社会発展計画に取り組むよう」と指摘され、 「全社会の敬老、商齢

者を扶養する宣伝教育活動を広げ、高齢者を尊重し、心から助ける社

会的風習」を樹立しなければならないと強調した。そして「高齢肴の

扶養は主に家庭を頼り、家族員は高齢者の世話をすべき」、 「|玉l家は高

齢者の合法的権益を保障すべき｣、 「差別、侮辱、虐待あるいは商齢者

を遺棄する行為を禁止すべき」であると規定した。

当面、上海市では他の省、 自治区、直轄市と同様、 『'l!華人民共和

国高齢者権益保障法』の実施細則を検討しているところである。

(3) 「上海市高齢者就労調整連席（関係）会議制度」の確立

1995年3月に、中国共産党上海市委員会、市政府ｶぎ「上海市高齢者

就労調整関係会議制度」を確立することを決めた。その会議は、 1人

の市委員会の副書記が組長に、 1人の副市長と市政治協商会議副主任

が副組長に、市民政局責任者が書記長に、市老齢委員会主任力ざ副書記

長にそれぞれ就任した。メンバー構成は、市委員会組織部、市計画委

員会、市人事局、市労働局、市社会保険管理局、市衛生局、市財政局、

市労幹部局、市組合連合会などの責任者である。その会議の構成及び

リーダーのレベルが高く、権威性が大きい。毎年基本的に2回会議を

開き、普段一部の指示を直接組長が直接に下るので、上海市高齢者事

業の発展に大に役に立っている。市政府に所属する副局レベルの事業

部門である市老齢委員会のよい提案を早期に市の決定に転化すること

もできる。

現在、上海市の区、県も相次いで以上のパターンで区、県の高齢者

就労協調関係会議制度を整備している。

『上海市高齢者事業発展「95」計画と2010年遠景目標』の制定

1997年3月5日に、上海市計画委員会、社会保険管理k')、人辮局、

民政局、財政局、衛生局、教育委員会、建設委員会、都市企II町腎理局、

労働組合総連合会、婦人連合会、老齢委員会力ざ連携で制定された『上

海市高齢（者）事業発展「95」計画（第9次5カ年計1画） と2010年遠

景目標』は、上海市人民政府の認可を得て、全市各区、県人民政府と

市政府各委員会、事務室、局に指示し、 「実情に併せて実行する」 と

要求した。

(2)

(4)上海市の養老保険と医療保険の改革

1993年2月に開かれた上海市第9回人民代表大会常務委員会第41次

会議では『上海市市区部社員養老保険改革実施方案』が通過され、そ

の精神に基づいて、間もなく、市政府は『上海市城鎮企業社員養老保

険方法』 も通過させている。その目標は、基本養老保険、企業補充養
老保険と個人積立（貯金）養老保険といった3種類の養老保険を一つ

の制度に取り入れ、個人積立と統合的運用の方法を取り、保障と奨励

の機能を持ちながら、次第に全社会をカバーする養老保険制度である。
一体化、合理化、社会化という目標で設定された。

この指示は、基本状況、指導方針、主な任務と目標、軍点梢置とい

う4つの部分から構成された。基本目標は「2000年まで初歩的に高齢

事業の比較的遅れている状況を変え、 2010年まで、高齢者関係事業を

さらに向上させ、新たな姿で世界の東に現れる」ことであり、 「高齢

者の生活質を顕著な向上を図り、入所を必要とする高齢荷力ざ全員高齢

者福祉施設に入所できるようにし、高齢者の平均寿命予測は先進朧lに

近づけ、敬老、高齢者を扶養する社会風習をさらに広げ、高齢者全体

の素質と都市の文明程度を同時に向上させ、扶養、 ｜芙療、社会参加、

生涯学習、娯楽の全体的水準をその時点の経済発展、社会進歩と協調

させるべき」と強調している。 また、 r高齢者の合法的な椎絲の保障、

この改革を始めてから、法定の養老保険には在職社員個人力欝養老費

(養老保険料）を納めるシステム（初めは本人前年度平均月給の3％

を納金するカゴ、以降、 2年毎に1％を高め、最高8％まで）を取り組

み、国家、企業（企業は改革前の在職社員の税金のかかる給料の総額

の25.5％） と個人3者が合理的に分担する方法を取り、社員の定年退
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行する12件人々の生活に密接なかかわりのある実質的なことの中の一

つとしていた。 1996年末で、全市に、社区（地域社会）サービスセン

ターは115カ所、社区サービス姑2,236カ所、社区サービス志願者力ざ

60.4万人にのぼっている。そして、 2,186人の「三無老人」 （無職、無

収入、無子女：身寄l)の無い老人）に家庭訪問養老を始め、 4,661人

の高齢者に食事難の問題を解決し、 20,242人の高齢者に家事労働サー

ビスを提供し、 72,602人の高齢者の診療問題を解決し、 2,306人の高

齢者に救助ベル（日本の山形市の「愛のベル」に類似したもの）を設

置し、 7,708組の日常生活で困難がある高齢者に対して協力する体制

をつくった。上海市の養老施設、特に寝たきりの高齢者を介護する施

設は非常に不足していたので、 1992年に、市は2， 3年で、全市各区、

県に1カ所以上の高齢者介護院を建て、自立して生活できない高齢者

を収容するということを決めた。1996年末まで、全市で高齢者介護院

は29カ所、ベッド数は1,500個余りに達しっている。それと同時に、

上海市は社会福祉施設、社区敬老院の改造と建設を行った。 1996年末

現在、市、区（県）が運営している福祉施設は17カ所、ベッド数は

3,294個、町、郷（鎮）の敬老院は333カ所、ベッド数は10,270個にな

っている。それにしても、全市の高齢者施設は60歳以上の高齢者人口

の0.6%に過ぎない。今後人口高齢化の加速と後期高齢者の割合が増

加するにつれ、養老施設を必要とする量は絶えず増加する。21世紀の

2020年代の超高齢社会の到来までに、上海市の高齢者施設のベッド数

が60歳以上の高齢者数の2％までに達するよう求められている。

職後の基本生活を保障していく。養老保険基金は納金の一部を定年退

職者の養老金（年金）として給付した後、残った部分を貯蓄して積み

立てる。 1996年末で、全市市区部の養老保険のカバー率は95％に達し、

その内訳は、 427万人の在職社員と186万人定年退職者、離休幹部であ

る。

1996年1月に、上海市政府が第41次常務会議で、 『上海市農村部社

会養老保険方法』を通過させ、同年2月1日に実施することになった。

この保険は、本来上海市の一部の郷（村を管理する鎮を含む）で実行

している60歳以上の高齢者に養老補助金を給付する方法を改め、 18歳

以上から高齢者までの労働収入のある人からの納金（前年度の毎月平

均収入の5％を納金する）を中心とし、旧来の集団補助と朴[/f救済に

替り、政府が政策の面で協力するという形に変えた。企業は税金のか

かる給料総額の15％を納金する力ざ、税金がかかる前に、その一部を個

人養老口座に振り込む。一部は郷で統合的運用する。農村養老保険基

金は当初は県、郷2レベルで一定の割合で別々に管理し、次第に県に

集約し、統一管理に到達するという過程で実行する。 1996年末まで、

全市農村部社会養老保険に加入する人は、全市の加入すべき人の81％

を占め、農村労働者は120万人が加入した。数年前に保険に加入した

高齢者約14万人が現在毎月農村養老金（年金）をもらっている。

その他は、上海市は1996年5月1日から、市区部の企業社員医療保

険改革が行われ、 どの企業も社員の税金がかかる給料の4.5％で入院

医療保険費を納め、病院のランクによって従業員は契約医療機構で、

治療を受け、医療費用はその基準（三級病院は2,500元、二級病院は

2,000元、一級病院は1,500元）を超えなければ、現役従業員は8%以

内で負担する。定年退職者は4％以内で負担する。砦し基準以上を超

えた場合、超えた部分の85％は医療保険基金から支払い、残りの15％

のうち、現役従業員の場合、企業が、 50%以上を負担し、定年退職者

の場合は、企業が75％以上を負担する。 1996年末まで、全市市区部企

業社員の入院医療保険のカバー率はすでに96.5％になっている。

(6)中華民族の敬老の美徳の積極的普及

90年代の初期から、上海市の精神文明建設活動委員会、老齢委員会、

民政局、老幹部局、人事局、社会保険管理局、定年退職社員管理委員

会が共同で、年に1度「敬老子女」 （高齢者を大事にする息子、娘等）

を選出する活動を主催して来た。また、 「高齢者の社会参加英雄賞｣、

「敬老子女金賞」と「高齢者事業を開拓する先進集団」の選出も行わ

れ、旧暦の9月9日の「敬老の日」あるいは10月1日の国際高齢者の

日に祝う大会ｶざ開催され、授章式が行われている。また1996年に市民

家庭から「上海10佳(10項目の好い）敬老家庭」の選出、 「上海市第

1回親孝行スピーチ大会」の参加に動員し、代表を選び、全国「第1

回炎黄（黄帝を始祖とする中華民族）子孫親孝行スピーチ大会」に参

加させ、命題スピーチ1等賞二つと即座スピーチ1等賞一つを獲得し

(5)全力で社区高齢者サービスを発展し、高齢者施設の建設を加速して
大多数の高齢者が家で老後を安心して楽しく過ごせるために、 1992

年に、市側は「高齢者サービスを展開する」ことを、国民ために、実
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’た。90年代初期から、上海市は「敬老社会システムサービス」活動を

行い、たくさんのよい事例が現れ、 1996年からはそのサービスの「優

秀チーム賞｣、 「愛心奉仕賞｣、 「先進集団」と「先進ｲ1門1人」を進/II!する

活動を展開している。これらの活動についてはテレビル,)、放送ﾙｫ、新

聞雑誌などのメディアカゴ相次いで宣伝し、その活動を一ﾉ紳広く社会や

人々の心に浸透させている。
I I ・上海市の高齢化社会変化とその対応

一人っ子の敬老教育をするために、近年来、上海｢liの一部の区では

『中華人民共和国高齢者権益保障法』の宣伝教育を中小学校の道徳教

育に組み込まれている。また、一部の区では、中学校で「社区サービ

ス」という教科が設けられ、生徒ｶざ余暇を利用して高齢渚施設や敬老

院及び一人暮らしの高齢者の家を訪問し、各種のサービス活動を行っ

た。一部の区では優秀な中小学校の生徒及びその親を地域の一人蕪ら

しの高齢者と「親戚関係」を結び、新しい「3世代」の家庭をつくり、

生徒が週に1度、 「おじいさん、おばあさん」の家を訪ね、高齢者の

話相手をし、家の掃除、整理整頓を協力する。

はじめにllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

人口高齢化は21世紀の中国重大な社会問題であり、国際社会からも

注目されている問題でもある。中国には、人口の分野において2つ大

きな特徴力ざある。それは人口の規模と人口の構造上である。 20数年間

の計画出産の実施によって、人口規模をコントロールする面において

は、 ．|吐界においても注目される成果を収めた。出生率を抑え、人口の

増加を低下させたのである。人口構造の問題としては主に出生率の急

速な低下によって、子どもの人口が総人口の中で占める割合は相対的

に下降し、高齢人口が総人口の中で占める割合は相対的に上昇し、人

I_1高齢化の諸問題が次第に明らかになってきたことが指摘できる。

中国における人口高齢化の先頭に立った上海市は、 21世紀に向けて、

l玉|内的には全国の経済発展の推進力の役割を担い、国際的には経済、

金融、貿易の中心の地位を確立し、国際経済主要都市となることをめ

ざしている。同時に、既に高齢化社会に突入している上海市にとって

は、その'1標達成過程において人口高齢化の問題を直視し、その対策

を確立することが極めて重要である。

以上は90年代以来の上海市人口高齢化の新しい情況と高齢化対策の

新しい進展を紹介したが、 1990年以前の上海の高齢化事情については、

桂世助教授が日本エイジング総合研究センターの雑誌『AGING』の

1990年春号と夏号に執筆しているので参考にされたい。

上海市は30年代から世界における重要な都市の1つであるが、なぜ

今日になって改めて国際経済主要都市を目指そうとするのか、関心を

呼ぶところで､あろう。実は、中華人民共和国の成立以来、経済開放・

改革まで、上海市の財政収入のうち市が必要とする部分の外はすべて

中央政府に吸い取られていた。その金額は全国の財政収入の六分の一
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に達していた。そのため、上海市には、土地開発の溢金もなく、住宅、

道路事情の改善も図られなかったのである。 1988年に中央政府は、上

海市は年に105億元を中央政府に納めれば、残りは上海市の発展に自

由に使えるような特別な措置をとるようになった。 上海市はようやく

都市開発、経済発展により多くの資金の投入ができる機会を得たので

ある。 1995年の上海市の総生産は約2,463億元となり、税収は約600億

元であり、その約三分の一は上海市の財政投賓に当てている。 1994年

に、中央政府は分税制度を設けたが、それによって地方税および中央

と地方が共有する分割税が制度化された。最近、上海ilj力ざ目覚ましい

経済発展を遂げたのは、上海市の地方税が増えていることと、外I玉l企

業力ざ上海市に多く投資しているからである。改革開放以来、上海市は

一連の外資誘致の規程を定め、 また上海市外資投資工作委員会を設け

るなど、外資誘導のためのよい環境づくりに努めている。

事情でも先進的であり、全中国の中で最も高齢化が進んでいる。 した

力:って、増加する高齢人口に対する社会的対応や対策力雰経済の開発、

発展と併せて進められなければならない。 とくに高齢者の生活や健康

の保障は高齢化社会の基本的対策として重要である。

この40数年の間に、上海市の人口は高出生率、高死亡率から超低出

生率、低死亡率へと変化した。既に70年代の末には高齢化社会に突入

し、以来高齢者人口は今も年々増加している。 1995年末の60歳以上②

の高齢人口は約227万人、上海市総人口の約17.4％であり、 65歳以上

の人口も総人口の11.5％を占め、全国の一位となっている。全国規模

では日本より30年遅れて高齢化が進んでいる中国であるが、上海市は、

中国全体より20年も先行しており、 日本の「東京並み」の人口高齢化

が進んでいる。

しかも推計によると、 21世紀の2030年代まで、人口高齢化は上昇す

ると予測されており、 2030年代には60歳以上の高齢人口力：460万人と

なり、総人口に占める割合は34％、 65歳以上人口では380万人で26%

となること力ざ予想されている。

上海市は国際経済主要都市になるために、 2000年までに達成しよう

とするいわゆる「6つの基本的形成」という目標を制定した。それは、

①世界の大都市が有する経済規模と総合的実力の形成。②lll:界一流レ

ベルの主要都市が有するシステムの形成。③国内外の幅広い経済交流

方式の形成。④国際的にも通用する規則的市場経済の運常システムの

形成。⑤現代化国際都市にふさわしい基本的施設の構造の形成。⑥人

間の全面的発展を中心とする社会発展システムと、人間と自然の生態

バランスを促進する環境の形成である。

それを実現するための上海市の基本的方針は、都小平の「中国の特

色のある社会主義理論と党の基本路線」に従い、全面的に「チャンス

を掴み、改革を深め、開放の度を広げ、発展を促し、安定を保つ」と

いう路線を徹底させることである。さらに中国の特色や、 この時代の

特徴を生かした大都市の発展の新しい道を探りなカゴら、 これまでの計

画経済体制を市場経済体制へと転換させ、世界に向けての都市機能を

一層広げ、揚子江流域の経済共栄圏を率い動かし、上海市の「1つの

龍頭と3つの中心」 （龍頭とは中国語では先頭に立つこと、 3つの中

心とは経済、貿易、金融の中心である）の土台を築き上げようとして

いる一大戦略である。また、上海市は浦東（黄浦江の東側） と浦西

（黄浦江の西側）に、それぞれ金融貿易区、輸出加工区、経済開発区、

ハイテク開発区などを設け、一層の国際化を目指している。

このように都市化、国際化が進む上海市だ力蕃、同時に上海市は人口

このような社会状況のなかで上海市は、いかに高齢者の権利、利益

を守るかに取り組んでいる。 1996年8月29日に第8回全国人民代表大

会第21次会議で、 「中華人民共和国老年人権益保障法」 （以下「老年人

権益保障法」という）力ざ通過し、同年10月1日より、実行されること

になった。これは中国の最初の高齢者の権利を保障する法律であり、

高齢者の利益を守る盾であり、高齢者事業を発展させる強い味方でも

あると言われている。

上海市の人口増減には伝統的な社会の影響もあれば、政府の政策に

よることも非常に大きい。

②「老年人権益保障法」の第2条によれば、 「老年人とは60歳以上の公民

のことをいう」とされている。 60歳以上の人を高齢者と称する理由は3つ

ある。①国によって、予想される平均寿命には差異があるが、中国はすで

に平均寿命は70歳に達している。 60歳以降は視力、聴力、及び他の器官が

衰えるため、継続的に重労働や精密な仕事を続けられないので、 60歳を境

にした。②定年退職の年齢として、大多数の人にとって60歳は仕事をやめ、

養老年金を受ける年齢である。③国際的に通用する基準を参考にしたもの
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しかしそれは長く続かず、 「人口論争」の口火がきられた。この時

期の人口政策に関する議論は様々である力罫、その中で最も有力な議論

は、 57年7月の全国人民代表大会で書面発言した馬寅初（北京大学学

長）の「新人口論」である。この50年代の後半に展開された「人口論

論争」はこれまで「社会主義には人口問題は存在しないし、マルサス

の人口論は資本主義擁護の最も反動的理論である」と主張してきた中

国が、現実に存在する過剰人口問題解決のための産児制限や晩婚の奨

励をいかなる論理的な根拠の下に実施すべきか、 自然増加率をどの程

度に維持すべきかをめぐって展開されたのである。

である。国際的現状では、通常先進国は65歳を高齢者の出発年齢としてい

るが、発展途上国は60歳を高齢者の出発年齢としている。中国は発展途上

国なので、現在は60歳を基準とするのが妥当と思われている。

1 。中国の人口事情と上海市の高齢化||||||||||||||||||lllllllll|||||lllllllll|||llllllllllllllllllll|llllllllll|||||||||||||||||||||||llllllllllllllllllllllllllllllll|llllllllllI||｜

(1)国の人口事情と人口政策

中国は、 1979年「一人っ子政策」を提I1&することになった力訂、 これ

は現代化を図り、経済発展のためである。経済を発展させ、人々の生

活水準を向上させるためには、適性な人口発展力ざ不III欠である、過去

の人口増加と人口構造から今後急激な人u聡加力罫r測される。その急

速に増加する人口を抑制し、全人口を21世紀までに12億沸度に抑えた

いからである。

「中国の人口増加は長い中国の歴史の上で形成された伝統的結婚、

出産の倫理観に原因もあれば、 50年代に政府の政策によるものもある。

『多子多福』、 『不孝有三、無後為大』 （親不孝は三つある力罫、跡継ぎカゴ

ないの力ざ最も大きい）などは家族を生産単位とし、肉体労働をiﾐとし

た農業経済の産物であった。この経済体制にあっては、 多くのj'- (男

児）を生むことに実質的な価値があり、労働力の多少力ざ家族のﾉ|号活に

密接に関係する。子どもが大きくなれば労働力になって家のために稼

ぐことができる。 1949年人民共和国の建国後も数一|､年、 この倫皿観は

広範な農村では変わらなかった｡」 （費孝通「!|'脚の伝統的倫叩観念と

人口問題｣）

1958年6月から始まった大躍進運動は、大躍進という積極的経済拡

大政策をかかげたにもかかわらず、翌年からの3年連続の自然災害な

どで農。工業ともに好ましくない結果に終わった。 しかし、 「人間は

ものを食べる口は，つであるが、働く手は2本だ」とし、人口増加は

経済発展の原動力であり、生産力増加の方力奮人口増加を上回るもので

あり、出産を抑制する必要はないという 「人手論｣、 「人口資本論」が

拾頭した。

1958年から20数年におよぶ農村人民公社の時期、生産の経営管理を

誤り、分配では平均主義をとI)、生産物は家族員数に応じて分配した。

これは一方では、農民の生産に対する積極性をくじき、農村経済の発

展をスローダウンさせ、他方多くの子どもをつくらせる結果となった。

要するに、幼児にも強い労働力をもつ大人と同じように、家族員数に

応じて基本食料を分配する方法を取ったので、子どもをたくさん生ん

だ家族が経済上多くの利益を得るという状況が存在したからである。

新たな計画出産政策への転換は60年代に入って始った大ベビーブー

ムに対してからのことであった。 1962年、中央、地方を通じての計画

出産指導組織が設けられた。だがわずか2年で文化大革命の影響を受

け、運動としては中断された。72年に再開されるまで、 65年からわず

か6年間で人口は1億2,000万余も増加した。73年には国務院に「計

阿出産指導小組」が設けられ、 「晩婚・晩産。一組の夫婦は子ども2

人まで」が提唱された。60年代の運動力ざ大都市に止まったのに対して、

農村および全国の出産率が70年代に急減し、この提唱は明らかな効果

を上げた。そして、 1979年には、 さらなる徹底を目指して、 「一人っ

子政策」力寄推進されることとなった。

そのうえ、建国後の経済政策や人口政策によって短期間で人1 Iは倍

増した。 1949年以降の中国では、人口の多いことは軍要な財産である

という楽観的な人口思想のもとに人口増加政策カゴ進められたのである

が、 1953年7月に実施された第1回人口センサス(I玉I勢調査）によっ

て転換を余儀なくされた。つまり4～5億人と見込まれていた人l lカゴ

6億193万人と、予想より1億人以上も多く、あわせて洪水被樗等に

よる不作。飢鯉、農業危機にぶつかった。そのため、 1954年9)lの第

一期全国人民代表大会で、中国において初めて計IWl'1朧を公式に奨励

することになった。その後人工妊娠中絶が合法化され、 1955年から産
児制限運動という新路線も定められた。
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中国の人口高齢化は日本とは違う状況から始まった。 l 1本の人口高

齢化は過疎農村から始まっているのに対して、中国では上海Iii、北京
市、天津市などの大都市から始まったのである。その原因の第一は、

上海市等においては、計画出産活動、人口抑制政策力ざ1960年代半ばの
最も早い時期から始まり、以降、出生率が低く保たれてきたからであ
る。その第二は、 日本でみられるような若者の大都市流人力ざ1957年か

ら戸籍（中国語では、戸口という）管理制度によって厳しく制限．阻

止され、 と同時に50年代後半の辺境開発支援、 66年～76年の文化大革

命期、イデオロギー再教育などによって中学校卒以上の都市青年約

1,700万人が全国各地の人民公社、国営農場、軍所属の農場、生産建

設兵団に送られたからである。第三は、住宅提供やその他の社会的優

遇措置で都市戸籍保有者への有利な処遇もあり、他国でみられるよう

な市区部から農村への人口分散もあまりみられなく、結果として都市

の市区部で著しい人口高齢化が先ず進んだのである。 （表1）

化のスピードの速いことである。第2に、上海市人口の年齢構成の転

換力欝速いことである。 1973年に低出生、低死亡の成人型の都市に突入

し、 1979年にはすでに高齢化社会に突入し、その転換には6年しかか

からなかった。その後の高齢化はさらに速度を早めている。

第3には、後期高齢者の増加である。高齢者の平均寿命は1995年の

上海市の男性は74.1歳、女性は77.9歳に達し、先進国の水準に近づい

ている。 1994年全市の80歳以上の後期高齢者は22万人で高齢者総人口

の10％以上を占めているが、 2010年には約47万人になり、 15年余の間

に2倍以上に増加する。

第4には、上海市は市区部（14区） と農村部（6県）両方から構成

されているが、市区部の高齢化のスピードが農村部より速いことは明

らかになっている。中心市区にある盧湾区、静安区、黄浦区、南市区

などの65歳以上の高齢人口割合は16％以上に達しており、一部の街道

(町）は20％にも達している。それに対して、農村部の高齢者の比率

は低い。

表I 全中国と上海市の人口と人口構造変化の推移
－

上海市の人口高齢化の特徴を強調すれば、 60年代からの出生率の低

下に加えて人口移動と出生に関わる政策のために、高齢化が急ピッチ

で訪れることにある。上海市の死亡率は65年～74年は0.5%台、 75年

以降は0.6%台を保ってきており、 90年代に入って0.7%台になった力罫、

出生率は80年代の1.5%程度から90年代に入ると1.0%前後に下がり

1994年には1％を割り、現在の上海市人口の自然増加率はマイナスの

状況にある。安定人口のなかで急速な高齢化が進んでいる。それは上

海市の人口圧力を減らし、人口の資質を高め、外来の人材や労働力を

引きつけるには非常に有利であるが、他方では、高齢化によって、労

働力の高齢化や高齢への社会的負担が増大していく。

1993年の全市の定年退職者は177.36万人であったが、 これは在職者

数の35％となり、養老金（年金）など各支出は77.92億元で、総市民

収入の4.87％を占めている。推計では2025年に、定年退職者は360万

人に増え、その時の在職者の60％に相当する数に達し、年金支出は在

職者の月給総額の38％に及ぶと予想されている。

勿論、養老金の問題だけではなく、高齢者の扶養。介護問題なども

顕在化してくる。上海市の家庭の核家族化も進行しており、市区部で

は既に1世帯3人であり、 「一人っ子証明書」をもらった夫婦も230万

カップルに及ぶ。また、 「4 ． 2 ． 1」 （祖父母4人、夫婦2人、子1

人口椛造（割合、％）

0-14歳 ｜ ‘5~64歳 ’
総人口

（万人） 65歳以I

<全中国〉

1964年

1982年

1990年

く上海市＞

1964年

1982年

1990年

70,499

101,654

114,333

40

33

27

７
６
７

55

61

66

７
Ｆ
０
７

３
４
５

６
９
６

1,086

1,181

1,283

42

18

18

54

74

72

１
５
５

６
４
３

●
③
一

３
７
９

３
１
２

資料： ’964年、 1982年、 1990年は各人口調査結果

(2)上海市の人口高齢化の特徴
1979年、上海市の60歳以上の高齢人口は115.48万人であり、総人口

の10.2%を占め、既に高齢型社会に突入した。その速度は前述のよう

に中国全体が高齢化社会に突入するより20年も早かった。 1992年の末、

上海市人口の年齢中位値が34歳を越えたといわれる力罫、人口の構造は

西側先進諸国の人口高齢化に近いものとなった。推計によると、 2010

年に、上海市は5人に1人が高齢者（60歳以上） ということになる。

その意味で上海の人口高齢化の特徴としてはまずあげられるのは高齢
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人）という親族関係が形成され、今後の十年後以降は「‐‐人つj'-」の
老親の扶養問題力罫一層深刻になり、今まで続いてきた伝統的家庭扶養
の機能力ざ弱まり、高齢者の介護問題も個人では解決し力ざたいものにな
ってくる。

したカゴって、社会全体の負担、社会的サービスの必要,lyIﾐもますます
大きくなってくる。1991年～1994年の数年の間、定年退職荷のI鍾療保
険費用は1人当たり年平均の624元から1,445元に噌人したが、今後は
さらに高齢者の医療費や介護サービスに必要な社会費〃jは一〃#増大す
るものと思われる。

(1) 「老有所養」 (扶養）

「老有所養」は、高齢者ｶぎ物質的と精神的の両面で基本的な保障が

得られることを指す。ここには経済収入保障、 日常生活の世話、精神

的な慰めという3つの面力ざ含まれる。 1994年6月に上海市市区部は

『上海市城鎮職員養老保険方法』を実施し、在職の人々に基本的老後

保険、勤め先補充老後保険と現役個人貯蓄老後保険を三者平行の形で

始めた。そして定年退職者にはインフレによる物価の高騰に対応した

物価手当制度を設け、ある程度物価の高騰による衝撃を減らす措置を

とり、高齢者の基本的生活を保障する。

1996年に農村部にも『上海市農村社会養老保険弁法』を実施し、農

村養老保険に参加した人数は84万人に達し、農村人口の63％を占め、

養老保険を受けている人数は12万人に達している。と同時に、農村部

では『家庭扶養協議書』を親子間で結び、子どもによる老親扶養を具

体化している。

特別貧困な高齢者や子どものいない高齢者のために「特別貧困老人

救済基金」を設立し、 1993年から最低生活保障ライン以下の高齢者、

低収入又は無収入の高齢者に救済を行っている。

以上の2つの制度は、 20年以上も継続した旧来の制度を改めたもの

であり、今後の高齢化の進行に対する具体策である。

2°国の高齢者対策の基本的考え方llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll
中国の高齢者対策の全国的基本的方針は、 5つの「老有」と呼ばれ

るスローガンにある。

1996年に制定された「中華人民共和国老年人権益保障法」第3条は

次のように規定している。 「国家と社会はあらゆる措満を取り、高齢
者の社会保障制度を整備し、次第に高齢者の生活、腱康、及び社会発
展の参与の条件を整え、扶養、医療、社会参与、障害'桝瑠、娯楽を実
現する｣。経済発展によって、全国大多数の人々のﾉ脹活水準は向上し

ているが、歴史的、地理的条件と自然条件の制限によって、都市と農

村の地域的な格差が存在し、 「扶養」の水準もかなり異なる。 この数年、上海市の高齢者事業にも新たな発展があった。上海市老

齢委員会の統計によると、 1995年末で全市には高齢者マンション13カ

所、福利院15カ所､敬老院326カ所､托老所177カ所、家庭敬老室1,488

カ所力雰あり、これらの施設の有するベッド数は併せて12,083床である。

市側の指示に従って、各街道（町）には、ほぼ全部「社区サービス

・センター」 （地域サービス） と市民会館を設立し、高齢者にいろい

ろなサービスを提供し、一部の街道には24時間の救助電話を設けてい

る。 1995年末で、上海市では組織された「老年包護組」 （二人以上の

グループで要介護高齢者の日常生活の手助けを相互に契めた内容に従

って務める｡）は9,356組、 「老年互助組」 （助け合うカップル） 6，692

組、高齢者にサービスを提供する志願隊38,897隊があI)、高齢者、特

に後期高齢者、疾患によって生活の自立のできない高齢者にいろいろ

なサービスを提供する体制をつくっている。

1950年代以来、国家機関、国有企業、集団企業、顎業部門の職員に

対して、国と集団企業が養老、医療、住宅をすべて保障し、提供して

来たが、都市の無職者、身寄りのない高齢者には救済と社会禍祉施設

による扶養を行って来た。農村では、高齢者は主に集肘I経済組織と子

女によって扶養されていたが、労働の能力を喪失し、身寄りのない高

齢者には衣、食、住、医療と葬儀の五つの保障制度（丘保）が設けら
れていた。この数年全国各地では高齢者に対する制度の蕊備や改革を

盛んに行っているが、上海市では中央政府の方針につけ加えて、人口

高齢化が社会に及ぼす影響を解決するために、次のような対応措置を
取って来た。

社会福利院の壁に掲げられた
5つのスローガン

’
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管理委員会は積極的に高齢者を中心とする企業の設置を進めている。

それらの発展は早く、巨大な経済的利益をもたらした。 1994年末で、

高齢者企業は4,800以上にのぼり、生産額は38.74億元に達した。納税

額と利益は2.9億元に及ぶ。この利益から全市の定年退職者1人当た

I)年に平均132元の補助を得ることが出来た。定年者管理委員会は高

齢者企業から得た利益を敬老院や高齢者活動室や憩い場所と高齢者向

けのマンションなどの高齢者福祉施設に使い、 また高齢者の旅行、療

養などの活動にも使っている。またそれらの高齢者企業は高齢者向け

の事業に資金を提供している。市委員会、市役所の許可を得て、上海

市老齢委員会力ざ資金を集め、 500室の客間力罫ある3つ星クラスのホテ

ルを建て、営業による利益の一部を高齢者の活動に還元している。

’
「老有所医」は、高齢者に対する疾患の予防や論療、雌醗|''1復など

の面で保障が与えられ、必要な処遇を受けられることを指す。 止海市
においては市区部と農村部とそれぞれ違う医療制度で実施されている。
市区部で医療保険の給付を受けている高齢者の比率は55.2％であり、
さらに12.9％の高齢者が医療保険によって半額の給付を受けている。
農村部では合作医療（注：合作医療は、農村地域で形成された医療保険
制度である。合作医療の基金は集団の出資、集団と個人の共同の出資、個
人の出資の3種類であるが、その対象は主に農村合作医療に参加している
農民である｡）を受けている人は23.6％である。多くの総合瓶院が老
年病外来や70歳以上の高齢患者に受付、診療、調剤について優先的に
処理（｢三優先｣） している。地段病院（町の地域病院)、街道の衛生
姑（注射や傷の手当だけをするところ）では高齢者への問診と医療知
識に関する問い合わせサービスを提供する。

(4) 「老有所学」 (生涯学習）

「老有所学」は、高齢者が自分の健康保持や発展を図ろうとすると

き、各種の知識を獲得する機会が保障されることを指す。上海市の高

齢者教育システムは1985年から始められたのである。それは高齢化の

進行につれ、急速な発展力罫図られた。 1995年末の上海市老齢委員会の

資料によると、市側が主催している高齢者大学は、老幹部大学、老年

大学、定年退職者大学と老齢大学の4校であり、生徒は併せて4,954

人である。その他の高齢者大学及び分校は56校で生徒は9,386人であ

る。街道や郷鎮が運営している高齢者大学と分校は1,656校で生徒数

は12.5万人にも達している。そのほかに、各種の講座や読書会などが

開かれ、高齢者の歓迎を受けている。

高齢者教育を開催するねらいについて各学校それぞれの説明は違う

が、主な方針はほぼ同じである。それは高齢者の心身の健康を目指し、

精神的な欲求を十分に満たし、学習活動の中で楽しさを味わうこと力ざ

出来るようにすることである。

1995年11月から、上海教育テレビが「空中老年大学」という番組を

はじめ、その視聴者は19.1万人に達する。

1997年10月には21世紀老年問題国際シンポジウムが開催されたが、

11本など全世界から参加者力ざあり、国際交流が促進された。

1995年の統計によると、上海市には高齢者病院は33カ所、商齢群介
護院22カ所、高齢者外来75カ所、高齢者家庭ベッド （在宅病床） ’､2
万床がある。

1994年から、各区、街道は相次いで高齢者向けの慈善病院、特別貧
困高齢者向けの無料外来診療所を設置し、高齢者特に貧困高齢者の診
療問題は大きく改善された。
高齢者の健康を促進するために、高齢者体育組織力ざ各種の体育運動

を展開し、 1,743個の高齢者運動体力ざ成立し、参加肴は44.6万人に達
した。 しかも毎年、定期的に高齢者運動会を開催し、健康高齢者を選
抜する活動も行っている。

(3) 「老有所為」 （社会参加）
「老有所為」は、高齢者の体力、専門知識、趣味により、定年退職

後も引き続きそれらを生かし、社会に貢献することを指す。上海市の
定年退職者の中で、高度な知識や技術をもつ者や、管理の才能や特殊
の技をもつ高齢者は約50万人で、高齢者総人口の32.1％を占める。定

年退職者のうち再就職し、社会参加を維持する人々の数は60万人にの
ぼり、高齢者が授業員の半分以上を占める高齢者企業に再就職した者
は20万人あまりである。

高齢者のもつ技能や意欲を発揮させるために、上海市の各定年退職

(5) 「老有所楽」 (趣味。娯楽）

「老有所楽」は、各種の文化、芸能活動の参加によって、精神的な

充実感が得られることを指す。上海市の高齢者の余暇生活を豊かにす
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口研究所、夏且大学経済学院、上海大学文学院、華東師範大学心理学

部、第二軍医大学の連携で構成されている。ここ数年、中国、特に上

海市の特徴に合わせて、都市、農村の高齢保障システムづくりや、上

海市の都市、農村の企業職員養老保険制度及び上海市農村養老保険制

度の設立に大きな成果を挙げている。

るため、高齢者にとって近くて便利という原則に従って、各繩の高齢

者活動室が設けられている。 1995年末で全市併せて!蒜齢荷渦動センタ

ー（室）は4,151あり、面積の合計は20.3万平方メートルで､ある。毎

日平均してそれらの施設を利用する人数は平均23.8〃人である。多く

の高齢者活動センターは学習、娯楽、健康相談、高齢打力ざ抱えるいろ

いろな問題の相談などのサービスを提供し、高齢将の歓迎を受けてい

る。

また高齢者自身が816の芸能団体を組織し、芝ﾉi'}、 汚染、欲、肺り、

ファッションショーなどにおいていろいろな才能を発揮し、晩年の生

活を豊かにする活動も行われている。

(2)高齢者福祉サービス

プロ顔負けの『上海老齢芸術団 ‐上海市だけではなく、中国全体における高齢者の養老は主に家庭養

老と社会養老である。家庭養老は後述するとして、ここでは社会養老、

すなわち社会福祉施設や高齢者が受けられる公的サービスに関して述

べたい。

社会養老とは、国家や地域社会による社会的支援サービスとそれに

よって生活する老後の過ごし方である。それは国家の規程や政策によ

って保証される老後保障の制度である。衣、食、住、医療、葬儀（五

つの保障）が全部国によって保障される仕組みである。ただし中国で

それを受けられるのは「社会老人」だけである。 「社会老人」とは、

子女力ぎいない、無収入、無職の高齢者（三無老人）を指す。十数年前

まで、政府は、そのような自分の世話をできなくなり、 自活もできな

い「三無」高齢者を福祉施設に入れ、 日常生活の世話から死後のサー

ビスまで一切を無料で提供していた。他の高齢者はほとんど自分の家

で子どもに面倒を見てもらい、老後を過ごしていた。

上海市における高齢者福祉施設には、社会福利院、敬老院、社区サ

ービス・センターカゴあるが、社会福利院は、かつては主に「三無」高

齢者を収容し、政府が費用を負担する施設であった。しかし、現在は

子女のいる高齢者や年金のある高齢者も希望によって有料で収容して

いる。敬老院は、農村部に在ったことから、地域社会と比較的密接な

施設で、社会福利院より規模も小さい。主にその近辺の地域社会の高
齢者を対象としてお|)、現在たいていは有料である。社区サービス°

センターは町を中心とし、その町、地域の高齢者や住民全体をさまざ

まな11常的サービスを提供する施設である。 1995年末の上海市民政局

の統計によると、市レベルの社会福利院は4カ所、区、県レベルの社
会福利院は12カ所、敬老院は371カ所である。また、全市の98．9％の

街道が社区サービス°センターを設立している。

3・上海の高齢者の生活環境変化llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

(1)上海市における富饒去掛竺蜂詮塗目目おける高齢者対策推進機関

人口高齢化対策事業の組織を整備するため、上海にはMJIIj委興会

老幹部局、上海市老齢委員会、上海市退職管理委堕会、Mfilj朴会保

険管理局、上海市民政局老齢者保謹弁公室などがｲ鳥||次いで設ウミされ、

すでにそれらの組織ネットワークも作動している。老齢委蛍会の花要

な任務は、人口高齢化に関連する諸問題について調査研究を行い、総

合的な企画を立て、組織調整、監督、検査を行い、高齢化|川越に|對す

る国際的また地域的専門会議に参加し、多国間あるいは211il間の技術

援助と技術協力などの対外活動を展開することである。

高齢者問題を一層研究し、高齢化のもたらしものを卸lllし、分析す

るために、 1993年3月、上海市老齢委員会は上海社会科'､i全院や関係す

る大学を集め、その協力体制で上海市老齢科学研究センターを設､7言し、
全市の高齢者問題を総合的に調査し、高齢者のためになる小業橘動を
企画し推進している。さらに高齢科学研究と政策研究を腱開し、科.学

的論理で高齢化対策を指導し、上海市委員会や市役所に商齢.荷朏'題の
対策について提案している。

現在、上海市老齢委員会に所属する研究センターは6つある力ざ、そ

れは老年人ILI学研究所、老年経済'学研究所、老年社会学研究所、巷年
医学研究所、老年心理学研究所、老年脳梗塞予防研究所である。その
研究に当たっているメンバーは上海'li老齢委員会とt海社会科'､j全院人

社会福利院（揚浦区）
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の改造によって郊外や市の周辺部に移った人口は100万人以上にのぼ

ったので、 これ力ざ新しい社会現象として高齢者と子どもとの別居に拍

車をかけた。親の面倒を見たくても実際には見られないのが現状であ

る。 (4)一部の高齢者はまだ生活保護ラインに近い水準で暮らしている。

定年退職者の中で生活保護ラインにある高齢者は約4％、約8万人存

在する。以前では敬老院等に入所してもおかしくない人々である力ざ、

高齢者福祉施設は既に満員であり、要介護者が沢山待っている状況で

ある。また、高齢者の活動する場も少なく、 どこの高齢者活動施設も

満員盛況である。施設整備力ぎ急がれるのが現状である。

を含むすべての地域住民を対象とした施設である。家庭及び児遺サー

ビス、青少年サービス、健康回復、高齢者サービス、など地域社会サ

ービス活動の拠点であり、地域社会の中で最もサービスを必要とする

人々を常に主な対象としている。それは高齢者、身体陣'奔朽、貧困者

などである。そこでは基本的生活のサービスのほかに、次のような項

目サービスも提供する。 (1)高齢者の心身の健康、健ﾉ裳I['1復、娯楽、社

交に関するサービス活動、 (2)結婚式・葬式、婚姻、法律、社会福祉、

心配事などの相談、 (3)その他、住民に便宜を提供するいろいろなサー

ビスである。

上海市役所はここ数年間社区サービスの発展に力を入れてきた。自

炊できない高齢者には食事を家まで届けるサービスを行い、高齢者食

堂を設けるなど、 「食事難」の問題解決に当たっている。 1995年の統

計によると、高齢者に「暖かい心遣いをする」連動に協力する組を

6,154組を編成し、掃除、買物など自分の身呵りの世話カゴできない

7,827の高齢者に対して日常の基本的な世話の問題を解決した。 2万

5,303人の高齢者に力仕事のサービスを提供したり、独りで暮らして

いる高齢者に救求ベルを2,377家に設置したりしている。社区サービ

スに参加するボランティアの数は年々増え、すでに50万人にも達して
いる。

社区サービスは特定の対象者をこえて、できる限りその総合的機能

を発揮しようとしている。ここ数年、高齢者福祉サービスが大きな発

展を遂げ、市、区（農村は県)、町（農村は鎮)、居民委員会という4
つのレベルのサービスネットワークカざ形成されている。

(3)高齢者の家庭扶養と社会扶養

中国では家庭養老（扶養）か社会養老（扶養）かは高齢者の生活資

金の出所から判断されている。扶養を受ける者の生活の費用が家族か

ら提供される場合は、家庭養老（扶養） とみなされる。逆に、生活費

用を社会力ざ負担し、養老基金から提供される場合は、社会養老（扶

養） とみなされる。人類社会の発展から見れば、老後保障の様式や水

準は社会経済の発展によって制約される。自然経済を主とする農業社

会では家庭養老保障が主なパターンである。家庭は生産単位であり、

消費単位でもある。中国は全社会的にこのパターンカ罫主であった。家

族員が共同で労働をし、労働の成果を共有し、残りは蓄積され家族員

の共有財産となる。年を取って、経済面では子女に依存して老後を過

ごすのは当たり前のことである。出産育児も投資は少なく、収益は大

きい一種の投資の手段とされて来た。成人にとって最も大きな投資は

多くの子どもを育成することであり、老後は子どもの働きの成果に支

えられて過ごす。いわゆる「子どもを生んで老後に備える」のである。

家庭養老は高齢者と若者の世代間の交流にも積極な意味を持っていた。

但し、子どもに恵まれない家庭や子どもに先に立たれた家庭などは、

苦しい生活に陥る恐れがあるため、それは社会全体で保護すること力笥

必要である。しかし、社会が発展し、小規模農業生産から大規模工業

生産に転換して以来、中国でも家庭の生産機能は縮小し、家庭養老の

機能も低下してきた。そして、工業化の進展などにより、今日では、

若者は親元を離れ、外の地域へ出稼ぎに行ったりする現象は中国の至

るところで見られるようになった。

家庭養老と社会養老の区別は生活資金の出所によって区分され、住

む場所とは関係ない。たとえば子女から生活資金を受けて、高齢者施

；

’

しかしながら、経済の発展に比べて社区サービス・センターの整備

内容は遅れている。とくに今後、急速な高齢化ｶぎ進み、核家族化も進

行し、家庭による養老機能が相対的に低下し、それを社会に求めるこ

とが顕著に増加することを考えると、その遅れ力罫心配される。既に現

状でもその遅れは指摘され、具体的にいえば、 (1)高齢者の絶対数が大

きく、割合も高いこと。 1995年現在全市の満60歳の高齢者は227万人

で人口の17.4％を占めている。 (2)とくに後期高齢者が多いこと。80歳

以上の高齢者ｶぎ23万人に達し、高齢者の10％を占める。 (3)家庭の規模

の縮小により、高齢者を介護する機能が弱化している。 1960年代に、

上海市の1世帯平均規模は4．5人であったが、 1982年3.6人、 1990年

3.1人と減少し、 1994年には2.9人に縮小している。ここ数年、市区部
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(4)高齢者扶養に関する意識
設に入所していてもそれは家庭養老といい、逆に家に住んでいても生

活費用は一切政府からの提供に依存するとすれば、それは社会養老と

呼ばれる。

上海市には政府にすべて依存して生活している高齢者は、前述の

｢三無老人」 しかいない。大多数の高齢者は長年蓄えた貯蓄や子ども

の支援または年金によって生活している。市当局は「我が国はまだ発

展途上陸lであり、家庭養老は当分の間続くべき」であると認識し、若

い世代に高齢者を尊敬し、親を扶養するよう常に呼びかけている。 と

l司時に、大勢の高齢者は家庭で子女に支えられ、老後を過ごすの力：望

ましいと思い、施設で晩年を過ごすのは余程仕方力ざない場合以外は、

避けたいと思っている。

しかしな力ざら、少子化によって若い世代の人口力ざ親世代のそれより

もかなり減っているので、一部の高齢者は不本意ではある力叡、費用を

子どもや養老金依存しな力罫らも、老後を施設で過ごすこととなる。で

は、現在の上海の高齢者は家庭養老と高齢者施設についてどのように

認識しているのであろうか。

中国の経済は発展途上であり、近年の急速な経済発展力ざ注llされて

いるが、人々の生活水準はまだ低く、高齢者の社会保障に使える財源

も乏しい。

《老年人権益保障法》では「高齢者の養老は主に家庭を頼る」 と規

定されている。その理由は、第一に、家庭養老は中|玉lの伝統的養老方

式である。中国の家庭養老には数千年の歴史があり、 ！''雁|の雁史にお

いても、経済社会の発展段階、 さまざまな文化的伝統、政治的基盤な

ど深くかかわって来た。また民族の価値観、倫理観とも一致している。

それゆえ、長い歴史を通じて家庭養老の伝統的方式は終始存在し、高

齢者を尊敬し、扶養することは美徳として受け継力ぎれて来た。今日に

おいても全中国では家庭養老は依然として主な養老方式である。第二

に、家庭養老を中心とする養老方式は当面の中国の圧l'|青に合致してい

る。中国は高齢人口が多く、高齢者の総数は世界の高齢荷の5分の1

を占めるが、その中国の高齢者の4分の3は農村に住んでいる。農村

社会はまだ社会保障の水準が低いため、彼らはほとんど養老余の収入

はなく、大部分の人は家族を頼るしかない。 また、都市部においては、

養老金をもらえる高齢者は定年退職者は多い力ざ、高齢者に提供される

設備やサービスが不足し、高齢者の日常的な世話や慰めは子女や家族

を頼らざるを得ないのがほとんどである。第三に、家庭養老を今後の

養老方式として考えようとする新しく外国の「福祉国家」の経験から

教訓を得たのである。先進諸国は社会養老を主な養老方式としてきた

が、それはそれらの国々の条件と合致していたからこそ、できたので

ある。その条件とは、いずれの国も早い時期から工業化を達成し、高

い生産性を保持して来たが、その人口も少なく、高齢者の人I1も絶対

的に少ない。 しかも、経済発展ｶぎ先に進み、人口高齢化はその後に続

いた。 「先に豊かになってから高齢化を迎えた」のであり、 これこそ

が高い水準の福祉を実現できた条件である。 しかし、先進諸|玉lでは最

近政府の財政負担の問題が深刻化しているのは問題である。中l玉Iの実

情から判断し、中国の現状にあった道を選ばなければならない。
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前述のように、中国には昔から家族による高齢者扶養の伝統と慣習

力§あった。家族が互いに責任をもつ中国の家族では、親は子どもを養

育し、子どもは親の老後の面倒を見ることによって、相互に依存しあ

うようになっている。要するに、若い者が高齢者に頼るばかりではな

く、高齢者もまた若い者に頼り家族や子どもに頼って、老後を過ごし

てきたのである。昔から今日まで子どもが親を扶養するのは道徳的規

範であり、法律規範でもある。若し老親を扶養しなければ、 「親不孝」

と思われ、世論に批判され、 「10の許されざる罪」の1つとして厳し

い裁きも受けることになる。 1950年代以来、憲法と婚姻法民法通則、

相続法などの法律によっても、敬老、親孝行が規定されている。それ

故に、中国では高齢者福祉事業があまり発達しなかったともいわれる。

しかし、高齢者が安心して老後を送るためには、経済を発展させると

同時に、やはり高齢者福祉を充実させ、年金制度や社会保険制度を普

及しなければならない。

勿論高齢者問題には、経済のほかに「精神的慰め」の課題力ざある。

晩年になって子どもや孫に囲まれ、話を楽しみ、賑やかに晩年を過ご

すのは昔から高齢者の最大な望みであって、現在でもそのような考え

をもっている高齢者は少なくない。子ども力:仕送りだけを行い、他に

何もしなければ、高齢者はむしろ淋しさが増すとも言われる。
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あって、中I王1人はみな数世代が同居している思い込む人も多い。とこ

ろ力罫実際そうではない。歴史的に見ても、ごく一部の裕福な家族か、

資産をもつ家族のみが数世代同居し、傍系が交錯する大家族を作って

いただけである。史書によると、中国で数世代同居力ざ始まったのは、

漢代にさかのぼるという。史書は、数世代同居して分家しない家族の

ことを「孝義」と書き記しているが、実際には、数世代同居は一般的

な現象ではなかった。伝統社会においても、大家族は少なかっただけ

ではなく、本当の「天倫之楽」もまた希少でしかなかったのである。

『紅老夢』 も『家』、 『春』、 『秋』に描かれている世界は複雑な人間関

係力ざ絡み合い、絶えずに家の中に権力争いや嫁姑の不和力ざあり、決し

て「天倫之楽」とはいえなかった。

ではなぜ中国は数世代同居をずっと理想としてきたのか。これは、

封建社会における家父長制と関係がある。封建社会においては、下は

家族から上は国家まで家父長制をとっていた。家族の中ではひとりの

男性が家長として一家を統率していた。形式的にもこれ力ざ父権であり、

夫権である。

このように、封建制のもとでは大家族が理想とされていたのである

が、実際にはそれ力ざ一般的な現実であったのではなかった。要するに、

数世代同居は歴史的に広く見られた事実ではなく、あくまで支配者力笥

公認する理想に過ぎなかった。

しかし、直系家族や3世代同居は今日でもよく見られる。近代化の

進展や住宅事情によって、少家族化も急速に進んでいる力ざ3世代同居

もかなり多い。上海市の世帯規模は全国で最も小型化し、市区部では

平均一世帯3人未満であり、 「一人っ子」証明書を保持する夫婦も全

市で230万カップルに及び、 「4 ： 2 ： 1」の世帯関係が広く形成され

ている。21世紀には、一人っ子の親の扶養問題が深刻な社会問題とな

りそうである。家庭養老の機能はいま以上に弱まり、家庭では高齢者
の看護や介護を支えることはできなくなると予想される。

上海市では1950年代から事業所による年金制度を作り、勤めた経験

のある人の定年退職後は、それによって保障されるようになった。と

ころが、高齢者の心理伏況は、家庭や家族とのi對係に大きく影響され

ていた。しかし、 こうした高齢者心理とは別に、急速に社会は変動し、

核家族化は進行した。一人っ子政策の浸透は、今までの「父趾在児不

遠行」 （両親が生きている間には子どもは遠くへ行かない）などとい

う伝統的考え方も次第に崩れ、多くの砦蒋がより良いｲI: 'I;を求めて、

広く他の地域に行き、親元から離れていく。

上海市老齢科学研究センターとフランス社会老後保険恭金会は、

1994年に「21世紀の高齢者」 （現在中年である45～54歳の人）に対し

て老後の生活様式についての希望調査を行なった。それによると調査

対象者1,800人のうち、 1位は「家で配偶者に･11t話をしてもらう」

(43％)、 2位は「老人ホームや介謹院に入所する」 （19.67％)、 3位

は「家で子どもに世話をしてもらう」 （15.29％）であった。

同じ質問で1990年におこなった調査では、 「子どもに↑ll二話をしても

らう」が1位であった（『老年学文集』 1990年259ページ)。その二つ

の調査からも、老後の生活様式に関する考え方はrl1年若と高齢者とで

は違い力弐あるものの、 ともに家族関係のある老後生活を噛んでいるこ
とが分かる。

しかし、少子化と核家族化、そして長寿の結果、上海市では「4 ：

2 ： 1」 （2組の老夫婦4人、夫婦2人、子1人）のパターンをみる

と、真ん中の世代は自分たちの親の面倒を見て、 また子どもの扶養を

する。そして老後生活時期には、 日常の．世話を子どもに頼ることは難

しいと思うのは誰しもであろう。した力ざって、子どもの苦労を考えて、

自活できなくなったら、施設に入所することになると考えるのが、 こ

の真ん中の世代、 21世紀の高齢者であろう。
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(5)家族形態の変化と高齢者
｜ ） 「4° 2 ° ｜ 」の世帯形成

中国の伝統家族の多くは数世代同居による大家族であり、年寄りが

孫らに囲まれる「天倫之楽」 （大人数の一家団蕊）が望ましいと考え

てきた。こう考えるのは中国人だけではなく、外国人も|司じように考

え、これを中国の家族的伝統と見なす者もいる。大家族を描く小説も

数多く、その中の代表作は曹雪芹の『紅楼夢』、巴金の『家｣、 『春』、
『秋』 3作、老舎の『四世同堂』などがある。これらの名作の影響も

ところが、家族が少人数化したとはいえ、親子の相互依存と協力に

は相変わらず強いもの力：ある。上海市の女性は男性と同じように職業

を持つ者がほとんどであり、 しかも働く時間も男性と同じである。そ

のため、家事をする時間が少なく、親夫婦力ざもし定年退職して、健康

であれば、若い夫婦は結婚して独立した後も、夕食などを親の家へ食

べに行くことも少なくない。
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に永住し、華儒になれば、国内にいる親は《中華人民共和国帰国華僑

僑族権益保謹法》の対象にもなる。このように子女が海外に仕事や留

学で出国している親のことを「留守役老人」と呼ぶ。

「留守役老人」は高齢者の中で特殊な存在である。正確な統計は公

表されていないが、上海市ではおおよそ6万世帯であると見込まれて

いる。その特殊な統計上の集団は子どものいない「社会老人」や定年

退職高齢者とは異なり、子どもがいるとはいえ、実際にはその子ども

に頼れない人々である。 「留守役老人」は北京市、上海市などの大都

会に多い。

また、女性が妊娠出産を終え、子どもが保育I裳lに入るまでは祖父母

に預けるケースも多い。子どもが保育|震1に人ってからも、その送り迎

えを祖父母がしてくれるのが普通である。若い夫ﾙﾙはｲ|: @ifを終えて、

親の家へ直行し、親が作った夕食を食べ、子どもを辿れて''1分の家に

帰り、休む。同じ日々が何年も続く。それは例外的な呪象ではなく、

ごく普通のどこにでも見られる上海の勤労肴家族の光蛾である。

子ども夫婦が親家族からさまざまな援助や協ﾉJを受けていることに

よって、夫婦共働きの家事や食事、子どもの･i1t話といった問題力ざ緩和

され、生活に関わる不足と不備を補っている。親家族が''1分たちの子

どもに必要とされ、 自分の協力によって子どもの興机を減らすことが

でき、 しかも毎日孫の顔も見られる状況は、今II的「犬倫之楽」とな
っているといえよう。こういう現象について、これではj'-ども夫婦が
長く親に頼り、いつになっても自立しようとしない人間となってしま
う危険が大きく、これでは次の時代を担えないのではないかと、心配
する人も少なくないが、その解決策があるわけではない。
こうして親力ざ子どもに尽くしていても、一旦健康を失ってしまうと、

子どもは仕事と育児に追われているから逆に親の面倒を兄る余総力ざな
い。子どもが多い時代にはそれぞれ力欝交替で都合をつけ、親のill:話を
したものであるが、現在は子どもが少なくなり、親の'''二話をする気持
ちｶぎあってもなかなかできないのが状況になっている。さらに21枇紀
には子どもの数は一層少なくなり、高齢者の介護問題はますます深刻
になるであろう。

上海大学文学院社会学研究所及び上海市老齢委員会が1995年7月に

行った調査によると、調査対象となった「留守役老人」のうち、配偶

者が健在なのは68％、配偶者が死去または離婚したのは32％、一人暮

らしは19%、夫婦のみの家庭は54%、核家族は5%、直系家族は21%、

高齢者と孫のみの家庭は1％となっている（上海老齢科学1996年2号

46ページ参照)。

「留守役老人」の基本的特徴は、 (1)知識人と幹部層が多数を占める。

k海市のある大学経済学部定年退職教授・助教授（定年になって、必

要に応じて留任された教授を含む） 22人のうち、 14人の子どもが留学

か仕事のため海外におり、 63．6％を占める。その14人のうち、 10人は

子どものすべて力：海外にいる。 (2)年齢構造から見れば、 「留守役老人」

の中に、 55歳前後の人、 または60～69歳の比較低年齢の高齢者が最も

多く、 70～79歳の人は少数であり、 80歳以上の人はさらに少ない。 (3)

彼らの多くは定年退職後、再就職している。 (4)経済状況では子女から

仕送I)を受け、生活の水準は普通の高齢者より高いという見方は一般

的であるが、実際中流クラスの人が多く、たいてい年金だけの生活で、

子女から支援を受けている人は少なく、特に定期的に仕送りをうけて

いる人はさらに少数である。 (5)彼らの多数は健康または比較的健康で、

当IAi身のI司りのことは自力でできる。しかし、今後彼ら力寄年を取れば、

状況が大きく変化すると予想される。

ｉ
Ｉ

2） 「留守役老人」と呼ばれる高齢者の増加
80年代の改革開放以来、中国からは公的派遣、私賀留,､椎と,､樅桝の訪
問などで海外の103カ国と地域に25万人が赴き、そのうちの83〃人力：
帰国している。上海市からの海外留学者は7万人に及び、すでに帰'封
した者は1．5万人である。この帰国者はいろいろな分野で活躍に従事
し、上海市の発展にも貢献している。また、留学樅にはII1IEI政府は
｢留学を励まし、帰国を歓迎し、行き来は向由」という政策をとって
いる。学位をとってから帰国したいなら、 もちろん歓迎し、 また長期
にわたって、海外で仕事や勉強に従事すると同時に、 1 |'|:EIの研究機関
や大学との共同研究、中国での短期仕事。講義、事業に投査などの〃
法を通じて、国の発展に貢献することも奨励される。 もし彼らが海外

「留守役老人」は一般に高い技能か豊富な知識をもっている。彼ら

は定年退職後も科学技術研究、教育などの分野で、顧問などの仕事で

再就職する人力ざ多く、社会の大切な人材でもある。彼らは長期にわた

ってIEEI |ﾉ1で暮らし、親友も国内におり、違う文化的背景の外国で生柄
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現在、農村の高齢者の居住様式には三つのタイプがある。 （1)は直系

型。高齢者と子ども力ざ同居しているタイプで、馬陸鎮では3,672戸の

うち1,881戸、 51%を占める。 (2)は回居型。 1人の子どもと固定的に

同居せず、数人の子どもの家を転々と回って、子どもに面倒を見ても

らう。このタイプ。は768戸、 21％を占める。 （3)は高齢者のみの独居型。

1,023戸、 23％を占める。同居の3,672戸の世帯には、 6,801人の子ど

も力欝いた力欝、そのうち、子どもの1,146人はすでに村を離れている。

するのが簡単なことではないと思い、短期間、海外にいるr-女に会い

に行くことはある力罫、海外に定住する者は非常に少ない。住み'|髄れた

国内で暮らすのを選ぶ人力ざほとんどである。

最近ようやく社区サービスの領域で「留守役老人」のことが議論さ

れ始め、彼らを含む高齢者の必要に応じて特殊なサービス（例えば、

食事や物を家に届いたり、訪問修理をしたり、孫の世話を脇ﾉJしたり

する）を行う用意力ざなされ、 また、敬老院と異なり、 「閉守役老人」

に相応しい高齢者マンションの建設も議論されるようになってきた。

’

’

上海市の農村部では、市区部と違った意味の「留守役老人」の現象

が存在している。農村「留守役老人」の現れは、今日になって突然に

出てきた問題ではなく、昔から存在し、子どもも多かったため件数力ざ

少なかったから、人々の注意を引かなかっただけである。農村「留守

役老人」の現象は主に次の要因を上げられる。 （,)子女の嬬姻によって、

本来子どもの少ない高齢者力欝夫婦のみか一人暮らしになってしまった。

(2)子女が他の地域へ就学や仕事に出掛けているから、家を守る意味で

留守役になった。 (3)改革解放前の中国では、都市戸籍と農村戸籍の2

つの制度力司併存していた。農村戸籍をもつ人が都市戸籍に変更するの

は大変厳しくチェックされ、簡単にはできなかった。 ところカゴ、市場

経済の導入につれ、農村戸籍の人も都市に行き、職を求めることが可

能になった。また、土地を徴用されることによって、農村から都市へ

移る若者が増え、彼らの親が農村に取り残された。 (4)農村経済の急速

な発展につれ、農民が豊かになり、一部の農村地域は都市化され、そ

の周辺に新しい『集鎮」 （町）ができ新しいマンション等を購入して、

若者は親の家を出た。ときには親力ざ子どもの結婚のために建てた家も

子どもの就業事情で結局は自分で「留守役」となって住むような事態
も生まれている。

4・上海市の養老保険制度と医療保険制度の改革

(1)上海市の市区部の養老保険制度の改革

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

上海市は1993年から城鎮社員養老保険制度の改革を行ない、社会的

に統合した運用システムと個人積み立てとを結び付け、異なる所有制

の企業にも適合可能で、基本的に統一された養老保険制度を制定した。

この新養老保険制度は、すでに2.38万の国有および集団所有の役所や

事業部門約2.4万に属する職員約420万人と既定年退職者約170万人に

対しては全面的に適応され、一部の私有企業と個人経営者に対しても

実験的に適応されている。その主な方式と初期の成果、及びこれから

の課題は次の通りである。

｜

’

｜ ）改革の必要性

上海市養老保険制度の改革案の作成と実施には2年間を要した。ま

ず、党中央と国務院によって、養老保険制度の改革に関して、指導方

針と原則が明確に打ち出された。それは、①個人が保険料を納めるこ

と②個人、事業所、国の3者が共同で養老費を負担すること③養老保

障の水準は、生産の発展の水準及び3者の負担力に合わせるべきこと

④個々の高齢者の処遇はその個人のこれまでの労働貢献度と提供した

資金に適切に結び付けること⑤養老保険基金の集め方は部分積立制

(国家、企業、個人）により、積立基金を保全し、運用による金利収

入を加えて増額する措置をとるなどである。その指示に基づき、市の

実情に合わせ、資金の安全で効率的な運用制度を作ること力ざ上海市の

課題であった。

最近、都市化によって農村地域の県から市区部の区に変わった嘉定

区について、上海市老齢委員会が、その当区の農村「留守役老人」の

事情に関して、馬陸鎮の16村、 3,672世帯の5,287人高齢者60歳以上を

5回にわたって調査している。調査の結果によれば、農村「留守役老

人」の増加の重要な原因は、農村地区の都市化が進行し、集鎮（町）

の規模がますます拡大し、大勢の若者が新築のマンションを買って移

住したこと力欝明らかになっている。 上海市はこの改革を大変重視し、上海市計画委員会、労働給与委員
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会、上海市体制改革委員会、労働局、人事局、財政｝画)、総組合、上海

市老齢委員会などの部門からの代表によって改革委員会を榊成し、専

門家や大企業の代表を集め、大量の調査研究を行い、数種瓶の改龍案

を作成した。上海市常務委員会、市政府は数回にわたって調介研究の

報告を聞き、検討を繰り返し、最終的に統合的運用とｲ1門1人砿ウニ制を併

用する方式を、新しい養老保障方式に導入することを決めた。その概

要は、法定の基本養老保険について、従来の年金も統合して連川する

と共に、新しく個人が納める保険料を貯蓄方式で稜立て行き、 これも

総合的に運用する保険システムを導入し、年金保険加入将は総てｲl古1人

ごとに養老保険口座を作ることにした。この方式を採択した即IIIは、

次のように考えられる。

②浦束新区等の開発に合わせて

！|'一央政府は上海市浦東新区を開発し、改革開放のスピードを引き上

げ、他の地域より先に市場経済の運営システムを作ると共に、それに

相応しい社会保|瞳制度を完備させることを指示した。浦東新区には大

鼓の朧|外と|玉l内の資本が流入し、財産所有権の流動と新たな組み合わ

せに伴い、資産の所有が混合する企業が年々増えている。例えば、外

国との合弁企業、他の都市との合弁企業、都市と農村の合弁企業、国

有と集付l所有の連携、個人経営、株式会社などいろいろである。また、

経済と労働力市場の発展に伴い、省市の間、部門の間、異った所有形

態の間の流動も益々多く見られるようになってきた。

そのため、他の地域の人々力笥長期的又は短期的な形で、上海市で仕

事をするのも稀ではなくなった。多種多様の産業や事業分野で働く

人々の就労移動も急増している。労働市場の需給動向によって人的資

源力ざ動き、配置されるという状況に適応できる養老保険制度の必要性

がI葡まっているからである。

①人口高齢化の必要性に適して

上海市は中国で最も早く人口の高齢化が進んだ都市である。高齢者

の人口が人口総数に占める比率や、定年退職者の現役従業員に対する

比率は全国一位であり、扶養問題を含む人口高齢化の問題は他の地域

より深刻である。中国では、定年退職者に対する年金は各事業所が支

給しなければならないため、企業力爵負担する定年退職者に支払う年金

額は給料総額の25.5％にもなり、その負担は極めて重い。蓄械がほと

んどない企業も多く、支給額力ざ収益を上回る企業も出るに到ったので

ある。

１
１

③外国の事例の参考

養老社会保険をすでに運用している多くの国には、急速な人口高齢

化の圧力で改革を試みている国もある。例えば、年金の給付額を引き

下げるとか、企業や個人年金制を併用するとか、 また個人力罫負担する

法定養老保険料を引き上げるなどである。養老保険の積立基金制度を

実行している|封の中で、シンカポールの中央積立制度等は養老金の調

達や貯蓄投資を増やす面では注目され、上海市は国際社会のこのよう

な事例を参加に、上海に相応しい改革の方式を探ってきた。

推計によれば2000年には上海市の定年退職者は200万人にのぼり、

2020年代の人口高齢化のピーク時には、定年退職者は350万人にのぼ

ると予想されている。その2020年のとき、在職中の従業員は700万人

(現在498万人） と推計されているが、その時に必要な年金は在職従業

員の給料の35～40%に相当し、国や企業力罫その年金をすべて負担する

ことはとうていできない見込みである。資金を集める道を広げ、個人

も保険料を負担する自己責任制を導入し、個人貯蓄を併用し、養老基

金の蓄積を増す制度の導入を選んだのである。

もう一つの措置は、養老保険の被保険者を拡大することであった。

今まで社会保険の対象外となっていた私有企業、個人営業そして新し

い合弁企業、外資企業もカバーするようにし、そこで働く觜を広く参

加させゆき、養老保険制度を整備することであった。

このような背景と考察を経て、 まず改革案の基本力ざ決められ、改革

実施案が制定された。改革案は市人民代表大会常務委員会の決定によ

って、 この案を市民に議論してもらい、 まず、 260の異なる所有制の

会社、企業において、約40万人の社員に対して、改革案を説明し、シ

ミュレーションを示し、改善案についての意見を求めた。そして市人

民代表大会常務委員会での再審議の後、 3,000の会社で、約205万人の

社員によって、 さらに議論を重ねた。一般市民も改革の必要を認め、

この案を実行しようという気運も高まり、 1994年4月27日、上海市人

民政府第63号令により、 「上海市城鎮職員養老保険方法に関して」が

制度化され、養老保険の改革が法的に整備された。
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人負扣の年収の3％、 (2)勤務先から定年退職金統合的運用費として本

人給料の8％相当額、 (3)勤務先から同じく定年退職統合的運用費とし

てliij年の全市職員の平均給料の5%相当額、以上3つの部分が含まれ

ている。個人養老保険口座の貯蓄に対しては住民の定期預金の利息よ

')商い利息力罫附加される。具体的な利率は毎年、市社会保険管理局に

より公表される。従業員本人が死亡すれば、その養老保険口座貯蓄額

の!''の個人負担分のうち、給付に用いた金額の残額を一括してその法

定州統人に給付する。

ここでいう養老保険とは、企業の従業員に定年退職後、物鷲的な基

本生活を保障する制度のことであり、社会保険による保障を堆本とし

ている。改正された養老保険基金制度において、その原盗はIEI家、企

業、個人の3者が負担する。国家は、税制上の措満で一部の保険費用

を負担し、企業と個人は給与総額に対して一定の割合でそれぞれ毎月

社会保険機構に保険料を納める。被保険者が規定の納金年限及びその

他の受給条件をみたした場合、社会保険専門機I封から法律に韮づいて、

保険給付を受ける。
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④改革養老金の給付方法

当初は定年退職前の標準給料に基づき一定の比率で給付されるが、

次第に個人養老保険口座の累計貯蓄額に応じた給付に変更される。

｢新人は新方法で、中年は中年の方法で、老人の社員は昔の方法で」

という年齢や経歴に合わせた方法から、次第に単一の新制度に移行す

る。ここでいう 「新人」とは、改革案が実施された後、職に就き、定

年退職を迎える人を指し、この人々は個人養老保険口座の貯蓄額から

毎月養老金が支給される。その金額は個人養老保険口座の貯蓄額の

1.2％である。 「老人」とは改革案力欝実施された後、個人で保険料負担

年数は3年未満の人々である。即ち、 1995年末以前に定年退職した

人々である。その人々は個人養老保険口座を作ってからの期間が短い

ため、やはり旧来の方法で養老金（年金）は給付され、 また個人負担

分の累計額により一定の比率で養老金は引き上げられる。この比率は

仕事の年数の長さにより、同一ではない。 「中年」とは、改革前に仕

事に就き、 1996年以降に定年退職する人々のことである。その改革前

の就業年数については、定年退職のとき、個人養老保険口座の貯蓄額

に規定の係数をかけ、全期間にわたって貯蓄額を推計し、その12％の

割合で毎月養老金が給付される。もし「中年」の従業員の「中年」の

方法で計算された養老金が同じ条件の「老人」より低い場合、 「老人」

の方法で給付される。

2）改革の主な措置

①個人負担の実施

個人負担の養老保険料には次のようなメリットがあると考えられて

いる。1.個人負担によって、従業員の自己保障意識と壷任感が商めら

れ、老後はすべて政府に頼るという考え方を改めることができる。 2．

従業員個人が納めた養老保険料は養老基金の一部となり、基金の原資
を増やし、国の負担を減らすことができる。3.老後ﾉ|皇活の水準につい
て保険料の個人負担の年限に結び付けて考えること力ざで､きる。

改革の初期には、国有や集団所有の企業、役所、各事業部門に属す

る職員はすべて本人の前年の年収入の3％を養老保険料として負担す
る。以降は経済発展と昇給につれ、次第に保険料（比率）をリ｜き上げ
ることとなっている。

I

1

1

②社会的統合的運用の拡大

国有、集団所有と外資投資企業については、全市の定年退職後の年
金の統合的運用を従来通り継続する。役所、事業部門（中央機関の上
海駐在科学研究所、文芸、教育、衛生などの事業部門を含む）の定年
退職者年金は、退職時勤務先からの支給ではなく、社会的統合的運用
よる社会保険専門機機の支給に変更された。城鎮個人経営の企業に勤
める従業員、個人経営者及び協力者の年金もすべて全市の統合的運用
のもとにおかれた。

⑤養老金給付内容の調整

定年退職者の養老金は前年の上海市消費物価指数の上昇1幅に応じて

調整が行われ、毎年4月から増額される。消費物価指数力爵前年より低

ドした場合、調整は行われない。

③個人口座の設定

従業員全員が終生不変の養老保険口座を持ち、個人負担分と会社負
担の定年退職統合的運用費の一部がその口座に振り込まれ、累計して
貯蓄される。改革初期には、個人の口座に振り込まれる養老金は(1)佃
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’
政策によって統一された基本養老保険制度のもとに統合され、これま

での企業の所有制、従業員の「身分」による差異は廃止する。

⑥社会保険体制の整備

3二海市は社会養老探険制度を管理するため、社会保険委幽会を設立

し、運営に当たっている。この委員会は1991年6jj26IIのl'il務院の定

めた『企業従業員の養老保険制度の改革の決定について』によって設

置された機関であり、社会保険についての基本政策を検討・決定し、

養老保険金の原資保全、などについて立案する機椛で､ある。委員会は

政府側の社会保険部門の責任者が主任となり、労働、財政、 ‘汁1I11、審

議銀行、組合などの部門の責任者から織成され、雄水盤巻保険と企

業補充養老保険の具体的な業務に当たり、養老保険韮金を符叩する。

また、実務部門として市社会保険管理局も設けられた。これはIIjの社

会保険を実際に管理する業務部門であり、養老保険の地〃ごとの法規、

規則を制定し、養老保険基金の徴収、支出、平価切｜きげ遮尚の監督、

管理を行う部門である。さらに養老保険事業管理センターを設けられ

た。これは具体的に養老保険の事務を行い、養老保険礎の徴収と養老

金の支給を担当し、個人養老保険口座を管理し、それにI對連するサー

ビスを提供する部門である。
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①負柧の統一。各企業（事業所） と個人経営者は同一の基準に基づ

き、従業員のために定められた負担の割合で基本養老保険費を納める。

従業員は規定に定められた個人負担の基準で養老保険費を納め、個人

経営者、 自営業者とアルバイトは規定に定められた企業と個人の負担

の割合を計算して基本養老費を納める。

②給付基準の統一。社会的統合運用と個人口座を結び付け、さまざ

まの所有制の企業と従業員の基本養老金保険金の給付基準を統一する。

従業員の平均給料の計算の仕方、個人口座に入金する比率と利息、給

付のInl数と周期、基本養老金平準化のための調整増加額、個人口座の

残高の相続などを統一する。

１
１
１
１

③管理の統一。基本養老保険の施策の決定及び運用上の監督は、市

役所の労働行政部門によって統一的に管理され、社会保険機構の基金

の運営も統合してなされる。3）基本養老保険の目標と役割

基本養老保険を1つに統合した課題と目的は、 「適川される領域を

拡大することとこれまでの4つの制度の統一」である。 ④基金の計算と運用の統一。基本養老保険費は、同一の計算によっ

て給料から徴収される。さまざまの所有制の企業と従業員が納めた基

本養老保険金は統合的に運用し調整されて支出される。蓄積率も統一

される。

●「カバーする分野の拡大」

①基本養老保険を適用する範囲を全企業に拡大し、すべての腱I有企

業、集団企業（大集団と小集団を含む)、外国投資企業、韮僑と台湾

香港。マカオの投資企業、私有企業、株式会社、合弁企業(Ifl有と集

団、国有と個人、集団と個人の連携）に及ぼす。

4）改革の初期的成果

①新しい養老保険制度によって、従業員全員に対し身分証明書と同

じ番号をもち生涯不変の養老保険口座が設けられる。本人力ざどこで仕

事をしても、本人と勤務先力欝負担金を納入すれば、すべて個人口座に

振り込まれ、定年になると、 口座の累計貯蓄額から養老金（年金）力蚤

支給される。

この制度は、経済発展水準が異なり、所有制もさまざまである勤務

先に適用でき、融通性をもっている。と同時に、個人養老保険口座に

は、個人負担金と勤務先負担金の比率も記入される。企業それぞれの

経済力によって、養老処遇も違ってくるので、保障水準の面では弾力

性をもつ。例えば、国有、集団所有の企業の従業員は個人の給料から

餅 ②基本養老保険を適用する範囲を以上の各企業すべての従業員に拡

大し、正規従業員、契約従業員、臨時雇用者、農民、季節藤川者及び

各企業の定年退職者を含める。

③基本養老保険を次第に自営業者及びその雇剛肴まで拡大する。

●「4つの統一」の主な目的

基本養老保険が適用される企業等事業所と従業員は、 I到家の法律と
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3％、 さらに勤務先が13％、併せて16％が個人口座に振り込まれる。

役所や事業部門の場合は個人の給料からは同じく3％である力ざ、行政

機関と全額国の予算で運営する事業部門は、本来の養老待遇が企業よ

り高く、補充養老保険が実施されていないことを考慮して、勤務先は

より2％企業より多く振り込むので、合計18％となる。新しく養老保

険制度の対象となった個人経営業及びその従業員は、仙人の負担を

8％であり、経営者はその従業員のために10％を負担し、そのうち

2％を社会的統合的運用に提供する以外は、全部従業員の個人口座に

振り込まれる。

このように、本来養老保険のある国有企業にとって、個人負担を比

較的低い割合から始め、 「旧制度」より 「新制度」へ穏やかに移行す

ること力罫できる。 もともと養老保険制度のない非公的事業所にとって

は、本来の国有会社の方法をそのまま使うことを避け、私有制に通し

た保険制度を設けることによって、養老保険の適用対象者を拡大する。

改革された養老保険制度は、養老保険基金の徴収を現収現付制（徴

収した養老金の一部を定年退職者に支給する）から部分的に蓄積制に

移行し、次第に基金を集めるパターンへうまく転換させ、基金の蓄積

を増加させることができ、人口高齢化のピーク到来に十全な備えをす

る。

己保障の意識力ざ高まり、個人の利益の見地に立って積極的に養老保険

に参加するよう仕向ける制度である。

また、企業の負担は従業員個人の老後の給付金額にかかわるので、

従業員自ら企業の負担を催促し、企業の従業員給料総額のごまかしや

税金の不正などを防ぐこと力欝できる。 しかも、個人の負担分と会社の

負担分を照合すれば、保険料を正確に納めたかどうかも分かる。今ま

では社会養老保険に参加していなかった新しい企業や個人営業者など

も相次いで社会養老保険に参加するようになっている。

さらに、養老保険制度の実施によって、定年退職直前の給料額力ざ直

接に養老金にかかわる従来のシステムから、従業員の一生の仕事と給

付に関係するものへと変わり、各段階の給料額や負担額がすべて養老

金とつながるので、権益と義務が統一され、貢献度と享受の程度と力罫

結び付く原則ｶぎｰ貫するようになった。

③改革後の養老保険は資金集めの方法を根本的に変え、資金の蓄積

に役立ち、人口高齢化のピークの到来に備えるものとなった。

(2)農村部における社会養老保険の方法一改革を実施する前

中国では、農村養老保険は国の規定により、政府が農村高齢者の基

本生活を保障する社会保障事業を行うこととされており、 これは中国

の社会保障制度の重要な部分であった。これまで永い間中国の農村で

は家庭による伝統的養老方式が広く維持されてきた。中国政府もまた、

これからも相当長い期間、農村における高齢者の老後は主に家庭に頼

るべきという方針を保持してきた。 ところが、農村家族の核家族化、

人口の高齢化につれ、農村の扶養（老有所養）問題も次第に深刻にな

ってきた。 1986年に国務院・民政部は、農村地域を対象に実験的な社

会保障制度を立案せよとの指示を出した。その後各地で様々な制度力罫

研究され検討されてきたが、 1992年1月『県級農村社会養老保険基本

案』力罫作成され、 これをもとに農村社会養老保険制度の基本方針力ざ決

められた。その内容は、①農村の実際的な状況に即して高齢者の基本

生活を保障することを基本的原則として、その資金は個人が負担する

ことを主とし、付帯的に集団補助を加えること、 また自主を中心とし、

付帯的に相互救済を加えるとするものである。そして、社会養老と家

庭養老を結び付け、農村の農業従事者と企業勤務者、 また商業従事者

②新しい養老保険制度によって個人の参加意識と責任感を増大させ、

社会的統合的運用と相互補助の機能を生かし、公平と経済的効率の原

則を貫ぬくことができる。

養老保険制度が個人負担制を実施するのは、改革上どうしても必要

な道であるが、 ここには個人負担分を社会的統合的運用に投じるか、

それとも個人の口座に振り込むというか2つの方法がある。社会的統

合的運用に投じると、個人負担分は運用の資金不足を補充するために

使われるとと思われがちであるので、個人の利益との関係が薄れ、

人々は養老保険権基金の徴収や使用に関心を持たなくなり、なるべく

少なく負担し、高い給付を受けたくなり力ずちである。個人の高座に振

り込まれると、他人のためにお金を負担するという従来の考えから、

自分の老後のために貯蓄する考えへと変わり、負担するかどうか、 ど

れぐらい負担するかは本人の老後に直接にかかわり、たくさん負担す

ると老後もたくさん給付を受けられる結果につな力ざるので、個人の自
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と内部審議制度の研究と制定；養老保険料の負担分の定め；養老金の

支給と養老保険基金の原資保全、原資を増やすことの把握；市社会保

険委員会に決定された関係事項を実行することである（第7条)。

に対する養老保険制度を一体化する。②保障の対象は非都｢Ijﾉ i耕者で

あり、国家が商品食料を提供していない農村居住者である。③食担の

レベルは多元化で、 しかも変動的である。養老金の給付基準は、個人

負担と蓄積の状況によって決まる。④個人養老保険口座を作')、個人

の負担部分と集団補助の分はその個人の名義の口座に振り込まれる。

⑤県レベルでは、基金の管理機構を設立し、基金を統一的に符恥する。

その管理方法と制度も制定する。⑥農村の養老保険紫令の述営と原資

保全、投資運用は国家の規定によって実行する。⑦民尚の保険、集団

と郷鎮企業の養老保険と他の社会保険の間の関係を調整する。

この制度適応を受ける満18歳以上で労働による収入のある者は、規

定によって、養老保険費を負担する（第9条)。

企業に勤める者と農業、副業に従事する者は、その郷の前年度の平

均収入を負担の基数とし、その5％を養老保険費を納める。事業部門、

企業の職員は、本人の前年度の平均給料を負担の基数とし、その5％

を養老保険賀として負担する（第10条)。

企業は課税対象となる給料総額の15％を養老保険費として負担し、

蛎業部i｣LIと役所は給料総額の15%を養老保険費を負担する。この規定

によって負担する養老保険費を企業からは納税の前に徴収し、事業部

門と役所では源泉徴収する（第11条)。

養老保険金は生涯給付を受ける力欝、個人養老保険口座の積立金がな

くなった場合、社会的統合運用基金から給付される（第23条)。

〈付資料1 ：参照＞

この『基本案』に基づき、 1996年1月8［1付けの上海IIi人民政府令

の第22号で、 『上海市農村社会養老保険方法』を公布され、 1996年2

月1日から実施に移された。

この法令の目的は以下のように定められている。

まず農村労働者の老後の基本生活を保障するために、脚家の規定に

基づき、上海市農村部の実情に合わせ、これを制定した（鋪1章、第

1条)。

ここでいう農村社会養老保険とは、政府の管理部門が組織し、管理

し、農村組織、集団事業部門と各業界の労働者力ざ共同で養老保険料を

負担し、労働者の老後の養老保険はこの負担の程度に従って、基本的

養老処遇を受ける農村社会保障制度であると定義される （第2条)。

農村社会養老保険においては、労働者が個人で負机する蓄砿をiﾐと

し、集団補助と相互救済をこれに加え、社会保険と家庭養老を絲ぴ付

け、各業界の養老保険を統一管理をするのが原則である （第3条)。

(3)医療保険制度の改革

' | ! 1flでは、都市部、農村部の「三無老人」に対しては、政府と集団

による医療を含む「衣、食、住、医療、葬儀」の保障が行われる外は、

50年代初期から数十年にわたって、都市と農村とでは異なる医療保険

制度が執行されてきた。医療保険制度の改革が行われる前に、上海市
には3種類の医療保障制度力ざ存在していた。市区部には、公費医療と

労保医療力ざあり、農村部には、一般の農民が受けられる合作医療力ざあ

った。単位となるのは、上海市の行政区域内の農村各郷（鎮の管理体制の

元で運営する郷）の以下の企業、部門と個人である。①企業（外資投

資企業を含む)、事業部門、役所及び他の経済組織と従業員；②農業、

副業（養殖など）に従事する者；③個人経営者とその従業負である。

『上海市城鎮職員養老保険』に加入している在職稀にはこの制度は適

用しない。農業、副業従事者の中で、完全に農業のみに従事-肴は希望

すれば、この制度による養老保険に加入すること力弐できる （第4条)。

農村社会養老保険を管理するのは上海市民政局である。その具体的

な責任を負う範囲は以下である。それは農村養老保険制度の'庭施；養

老保険の関係部門を集め、農村社会養老保険基金の財政、会計、統計

！|'|玉lの医療保険制度について紹介すると、 1951年中国政務院（後の

I封務院）は『中華人民共和国労働条例』を発表し、国有企業、比較的

規模の大きな集団所有企業の従業員と定年退職者の、病気、負傷、出

産のときの診療費、手術代、入院費、薬代、検査代などは全部企業ｶｮ

負拙し、企業に勤めている従業員の直系家族が病気のときは、手術費

と薬代の2分の1を企業力ざ負担することとなっていた。以上の労働者

保険医療経費は、各企業における従業員の給料総額の一定の比率と従

業員福祉基金を合算したものを原資とし、その企業が管理し、そこか
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ら支給していた。その比率は1959年11月に、給料総額の11％に決め、

｢従業員福祉基金」とし、主に社員（定年退職者を含む）の|矢擦蛮、

従業員の直系家族の半額医療補助費、本企業医療員の給料及び企業従

業員の福祉費に使用する。しかし、従業員の労1呆|矢療費の｜洲.カョ激し

く、1978年以降、企業の医療保険費は、企業力:税金を納めた後の利益

から福祉基金を支出する事力苛できるようになった。

ず①咲療黄力ぎ全部国や企業によって負担されるため、医療資源の浪費

を制約するメカニズムが欠け、公費医療費と労保医療費ｶぎ大幅に増大

し、深刻な浪費現象が生まれた。②合理的に医療経費を集めるメカニ

ズムカざなく、医療費の安定供給が維持できない。また労保医療制度は、

佃別の企業に頼るもので、共助共済の力が弱く、企業の従業員の年齢

鱗成や、経営状態のよしあしによって、給付の水準にも差が生まれた。

1994年の例でいうと、上海市の医療、薬剤費が職員の給料総の17％に

iliめる比率は、経営状況の悪い紡織業界の場合は、 64%にも達した。

③恢療保障がカバーする範囲が狭く、管理とサービスの合理化の程度

が低く、労伽力の流動化への対応や企業の負担軽減をはかるには不利

であった。④農村合作医療のカバーする範囲が狭く、管理上も大きな

問魑が存在し、 80年代以降、合作医療が全く機能しなくなった例も多

く、農比の医療に多大の問題が生まれた。

1952年、中国政務院（現在の国務院）はまた『全|玉l各級人趾政府、

党派、団体及び所属事業単位の国家公務員の公費I美療予|坊を実施する

指示に関して』を発表し、党の機関、国家機関、事業部IIII (例えば、

国有制の教育、衛生、スポーツ、芸能界、科学研究所）に脇する職員

及び定年退職した職員の、病気、負傷、出産時の診療曲、手術代、入

院料、薬代、検査代などの費用はすべて国力ざ負机すると規定した。こ

の公費医療費の財源は中央と地方の政府予算に計上し、各級（レベ

ル）の衛生部門が統一的に運用し、支出していた。その公費l菟療贄の

管理は、政府が設けた公費医療予防実施管理委員会に所I瓜する事務室

にによって行われた。 しかし、公費医療強の_崎'一に伴い、衛生部と財

政部は1960年に初めて、公費医療を受ける人の薬剤費は一部''1巳負担

とすることを決め、また1965年には初診料の自己負拙を決めた。

『中華人民共和国国民経済と社会発展第「95」年計画と2010年目標

綱要』には、 「次第に城鎮の社会的統合的運用医療基金と個人積立と

結び付け、医療保険制度をつくる」と書かれている。また1996年5月

1Hには『上海市城鎮企業職員入院医療保険臨時方法』が施行された。

1996年9月9日には上海市医療保険局、上海市衛生局、上海市財政局

が合同で立案した『本市公費医療制度改革実施方法について』の方針

が上海市委員会、上海市政府によって決定され、公布。施行された。

以下それについて述べる。

1） 『本市公費医療制度改革実施方法』の範囲と対象

本市及び中央上海駐在公費医療を実行している役所、事業部門、社

会団体の現在の職員は全員今回の改革実施の対象とする。

離休幹部（離休条件に合致する力欝現在は在職中の者を含む)、二等

乙級以上の負傷軍人及び大学、短大以上に在学中の学生は実施の対象

外である。

2）医療費の補助

①職員の年齢に応じた医療補助費を支給する方法はとりあえず変え

ない。

②定年退職者には1人に付き毎年20元の医療補助費を追加する。

③|髪療費の補助は本来の出所から支払う。

3） 自費による医療費の範囲と基準

①外来医療費：在職中の職員は自己負担10％、定年退職者は5％と

農村では、国有農場の職員（定年退職者を含む)、政府機I對の職員、

郷の幹部ら（定年退職者を含む）は、規定により労保|矢療と公費医療

制度からの給付を受けられることとなっていた力ざ、ほとんどの農民は

その2つ制度の給付対象外におかれていた。50年代から農村では相次

いで合作医療制度力苛作られた。それは一種の相互救助に基づき、集団

経済と一般の農民の資金による集団式の医療保険制度である。合作医

療基金の資金集積の方法は、集団と個人がそれぞれ一部を負担するも

のであった。普通、個人は経費の20～60％前後を負担する。毎年の合

作医療費は1人当たりは年間約10元程度であった。70年代から80年代

初期までは、集団の原資は次第に減少し、一部の地域の合作I矢療は解

体され、 自費医療の再現さえ見られた。

以上の医療保険は、これまで国民の健康の保全や病気の沿療、社会

の発展、社会の安定に大きな役割を果たしたカゴ、社会の一瞬の発展と

改革開放の進展に伴い、深刻な欠陥力ざ現れてきたのも事実である。ま
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する。

②入院の医療費：在職中の職員は自己負担8％、定年退職荷は4％

とする。

③甲類伝染病、職業病及び仕事による負傷、計両出耀手術による医

療費（外来と入院を含む）については、自己負扣.なしとする。

④職員が重病によって多額な医療費を負担することで経済的1判雌に

陥り、 日常生活に支障が生じた場合、勤務先から実'崎に応じて補助

金を支出する。該当する部門が補助金を支/{I!できない場合、 ｜両1級の

財政部門に補助を申請する。

さらに、従来はすべて企業が負担していた入院医療費に関しても、

1 ･.海市l夷療保険局は上海市政府の許可を得て、 『上海市城鎮企業職

員における入院医療保険臨時方法』を制定・公布し、入院適応対象、

入院医療保険への登録と支払い、入院医療費の計算と支払い方法、

医療保険基金の管理など詳しく規定し、 1996年5月1日から実施す

るようになった。

この方法によれば、今後、国有企業の従業員の入院治療費は一定の

額を越えると、統合的運用基金が大部分を負担するが、残りの額は企

業とｲItl人が一定の割合で分担することになる。これまでは企業がすべ

ての医療費を負蛆する「労保医療」から統合的運用へ転換し、国家、

企業、個人の3者力ざ入院医療費を分担することとなった。

入院医療保険を、社会的統合的運用することは、相互救助の原則に

立ち、基本的な医療サービスの供給を保障し、併せて費用の浪費を防

ぐためである。企業はまず入院医療保険への登録手続きを行う前に、

指定された機関による入院医療保険費の審査を受け、前月の在職職員

総数の給料総額の4.5％の比率によりで、入院医療保険費を納める

(第8条、第9条)。職員は毎回指定された病院で診療を受け、医療費

が次の基準を超える場合、医療保険基金はその85％を支払う。

①三級医療機関で入院治療を受け、医療費が2,500元を超える場合

②二級医療機関で入院治療を受け、医療費が2,000元を超える場合

③一級医療機関で入院治療を受け、医療費が1,500元を超える場合

職員は指定された医療機関での入院医療によって発生した医療費は、

|棗療保険基金が支払う部分を除き、企業及び本人が共同で分担する

(19条)。労働災害と職業病による入院費用が第19条の基準を超える場

合、超えた部分の50%は医療保険基金から支払われ、残りは国の規定

に従い、企業によって負担される（第20条)。

医療保険基金の財源は次の通り。

①企業力欝負担する入院医療保険費（料）

②医療保険基金の利息による収益

③医療保険基金の投資運用による収益

④本方法の第11条の規定に従い、徴収した滞納金である（第28条)。

なお、市|夷療保険局は医療保険基金の徴収や支払いについて財政部

門と審査部門の監査を受ける（第32条)。

4）医療費の計算

①職員は本人の公費医療証（公費医療証、 自己袴叩の公州夷療証、

離休幹部公費医療証を含む）を持参し、本市の|笑僚機桃で診療を受

けるが、その際の医療費の計算方法は次の通りである。

(1)これまで医療費をまとめて支払っていた卒業所に所脳する職

員からは（医療証に「在職」か「定年退職」の有効期限を示すシ

ールを貼り）、規定に従って自己負担分の医療喪を徴収する。

(2)これまで医療費をそのつど現金で支払う〃法をとっていた事

業所の職員からは全額現金で徴収する。職員は後に、 I'I己負柧分

を除き、勤務先から払い戻しを受ける。

(3)離休幹部、大学生、その他の者（公費医療証に「離休」「大

学生」「その他」の有効期間を示すシールを貼り）からは、有効

医療証又は「離休幹部公費医療証」を提示があれば、 rlu負扣分

を徴収しない。

②医療機関は、患者の自己負担の部分を除く公費負拙分|矢療費を定

められた手順により関係の医療保険管理機関に申請する。

以上の方法は1996年11月1から実施された。各事業部門は、 この

実施方法に従い、実行することになっている。

また、上海市衛生局、上海市医療保険局、 1･.海｢li労働崎、 l･_海市

財政局は『公費医療と労保医療規定の医療サービスの通知』を出し、

公費医療、労保医療において公費によって支111,できる範I井|や、項目

と費用の基準を改めて明確にさせ、医療機関に対しては、 『l ･.海市

医療機関公費医療、労保医療制度を実行する規定』を通知し、 ｜芙療

機関側に存在する諸問題に対応した規定を整備し、厳しく‘､子るよう

求めた。 現在|夷療改革はまだ終わっていない。医療保障制度改革の目標は、
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している。上海市の死亡率は多少低かったが、その時代の子どもたち

は栄養失調によって、生涯消えることのない影響を受けた。

社会的統合的運用と個人医療口座を結び付ける医療保険制度を確立す

ることである。企業の従業員についての入院医旅費の社会的統合運用

の実施は、あくまでも医療保険制度の改革の第一歩であった。共済保

険と個人積立による保険を平行し、社会統合的迩川をi2とする保障制

度の整備力ざ次の目標である。農村でも、現状に即して、 多極頬、 多レ

ベルの医療保険制度の整備ｶぎ必要である。 〈付盗料2 ：参照＞

彼らの就学、就職、結婚の時期（1977から1985年）には、十年間に

わたる「プロレタリア文化大革命」によって、知識人の「下放」労働

力ざあり、そして「計画出産政策」 （いわゆる一人っ子政策）がある。

小学校の時代は、生徒数が多く、学校は過飽和状態にあり、教員の負

担は亜く、 1962年には全国平均で、 1クラスの人数が45人を越え、教

員対生徒の比率は1対12人であった。教員も学校設備も生徒の大量増

加に適応できず、社会的影響と併せて生徒の教育にかなり影響を与え

た。中学校時代には、 「文化大革命」に遭遇し、教育システムが破壊

され、真面目な勉強はできなかった。大学の段階になると、大学の受

験制度力罰廃止され、通常の入試を受けて大学へ進学すること力ざできな

くなり、正規の大学教育を受けられる人はごく少数に限られた。そし

て就職年齢になっても十分な就職先はなく、農村へ「下放労働」に行

かざるをえなかった者も多かった。この世代の都市青年の75～80%は

｢下放労働」の経験をもち、上海市の青年も例外ではなかった。 1970

年代になると、この世代の人々は結婚、出産の段階に入ったが、中国

の人口問題への対応から「晩婚晩産｣、 「一人っ子」の政策が取られ始

め、彼らは最初の「一人っ子」の親となった。就労において、昇進昇

進を迎える段階（1999～2007年）には、経済力雰急速に発展し、この世

代の人々に大きな機会をもたらす。しかし、彼らは、 自分の豊富な経

験はあるが、一般に学歴や特技がなく、不利な状況に置かれる者も多

いと言われている。

5． 21世紀上海の高齢社会への課題lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

(1)高齢化最盛期（2020年代）の高齢者の特徴(2020年代）の高齢者の特徴

上海市老齢科学研究センターなどの|對係部門の推計によると、 2020

年代には上海市の人口高齢化は最盛期に達する。そのとき、 60歳以上

の高齢人口は460万人になり、総人口の30%を超える。また80歳以上

の人口は高齢人口の14.4％に達する。それ以降は、穏やかに下降する

と予想されている。

上海市の合計特殊出生率は、 50年代には4.75, 60年代には2.83， 70

年代には1.44, 80年代には1.31であって、現在はほぼ1.00である。社

会、文化、医療など種々の影響もあって、上海市は、 I I ! I:EI全体が出産

ブームを迎えた60年代に、合計特殊出生率はすでに減少に転じており、

その後も70～80年代の計画出産政策の推進によって、急速に低下した。

その影響が上海市の人口高齢化に大きく影群している。

中華人民共和国が成立した1949年から1957年の間に'1ﾐまれた人口は

2020年代高齢化最盛期の高齢者の主体である。彼らの成長経歴はその

前後の人口と比べて明確な差異がある。彼らはこのI玉|と共に成長し、

数回の自然災害と社会的事件を経験し、社会の変遷と密接なかかわり

があり、特有な特徴を有している。この人々は社会の変遷に大きく影

響された世代であり、同時に彼ら自身も社会の変遷に顕箸な役割も果

たしたのである。

就学前の段階（1955～1963年）は、中国はちょうど「大躍進」とそ

の後の困難期にあった。政府の政策の誤りやI到際環境の悪化、大量消

費人口の増加などの要因によって経済の発展は大きな|村難に陥いた。

その時期の乳幼児死亡は驚くほど多かった。 1964年の人1 1調査によれ

ば、 O～4歳人口は1954年調査の同じ人l 1と比べて、公休で10%減少

彼ら力雰定年退職の段階(2009～2020年頃）になるとき、上海市は人

口高齢化の最盛期を迎えるが、社会が提供できる養老金、高齢者医療
及び生活面におけるサービスはこれから用意されなければならない。

また、上にさらに高齢の親力ざいれば、扶養する義務ｶ罫あるかもしれず、

下には、 「一人っ子同士」の子ども夫婦しかいない。中国政府は、 「一

人っ子政策」は一時期の措置であり、人口の増加が緩やかになれば、

中止する意向も示している。 もしそれが実現すれば、子ども夫婦は2

人の子をもつ可能性も-I一分考えられ、 2人の子の育児に励む子ども夫

婦に、あまり自分たち親に対する扶養や介護などを期待できそうもな

(′NC
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上海市の第一次ベビーブーム期に生まれた人1_Iは約227〃人であり、

この人口が2009～2017年の間に毎年約30万人のペースでIw.:j齢稀の群に

突入すると予想されている。

れなくなる恐れがある。なるべく早期に介護保険制度を設けることを

検討し準備しておく必要ｶぎあり、これによって、高齢者介護の具体的

な対策も進むと考えている。

弟三には、社会は高齢者向けの「シルバー市場」を開発する必要が

ある。 ！蔚齢肴向けの食品、 日常用品、保健用品などが現在まだ本格的

に開発されていないので、今後高齢者の自立とニーズに合わせ、 「シ

ルバーili場」を発展させる必要がある。

(2)高齢化最盛期高齢人口の扶養と対策

上海市の高齢化最盛期の人口は、ほとんどの人力ざ 「一人つ-j'-」の親

である。彼らが高齢期に入るころ、子どもである「一人つF」は結婚

・育児の段階に入る。そのとき、 もし「一人っ子政策」力ざ! | ! llきされて

いれば、 「一人っ子」同志の夫婦は2人またはこれ以l皇の「-どもを持

つことが可能となり、家庭の構造は「4.2.2」のパターンに変わる可

能性もある。しかし、育児負担は重くなる。そんな変化のlくで、平均

寿命の延長、福祉サービス水準の向上などを考えると、 i笥齢料扶養は

家庭養老においても地域社会の支援がなければ実現できないであろう

から社会養老にかかる役割はより一層大きくなろう。

社会福祉施設が現在すでに不足している上海市では、今後の対策と

して、まず、社区サービスを一つの有効な手段として、 これからさら

に発展させようとしている。上海市はいま社区サービスの発展計画を

都市計画にも組み込み、環境の整備、生活の便利さ、娯楽設備を整え、

住民が安心して利用できる地域社会を作り上げたいと考えている。

社区サービスとは、地方行政地域に基づいて、地方の木端組織（市

区部の場合、町、住民委員会、農村部の場合、郷、行政村、 間然村）

が主体となって行う多方面の地域サービスである。 「社〆」の基本的

意味は、一定の地域内において、一定の社会制度と社会|對係に従い、

帰属感のある共同生活地域である。 もちろん、社区サービスの対象は

すべての住民であるが、そのうち、高齢者のみに提供するサービスの

形と内容は社区高齢者サービスという。このような，つ，つの地域社

会で高齢者の養老施設を建設し、介護を必要とする高齢者にサービス

を提供するのである。そのほかにまた多機能の高齢肴サービスのネッ

トワークを作り、地域に住む高齢者に必要なサービスを提供し、家庭

の縮小や核家族化によって、養老などの介護機能力:低ドした家族を支

援し、その負担を緩和させようとしている。

これに関連しては老後生活方式に関する調査がある。上海市老齢科

'､jを研究センターが1994年1月にフランス社会養老保健基金会と行った

f､lil調査によると、 45歳～54歳の中年層の人々は、 自分の老後生活方

式に対する考え方は現在の高齢者より、遥かに変わっていることを明

らかにしている。それによると、 「あなた（とあなたの配偶者）は貯

金を持っていますか」の質問に対して、 「貯金がある」と答えた人が

90.83％、 「貯金力ざない」と答えた人力訂6.83％、回答しなかった人が

2.34％であった。一方、現在の高齢者に対する調査では「貯金があ

る」と答えた人は57％である。また、中年層は毎月の収入が1,000元

以上ある人（調査時点1人当たり平均消費水準は月389元）は、その

老後について「日常生活で自立できなくなったときの生活方式」につ

いて、 「配偶者に依存する」と答えた人は43.66％、 「介護院又は敬老

院に入所する」と答えたは20.37%、 「子どもに頼る」と答えた人は

14.44％となっている。 ところが、収入が低下につれて、子どもに依

存する者の割合が高くなる。毎月500から800元の人は「子どもに頼

る」と答えたのは36％、 300～500元の人は45.45%、 300元以下の人は

80％となっていた。要するに、経済的保障が確保されない場合の選択

はやはり子どもである。

「介謹保険」については、 「賛成」と答えた人は調査対象となった

人の74.5％で、 「反対」と答えた人は2.83％。 「どちらでもよい」と答

えた人は22.5％であった。中年層の人々の子どもを持つ意識は、 「子

どもを生んで老後に備える」という伝統的考え方から、すでに「一人

つj'一政策」や現実の社会変化によって保険による備えの方向に変わっ

たことが分かる。

現在I1'剛では、定年退職の年齢は比較的低いので、定年退職しても、

特に女性はまだ砦くて元気な段階にある。そこで、介護保険の加入は、

次に、できるでけ早く高齢者「介謹保険サービス」を姑めることを

検討している。高齢化最盛期に向って高齢肴は一層増加するのに、次

の世代の人口が少ないため、社会は彪大な高齢者の介謹要請に応えら
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2つのパターンが用意されている。それは①保険料.を支払うことによ

って必要なときに介護保険を受けるプランと②人に介I逆サービスを提

供することによって、その働いた分を必要なときに介I護保険を受ける

プランである。健康で、比較的収入の少ない人にとっては、人に役に

立ちながら、自分の老後に備えるという筒わば「我為人々、人々為

我」 （我は人々のために働き、人々も我のためになる）の〃式が好ま

れ、人々に受け入れられるとみられている。

センターの設備を利用し、カラオケ、社交ダンス、 トランプ、将棋、

'喫茶室などの場所を提供する。④保健医療サービス；家庭地域、病

院の連携による在宅病室、社区医療センターを設け、定期的に訪問診

察をｲ『い、 または高齢者割引診療を行っている。⑤再就職サービス；

比!|唆的群くて健康な高齢者に再就職の斡旋をする。⑥知識更新サービ

ス；商齢肴向けの健康講座、生涯学習のための老年大学力ざ開かれてい

る。⑦心理的カンウセラー・サービス；高齢者に心理的、精神的、衛

ﾉ|ﾐ、病気予防などの相談や精神的な慰めを提供する。⑧高齢者の権利

を守るサービス；高齢者が自分の権利を守る意識を高め、一方は法律

に雄づいて、家庭内の不和や近所との紛争などから高齢者の権利を守

る。⑨「臨終の思いやI)｣ ;危篤の高齢者に人道的精神に基づいて、

ｲiき服いたサービス、心理的誘導、身体的苦痛の解消、人生の最後の

l l々をより良く過ごせるようにするものである。外にも高齢者にかか

わる数多くの活動が展開されている。

ここ数年の状況を見てみると、上海市における高齢者福祉の発展は、

経済、社会の発展に比べて大変遅れているがそうした中で、社区サー

ビスの活動は極めて発展的であり、その役割は非常に大切になってき

ている。

(3)社区サービスの役割

高齢者の日常生活の収入が保障される状況になったとしても、心配

されるのは核家族化によって難しくなる高齢希のl i常え|ﾐ柄の世話であ

る。特に一人暮らしの高齢者の世話は更に間魑になる。家庭養老の機

能が段々弱まりつつある今日すでに高齢者施設は不足しており、上海

市福祉施設と敬老院合計のベッド数は約,5,000〃床で、尚齢者100人

に0.6床しかない。実際に必要としている人数とかなりの差力罫ある。

社会の手助けがますます重要になってきた今1 Iには礼|ズサービスは

1つの有効な方法としてここ数年盛んになっている。

社区サービスは政府の指示に従って地域社会で展開されてきた一種

の相互サービス活動である。社区サービスの範囲と内容は地域社会の

経済水準、地域構成、住民の要望と提供可能の条件によって様々だ力ざ、

上海のどの地区においても次第に展開してきている。そのiﾐ要な目的

は、最も人の手助けを必要とする人にサービスを提供することで､あり、

したがって、たいてい高齢者や身体障害者など、常生活に困難のある

人が主な対象となっている。

(4)健康な高齢期を目指す社会意識

中国社会は、現在歴史的に大きな転換期にあると言われている。社

会の進歩、経済の発展もそうだが、その中でも、伝統的な出産育児観

念の変化、新しい家族形態や生活方式の樹立がある。そして現実とし

て、生活や環境の改善で人々の寿命の伸長がライフサイクを変えるこ

ととなった。誰でもが健康で長生きできるようになり、 「健康高齢化」

が社会の目標となってきた。 「健康高齢化」とは、個人の健康を基に、

高齢者全体の健康のことを指し、同時に、乳幼児から高齢者までと全

生涯の健康のことをいう。 もちろん身体的、心理的に社会に適応する

ことも含む全面的な人類の健康でもある。この目標スローガンは、高

齢者の健康水準だけを向上させるのでなく、全国民の健康状況の向上

が最終的ねらいである。高齢者は健康な寿命の延長によって、人間が

高齢期に入っても、可能な労働と社会の貢献に従事することができる

ような社会をめざしている。

健康高齢化の実現については社会的工事とも言える次のような措置

を取らなければならない。

1992年に上海市は「住民の生活に密接な関連のある12件の実質的な

よいことを実現せよ」とい提唱をしたが、そうしたil'で、社区サービ

スは多くの人々に注目されるようになった。まず社区サービスを行う

人や組織のネットワークを設け、地域の高齢者に生旙_上のサービスを

提供する方式を考える。

そのサービス業務としては、①敬老院や托老所の運営；敬老院と託

老所は地域の「三無老人」と部分的自立の高齢者を収雰する。②日常

の世話サービス；地域内で、家庭サービス。センターを設け、高齢者

の要望に合わせ、パートタイムのお手伝い、買い物代ｲr、洗濯、掃除、

重労働などを提供する。③カルチャー、娯楽サービス；社区サービス
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齢荷l'l身の人生の質と意義のある、尊厳のある第二の人生を過ごすた

めにも、 IzI立の考えを樹立すべきである。その実現には国、社会、家

族の丁｡助けが必要である。

①全過程、全方位、多レベル、多事業分野（領域）の雌康促進と健

康維持が必要である。全過程とは、二つの意味力ざある。その---、健康

高齢者の実現は、乳幼児から始め、健康な少年期、 I!f年期、腱康な中

年期を基盤に、人生全過程での健康維持と健康促進のことをいう。そ

の二、発病する前の病気の予防であり、病気を泊旅後の雌康IIII復の過

程である。

全方位とは、病気に対する認識は病気を冷すI矢'､j全的な段階の雌ﾉ兼拡

大から、医学、心理、社会、全方位について認識し、現在の腱康は、

｢身体、心理、社会、経済と知力」の多方面へのl肥慮力欝求められる。

多レベルとは、健康と病気は、個人だけのことではなく、家庭、社

会、国にかかわり、全社会が対応すべき問題である。たとえば、看病

中の家族の知識、道徳、具体的の操作手順が面接に病気IIII復に影響す

る。地域社会の家庭支援がますます重要になっている。

多領域とは、致病の要因については予防の面でもそれにあわせて広

く考えることである。医学的要因の外に、社会的要|大lも病気泊療に対

する影響が重視されている。その社会的要|火lは、社会制度、経済発展

の状況、環境要因、人口要因、文化要閃、 zI言涌力式など各領域、各部

門に及ぶ。

21世紀に向けての健康高齢化の実現には今までのような病気になっ

たら治療するだけの狭い措置ではなく、全社会的な〕条防を1''心とする

人々全体の心理的、身体的な健康であり、社会の環境の嬢術など力ざ要

求されている。

④火いに経済を発展させ、社会保障を実現する必要がある。健康高

齢化の実現は各領域に及ぶので、経済を発展させるのは基本中の基本

である。それがなければ、他のすべての対策は実現不能になる恐れが

あるからである。80年代の改革開放以来、 目標としてきた近代化は、

この健康商齢化を実現する具体的な基盤づくりである。 当面、養老

保険制度や医療保険制度の改革が進められているが、やがて上海市の

経済発腱の水準にあった全社会をカバーできる社会養老保険制度や医

療保険制度に発展させることこそが健康高齢化を実現する必要な条件

である。高齢者自身の活力も生かし、社会の発展に大きく貢献できる

こととなI)、高齢者は社会の重荷ではなくなり、貴重な人的な資源に

変わる時代が到来するのが、 21世紀である。

1993年3月に、中国の全国老齢協会は「21世紀に向けての健康高齢

化を促進することカゴ我が国の高齢化への戦略」と題する論文を発表し、

健康商齢化は高齢者個人、高齢層全体、高齢化社会の環境に求められ

る。それは全任l民、子孫代々の幸福に関係する問題と認識し、健康な

高齢化を目指し、高齢化社会の研究は健康な生活方式、健康な社会経

済体制とその運営に重点を置きたいと述べている。

､

P
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②高齢者を尊敬し、大切にする伝統を守る法律を完術させることが

必要である。経済の改革は社会の各分野ではさまざまな変動を引き起

こし、生活行動から主義主唱までのIII扇広ぃ領域でいろいろな変化を見

せている。しかし、好しぃ伝統である高齢着を尊敬し、大切にするこ

とは、今日の高齢者のためだけでなく、 21世紀の高齢荷のためにもな

るのである。そのため、高齢者の権益を守る法律や、高齢荷を扶養す

る行為を法律によって規めておく必要があるという意識が高まってい
る。

現在から21世紀の半ば頃までは、中国にとっても上海市にとっても

大切な1I寺期である。その過程で高齢化も進む。その対応も含めて上海

市にとっては、 これからの時期はさらに貴重である。

すでに、上海市だけでなく、中国全体の社会経済が多くの領域で

｢変換」のプロセスに遭遇している。とくに市場経済の進展は人々の

'1ﾐ滴行動を変化させ、旧来の養老保険システムをはじめたくさんの制

度、慣習に影響を与えている。

③高齢者も自立精神をもつ必要がある。即ち、高齢行I'|身のnk意

識を高めなければならない。それは社会が求めているだけでなく、高

その「変換」については、 『中華人民共和国国民経済と社会発展の

5カ年計1画と2010年[』標要領』力叡指摘している。 「変換」の一は、数

62 63

』皇



’

IIj区部では、企業の養老保険制度の改革力ざ行われ、新しい養老保障制

度力ず施行された。農村部では、県と郷を社会的統合運用の範囲とし、

養老年金の社会的運用が施行された。核家族化の進行と農村部の都市

化によって、農業従事者の老後問題を次第に社会保障の範囲に広げよ

うと|ﾇlっている。

その次には、地域社会に補助システムを整備し、街道（町)、住民

委興会、社区（地域社会）の機能を発揮させている。農村部の各郷鎮

に敬老院、養老院、福祉施設を建設し、多様な高齢者サービスを提供

するようにしている。高齢者の日常生活に密着した社区サービスの機

能を強め、高齢者の社会参加、娯楽、 日常的な世話、精神的な慰めな

どは、すべて地域のサービスと深くかかわっており、社区サービスの

必要性と重要性を人々に認識させている。

十年来の計画経済から計画経済と市場経済の併存を経て、雌終的に市

場経済へ転換する過程で、養老保険等の社会制度はIIi場維済の発展に

従い、その制約を受けることになる。 「変換」の二は、 この’一数年の

継続的な経済成長によって、 21世紀の初期には、総合的に社会経済水

準は向上し、産業構造と労働就業構造が大きく変わる。郁IIj化の進展

も一層発車がかかり、大勢の農村の労働力が第二と第三ﾉ鼈業に移り、

農村から都市に移住するため、中国全国の伝統的な家庭錐どの基盤も

さらに揺れ動かされるであろう。その「変換」の三は、 L海市や北京

市などの大都市のみでなく、中国全体の人口高齢化が進む。但し上海

市は一時的に若返りをみせるかもしれないが。高齢新人1 1の増加は、

社会の構造、消費構造、産業構造を変え、社会の養老、机も増加させ

る。国民経済の中で蓄積と支出の比率などにも影紳を及ぼ､す。

このような「変換」の中で「養老」の社会的考え〃やシステムも

｢変換」せざるをえないが、その「変換」は漸次、家庭養老から社会

養老へと移行することを予測しなければならない。社会の発展に伴い

いかに家庭養老と社会養老の方式のバランスを保つか力ざ問題となる。

2111t紀の高齢社会を目前に、上海市は様々な努力をしている。しか

し未だ不--'一分である。特に高齢化や高齢化社会については、調査、研

究も-|-分なされていない。基礎的な統計データも不備である。よく調

べ、 よく考え、やるべきことは山積していると上海市関係者は言述し

ている。
巳

ここ数年、上海市は以下のことに全力を尽くしてきた。第一は、老

後扶養の面において、 1990年代の始め頃から、社会全体の養老保障制

度の改革を進めてきた。1950年代から実施されてきた企業等各事業所

ごとに異なる養老金（年金）支給のシステムを変え、養老年金の社会

的総合的運用と個人積立システムを取り入れた。上海市は古い商工業

都市であり、 50年代から従業員の養老年金は、すべて勤めた企業が負
担してきたので、長い社歴をもつ企業は養老金の負担力ざ増大し、競争

力が弱まり、なかには赤字経営となる企業も現われた。退職者も年金
力富もらえず不安定な状況に陥ったからである。ここ数年の状況を見る

と、成果は徐々に現れており、約180万人の退職肴の中で、企業の赤
字経営によって、養老年金をもらえないという者は極めて例外的にな
った。

第二は、経済の発展につれ、インフレも高騰しているII｣で、いかに
退職者の基本生活を保障するかが課題である。上海市は毎年4月に養

老年金の調整を行っている。養老年金を物価指数にスライドさせるこ
とによって調整し、高齢者の生活を保障する。但し、現行のシステム
では十分ではない。

第三に、 21世紀の人口高齢化の最盛期に備え、次の準備をしている。
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1 ・上海市城鎮職員養老保険規則
(1994年4月27日上海市人民政府第63号令発布）
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[12］

[13］

[14］

第1章総則

城鎮の在職職員の定年退職後の基本生活の需要を保障するた

めに、 『上海市城鎮職員養老保険制度改革実施方案』により、

本規則を制定する。

本規則の中で称する養老保険とは、法定のプロセスを経て確

ウニされ、政府管理部門が管理し、企業と在職職員が共同で養

老保険饗を納める義務を負担し、定年退職者ｶぎ保険費を納め

た状況によって基本養老保険待遇を受ける社会保障制度であ

る。

木規則は本市行政区域内の城鎮の役所、企業、事業部門（以

下lll各称「事業所｣）及び在職職員、定年退職者に適用する。

養老保険は国家、事業所と個人が共同で費用を負担し、個人

砿立貯蓄と社会統合的運用を実施することによって、定年退

職詩の基本生活を保証し、在職職員が積極的に互助の原則で

結合してほしい。

事業所は在職職員のために養老保険費を納める義務があり、

在職職員は自分自身のために養老保険費を納める義務がある。

在職職員は所属する事業所から彼自身のために納めた養老保

険費と定年退職後養老保険待遇を受ける権利は法律によって

守られ、どの勤務先も個人も侵害してはならない。

本市における養老保険制度改革の目標は、遂次多種類の養老

保険システムを作ることである。本規則に規定された養老保

険を除き、条件が整えば、次第に事業所による補充養老保険

を推し進め、条件を整えた職員に個人貯蓄養老保険への加入

を促進する。

第1条

[15］

第2条
[16］

稲田大学大学院人間科学研究科、 1997年

第3条

蕊4条

第5条

66
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’
或いは在職職員（辞職、 自己退職、解雇、除名などを含む）

を辞退するときに、一カ月以内に登録を受け付けた養老保険

符理センターへ養老保険登録を変更または登録手続きを取り

ii'jす手続きをしなければならない。

養老保険事業管理センターが養老保険登録手続きを行うとき

に、事業所に養老保険番号を作り、在職職員に個人養老保険

1 1座を設け、 『養老保険ハンドブック』を配布する。

在職職員の個人養老保険口座番号は生涯変わらない。 『養老

保険ハンドフ．ヅク』は在職職員力ざ本規則が実施される前の勤

続年数と本規則が実施された後、個人養老保険口座の中の貯

金額を記入し、定年退職するときに、養老金の給付の根拠と

する。 在職職員が働く事業所を変更するときに、 『養老保

険ハンドブック』は本人について移る。

養老保険費は事業所と在職職員によって、毎月規定された払

込期限内に納め、期限力ざ切れて納入したり、払い漏れ、少な

めに納めることは許さない。

叩f業所は、前の月の全職員の給料の総額の25.5％の割合で養

老保険費を納める。

在職職員は、本人の前年度の平均月額を納める基数とされ、

3％の割合で養老保険費を納める。在職職員の前年度の平均

月額は、前年度の全市在職職員の平均月収の200%を越える

ときは、 200％を越える部分は納める基数に加算されない。

前年度全市在職職員の平均月収の60%より低ければ、前年度

全市在職職員平均月収の60%を納める基数とされる。

事業所が納める養老保険費の基数の計算基準は、在職職員が

納める養老保険費の基数の計算基準と一致しなければならな

い。

事業所と在職職員力欝納める養老保険費の割合の調整は、市社

会保険管理局カゴ提出し、市社会保険委員会が決定する。

事業所が納める養老保険費は次のルートから支払う。

(1)企業と自分の収入で賄う事業部門は税金を納める前に支払

うこと。

(2)役所と全額政府予算と部分的政府予算を受ける事業部門は、

行政費或いは事業費から支払うこと。

養老保険費は以下の方法で納める。

第2章 組織機構

第6条本市は市社会保険委員会を設立し、養老保険の発展企側を審

議し、養老保険に関する重大な製作を研究して決定し、養老

保険基金の価値確保と価値増加を計画する。

第7条市社会保険管理局は具体的に本市の養老保険の符珊に責任を

負い、その職務は

(1)養老保険制度の実施。

(2)養老保険の発展計画の編制。

(3)養老保険の地方性法規、規定草案の立案。

(4)関係部門を集め、養老保険基金の財務、会計、統計と内部

会計検査制度の制定。

(5)養老保険費の払込、養老金の給付と養老保険基金の価値増

加の運営を監督する。

(6)市と区、県の養老保険養老保険事業管理センターの仕事を

指導する。

(7)市社会保険委員会が決定した事項を実行する。

第8条養老保険事業管理センターは具体的に養老保険事務を行う機

構である。その職務は

(1)養老保険費の領収と養老金の給付を行う。

(2)個人養老保険口座を管理する。

(3)事業所と在職職員、定年退職者が養老保険の状況の問い合

わせを受付ける。

(4)市社会保険管理局に依頼された業務又は椎|眼を授けられた

その他の業務を行う。

第10条

第11条

第12条

養老保険費の払込第3章

第9条本規則第三条第一款の脱定範|刈内の事業所は、すべて市社会

保険管理局に指定された養老保険事業管理センターに事業所

と在職職員の養老保険登録手続きを行わなければならない。

新しく設立された事業所は設立のIjより--77)l以内に養老保

険登録手続きをしなければならない。

事業所ｶざ分立、合併、破産或いは取り消される場合及び採用

第13条

第14条
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’の年数が満15年の者。

liij款すべての条件を満たした定年退職者は、養老保険事業管

蝿センターに養老金の給付を受ける手続きをし、養老保険事

業センターが査定した後、毎月養老金を受取る。

本規Mﾘの第二十条第一款に規定された失業者は養老’保険事業

腎珊センターに養老金の手続きをし、毎月養老金を受け取る

ことができる。

本規則を実施する前に就職し、定年退職の年齢に達したとき

に、勤続の年数（納金の年数を含む）が、 5年以上10年未満

の人は退職すべきである。勤続の年数が5年以上、病気或い

は｛I邪以外の原因で障害を残した人は、労働評定委員会の確

認によって、確かに完全に労働の能力を喪失した場合、退職

ができる。 退職した人は規定により養老待遇を受ける。

本規則を実施する前に就職し、勤続の年数（納金の年数を含

む）は5年未満或いは本規則を実施する前に就職し、納金の

年数が15年未満で定年退職の年齢に達した人は、養老保険事

業管理センターに申請をし、個人養老保険口座の貯金額の全

額力笥本人に支給され、同時に養老保険関係を終止される。

養老金をもらう条件を満たした人は、養老金を生涯受け取る

こと力ざできる。 もし個人口座の中の貯金がなくなると、社会

統合的運川基金から引き続き支給する。

在職職員、定年退職者が死亡すれば、その個人養老保険口座

に貯蓄している個人が納めた残額は一度でその法定相続人に

支給する。

市社会保険管理局は、養老保険待遇を受ける人に、指定の日

II寺に養老保険管理センターへ再審理の手続きをするように求

めること力弐できる。再審理の手続きをしない人には養老金の

支給を停止することができる。

定年退職者は出国、他の行政区域に転出或いは他の原因によ

って、本人力罫再審理の手続きができなければ、国家の規定に
より生存証明証を提出しなければならない。

定年退職者は出国、他の行政区域に転出或いは他の原因によ

って、本人力欝養老金を受け取れないので他人に代行を委任す

る場合、公証済みの委任代理書を提出しなければならない。

本規則を'実施した後、就職する人は、定年退職後の養老金計

１
１
１

(1)在職職員は養老保険費を納めるべきであり、 ‘|;業所は毎月

本人の給料から差し引き、在職職員の収入の1'1で養老蜜を

納める部分は個人所得税から控除される。

(2)事業所は毎月規定された日に養老保険4喋督即センターへ

本事業所と在職職員の養老保険費の納入を確認し、規定金

額通りに納めること。

第15条養老保険管理センターは個人の養老保険川轆にある金額を年

に一度計算し、その明細書を在職職員本人に通知するするこ

と。

第16条個人養老保険口座に振り込まれる養老保険費は次の辿り。

(1)個人が納めた養老保険費

(2)事業所が納めた個人口座に振り込む養老保険愛

1.在職職員が納める基数（前年度全III在職職貝の平均月収

150%の部分）の一定の割合（企業と内分の収入で賄う

事業部門は8％、役所、全額政府のr算を受ける』牌業所

は10%、部分的政府予算を受けるき}磯部|"1は9%)で記

入する金額

2.前年度全市在職職員の平均月収の5％を記入する金額

事業所が個人養老保険費に振り込む部分は、州人力ぎ納める割
合の引き上げにつれ、調整する。

第17条勤務先が納めた養老保険費は個人口座に振り込む部分を除い
て、残りは全部社会統合的運用にI同1される。

第18条個人の養老保険口座に振り込む預金額は、住民同時期一年の
銀行の定期貯蓄預金利息より低くない比率で利息を計算する。

具体的な利率は毎年市社会保険管理局によって公布される。

第19条養老保険基金の銀行の口座は、上海浦東開発銀ｲ丁に設ける。
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第22条

第23条

第24条

第25条

第26条

第4章受けられる養老保険待遇

第20条養老保険待遇を受ける定年退職者は、必ず|前1時に以|､-の条仲
を備えなければならない。

(1)国家、本市が規定した年齢に達すること。

(2)事業所と本人は規定により養老保険費を納めること。

(3)本規則を実施する前に就職し、勤続年数ｶず （納金の年数を

含む）満10年、或いは本規則を実施した後、就職し、納金

’

鋪27条
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給する。

挺老金の堆低基準は、経済発展と市民生活消費指数の上昇の

情況によって調整する。

定年退職者の養老金は、毎年前年度の本市市民消費指数の上

鼎III闇で調整する。同年4月1日から実行するが、同年定年退

職する人は次年度から調整される。市民の消費指数の割合が

前年度より低い場合、調整を行わない。

木｢Ijは国民経済の発展と養老保険基金の収支の情況によって、

在職職員の給料増加の情況を参照し、不定期的に定年退職者

に生涌補助を行う。特別困難のある定年退職者には、特別な

ﾉlﾐ活補助を支給する。

定年退職者力ぎ死亡した場合の葬儀補助費、扶養直系親族への

慰謝料、救済金は国家と本市の関係規定に従って支給する。

算公式は次のとおりである

月養老金＝個人養老保険口座の貯金額÷120

第28条本規則を実施する前に就職し、 1995年末までに定年退職また

は退職した人は、先ず本来の方法で毎月の養老金を計算する

が、 また個人の納金額の一定の割合で養老金を増やす。増や

す割合は次の規定によって確定する。

(1)企業の定年退職者の納金年数プラス本規l1ljを実施する前の

勤続年数、 10年以上15年未満の人は、 11％を増加する。そ

の後5年毎に1％を増やすが、最高16％を越えない。

(2)役所と事業部門の定年退職者の納金年数は、木規則を実施

する前の勤続年数が10年以上15年未満の人には2%を増や

す。その後5年毎に1％を増やし、最高7％を越えない。

(3)企業退職者には10%、役所と事業部門の退職者には1%を

増やす。

前款に述べた人は何月に定年退職の年齢に達しても定年退職

の年は12カ月の費用を納め、前款に規定されたように養老金

を増加する。

離職幹部、模範労働者、高級専門家及び国家の規定により早

めに定年退職できる人は規定どおりに本来受けられる待遇に

従う。

第29条本規則を実施する前に就職し、 1996年1月1日以降に定年退

職する人はその人の養老金保険口座の貯金額に規定の係数を

かけ、全勤続年数の貯金額を推算する。その養老金の計算公

式は

月養老金＝個人養老金口座貯金額×係数÷120

前款の規定で養老金を計算して、 もし本規則の第二十八条の

規定の方法で計算した養老金力ざ基準より低い場合、第二十八

条の規定で支給する。

第30条個人養老保険口座の中の貯金額は、毎月の定年退職者の養老

金に用いるのみで、別途には使えない。

定年退職者に養老金を支給するときに、個人養老保険口座の

中の個人が納めた金額と事業所力ざ納めた金額を一定の割合で

貯金額から差し引く。

第31条定年退職者の養老金の最低基準は、市社会保険委員会が規定

する。規定によって、最低基準より低い場合、最低基準を支

第32条

｣

｜
｜

’

第33条

第34条

第5章養老保険基金の使用と管理

第35条養老保険基金の源資は

（,)事業所と在職職員が納める養老保険費

(2)養老保険基金の利息収入

(3)養老保険基金の価値増加運営による収入

(4)本規則に従い、徴収した滞納金

第36条養老保険基金は主に定年退職者の養老金の支給に使う。養老

基金が支給できない場合は、地方財政から補助を出す。

養老保険基金は市社会保険管理局によって集中的に管理され

るが、流用は許されない。どの事業所も個人も勝手に流用す
ることはできない。

第37条養老保険基金の支給範囲は

（1）定年退職者の養老金

(2)定年退職者カゴ死亡したときに国家と本市の規定従って、支

給する葬儀補助費、扶養する直系親族の慰謝料、救済金な
ど

(3)在職職員、定年退職者が死亡した後、その法定の相続人に

支給する個人養老保険口座に個人が納めた部分の残額

(4)本規則第三-1-三条の規定により支給する生活補助

市社会保険委員会の審査を経て、養老保険事業管理センター

72 73
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は養老保険費の実際の徴収額の一定の割合で祷珊斑に､I1てる

ことができる。

前款に従って引き当てた管理賀には課税しない。

第38条養老保険基金は、養老金を融登して運転盗金に使う部分は、

同時期の市民の当座預金の利率より低くない利息で利率を計

算し、その利息も養老保険基金に1口'す。

第39条養老保険基金は正常の支出と安全の元に価値噌加の迩営を行

うべきである。長期的コストの高い投黄を行ってはいけない。

運用後、養老保険基金に回す増加部分は税金を徴収しない。

第40条養老保険基金の価値増加の利益率は、市社会保険委興会が同

時期の銀行貯金利息率と市民の消費価格指数禅の実際状況に

よって決める。価値増加の最低の利益率は1両1時期における銀

行の一年定期預金の利率より2％高くならなければならない。

市民の消費価格指数の増加|幅が高いときに利益率は｢|丁民の消

費価格指数に近づけるべきである。

第41条養老保険基金の価値増加運営は、上海浦東発展銀行に委託し

て行う。

上海浦東開発銀行は市社会保険管理局と会合し、養老保険基

金の運営計画を立て、運営の状況を常に市社会保険管理局に

報告する。

上海浦東発展銀行は、養老保険基金の募金、支給、価値増加

の運営の帳簿を他の商業経営帳簿と別に設け、独立に計算す

る。

第42条市社会保険管理局は定期的に又は市社会保険管理委員会の要

望に併せて、常に養老保険基金の使用と管理状況を--一括審査

し、市社会保険委員会に報告する。

第43条養老保険基金の徴収、支給と価値増加の運営に対して、毎年

予算と決算を行わなければならない。

第44条養老保険基金の徴収、支給と価値増加の運営に対して、同時

に財政、会計検査部門と金融主管部門の監督を受ける。

第45条本市は政府関係部門と社会大衆代表力ざ参加する養老保険基金

監督組織を設立し、養老保険基金の収支と管珊を監督する。

具体的な方法は別途制定する。

第6章 紛争処理と処罰

在職職興が辮業所と養老保険費の納金について紛争した場合

及び〈l職職員、定年退職者或いは事業所が養老保険事業管理

センターと養老保険問題で紛争した場合、市社会保険管理局

に裁決のIII請をすることができる。

在職職員、定年退職者或いは事業所は養老保険事業管理セン

ターに個人或いは事業所の養老保険費の納金状況と養老金支

給状況を調査するよう求めることができる。養老保険管理セ

ンターは無悩でそのサービスを提供しなければならない。

従老保険鎮業管理センターは定期的に又は不定期的に養老保

険費の納金について検査する事ができる。養老費を納めない

か、 ｜-分納めない事業所に、市社会保険管理局力ざ期限内に納

めるよう命令する。期限カゴ切れても納めない場合、市社会保

険)叩)が銀行を通じて払い込みを差し止め、それに未納金額の

1， 2倍の罰金を科する事ができる。

獲老保険事業管理センターは期限が切れて養老保険費を納め

る‘‘)蝋所に対して、一日当たI)2%の滞納金を徴収しなけれ

ばならない。

滞納金の収入は養老保険基金に繰り入れる。

定年退職者は養老保険待遇を受ける期間中に死亡したなら、

そのil!I系親族又は関係する事業所は即刻養老保険事業管理セ

ンターに取り消しの手続きをしなければならない。

前款の規定に違反し、偽の証明書又は他の手段で養老金を多

く取得したり、他人の名を偽って取得したなら、養老保険事

業管理センターはその不正に取得した養老金を請求して回収

しなければならない。内容が甚しく悪質の場合、市社会管理

)"jはその不正に取得した分の1， 5倍の罰金を科することが

できる。

､'1事蒋は市社会保険管理局が出した処罰決定に不服があれば、

処罰の通知書力罫届いた|1から15日以内に市社会保険委員会に

IIj審査の申請をすることができる。再審査に不服があれば、

II}審査の通知が届いたRから15日以内に人民法廷に訴訟を起

こす‘撫力ざできる。当事者は直接人民法廷に提訴する事もでき

鋪46条

第47条

第48条

第49条心

第5()条

館51条
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る。

第52条養老保険機構の正常な仕事の秩序を乱す稀に対･して、公安局

が『中華人民居倭国治安管理処罰条例』に従って、処罰を下

る。

2・上海市城鎮企業従業員入院医療保

険臨時規則
(1996年4月9日上海市人民政府許可）

第7章 附則

第53条海外投資の企業の職員は養老保険の過波期の取り扱いは、個

人経営企業の職員と個人経営者の養老保険の取り扱いは本規

則の原則に従って別途に制定する。

第54条本市の事業所補充養老保険と個人貯蓄養老保険の取り扱いは

別途に制定する。

第55条本規則の具体的な応用は市社会保険管理局が責任をもって解

釈する。

第56条本規則は1994年6月1日より施行する。

1993年1月1日から本規則を施行する前に、 『上海市城鎮職員養老

保険制度改革実施法案』を実施していない事業所とｲ1曲1人は本規則を施

行する日より3カ月以内にこの法案の要求の履行は当然義務として果

第1章総則’

第1条 (I I的と根拠）

企業従業員の基本医療の需要を保障し、次第に本市の医療保

険制度を完備させるために、 『上海市城鎮従業員医療保険制

度改』IIII:"案』によって本規則を制定する。

（人院医療保険の定義）

本脱111に称する城鎮企業従業員入院医療保険（以下入院医療

保険と称す） とは企業が規定に従って入院医療保険費を納め、

従業員力欝入院治療を受けるときに医療保険基金から入院医療

賀用の一部分を支払う社会保障制度である。

（適用範|）'1）

本規則は本市行政区域内の城鎮企業及びその従業員

外|玉|投資企業と外国上海市駐在機構の外国人従業員及び国家
と別に規定にされた企業及び従業員は、本規則を適応しない。

本規則に称する従業員は在職従業員と定年退職者を含む。

（入院医療保険の原則）

入院l芙療保険は社会統合的運用、相互救済を実施し、基本医
療の需要を保障し、浪費を避けることを原則をとする。

（権利と義務）

企業は従業員に入院医療保険費を納める義務がある。従業員

は規定に従って医療保険待遇を受ける権利がある。

（管理機構と決算機構）

市I芙療保険局は本市の医療保険の主管機関である。本市入院

医療保険に対し、統一管理を行う。

各区、県衛生局に所属する医療保険事務室（以下区、県医療

保険管理機構と称す）は、市医療保険局の業務上の指示を受
け、本地域範囲内の入院医療保険を管理する。

１
１

第2条

Ｉ

たさなければならない。 鋪3条

<翻訳。何珍時〉

『

鋪4条

鋪5条

第6条
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’機榊は－1I当たI)2%の滞納金を徴収する事ができる。

（人院医療保険証明）

企業力ざ人院医療保険登録手続きを期限通りに行い、初めの月

に決まった入院保険費を納めた場合、区、県医療保険管理機

描は企業に従業員に持たせる入院医療保険証明を配布しなけ

ればならない。

人院咲療保険証明書は従業員ｶぎ入院治療を受けるときにつか

う1:fll)1である。入院医療保険証明書は市医療保険局によって

印刷製作し、いずれの事業所や個人力ざ偽造したり、貸しだし

したl)、 l点したl)してはいけない。

企業は分裂、合併或いは廃業したとき、及び企業或いは従業

員力罫人院I棗療保険証明書を紛失した場合、企業は証明書を発

行した区、県医療保険管理機構に入院医療保険証明書をとり

けしの手続きをしなければならない。

市社会保険事業基金決算管理センター及び'え、県社会保険事

業管理センター（以下決算機構と称す）は、人院朕療保険費

の徴収及び入院医療費用の支払いを行う。

"lME

第2章入院医療保険の登録と納金

第7条 （入院医療保険登録手続き）

本規則第三条の規定範囲内のすべての企業は、指定された区、

県医療保険管理機構に入院医療保険登録手続きを行わなけれ

ばならない。新しく設立した企業は、設立した1 Iから30H以

内に入院医療保険登録手続きを行わなければならない。

企業は分裂、合併或いは廃業した場合、認IIIカ㎡ドる1 I或いは

関係状況が発生する日から15日以内に、篭録したⅨ、県医療

保険管理機構に変更登録又は登録取り消しの手続きをｲ丁わな

ければならない。

第8条 （入院医療保険費査定の手続き）

企業は入院医療保険登録手続きを行ってから、毎)1指定され

た決算機構に入院医療保険費の査定の手続きを行わなければ

ならない。

すでに『上海市城鎮従業員養老保険規則』の規定に従って、

養老保険手続きを行った企業は、入院医療保険蓋録手続きを

行う前に、 まず指定された決算機構に入院|矢療保険斑の査定

の手続きを行う。

第9条 （入院医療保険費を納める割合）

企業は前の月の全在職従業員の給料総額の4.5％の割合で入

院医療保険費を納める。企業が納める入院|矢療保険費は税を

納める前に支払う。

第'0条 （入院医療保険費の割合の調整）
入院医療保険費の割合の調整は、市医療保険局力雰関係部門を

集め、方案を提出し、市人民政府が許可した後、実行する。

第'1条 （入院医療保険費の納金）

企業は毎月規定の期限内に指定された決算機構に人院咲療保

険費を納める。期限が切れても納めないか、又は納令もれや

少なく納めてはならない。

企業が期限ｶぎ切れてから入院I宍療保険費を納めた場合、決算

第3章契約医療機構と従業員の診療

第13条 （契約咲療機構の定義）

本規則力笥称する契約医療機構とは、市衛生局と市医療保険局

の審議を通じて、医療保険範囲内の医療サービスを提供でき

ることを認可された医療機構のことである。

（契約|天療機構が提供するサービスの原則）

契約|美療機構は市医療保険局の規定した医療保険範囲と項目

によって、診療を求める職員の病状に合わせて、相応しい医

療サービスを提供する。

（入院|棗療費の運転金の振替）

市I夷療保険局は規定の割合に従って、契約医療機構に入院医

療費月Iの運転金を振り替なければならない。

（職員の入院診療）

従業員が病気にかかり、治療を必要とする場合、企業が選ん
だ契約I夷療機構に入院し、治療を受けられる。企業が選ぶ契
約I英療機構の範囲は、市医療保険局によって規定される。
従業員の仕事場所あるいが居住地は本市区域でなければ、市

|矢療保険間が認可した現地の医療機構に入院診療を受ける。

従業員力罫急病にかかる場合、本条の第一、第二款に規定され

"14条

第15条

"16条

’
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（仕‘蕊によるけが、職業病による入院医療費用の支払い）

従業員力ざ仕事上のけがや職業病による入院治療で発生した入

院|美療醤用は第十九条の第一款の規定基準を超過した部分の

費剛は医療保険基金から50%を支払われ、残りの部分は国家

の規定によって、企業負担する。

（特殊医療項目強用の支払い）

IIj咲療保険局は費用の高い検査、治療方法あるいは高い輸入

寅材、薬品の使用は相応しい医療保険支給の割合と規則を制

定することカゴできる。

（医療保険基金から支払う除外の状況）

従業員ｶゴ以下の状況によって入院治療を受け、発生した医療

費用は医療保険基金から支払わない。

(1)白殺、 自己傷害（精神病人を除く）

(2)ケンカ、麻薬

(3)|美療頚故

(4)交通違反による事故

(5)本規則の第十六条の規定に違反した入院治療

(6)市医療保険局が規定した他の支払わない状況

（入院医療費用の記帳）

契約|芙療機構は、従業員が入院地治療を受けて、発生する医

療費用に関して、規定の医療保険範囲、項目と費用を基準に

従って記帳する。

契約医療機織は医療保険基金から支払われない入院医療費用

について、企業または治療を受ける従業員に請求する。

（入院医療費の決算審査）

契約医療機構は入院医療費の中に医療保険基金から支払う部
分を毎月規定された区、県医療保険管理機構に申請する。区、

県医療保険管理機構は10日以内に初審査をし、その報告書を

市|美療保険局に送る。市医療保険局は初審査報告書を受け取

った日から10日以内に審査決定を下さなければならない。許

可した場合、決算機構から支払うカゴ、不許可の場合は、医療
機構自身が負担する。

契約医療機構は虚偽の帳簿、資料で入院医療費用の決算を申
請してはならない。

入院医療費用の決算と審査規則は、市医療保険局が制定する。

弟2()条た以外の他の医療機構に入院治療を受ける。

従業員の入院治療の具体的な規則は、市衛ﾉ|ﾐﾙ,)とIlil装療保険

局が制定する。

第17条 （医療保険証明書のチェック）

従業員が入院手続きをするときに、契約|矢療機術に入院医療

保険証明書を提出しなければならない。契約医擦機構は入院

保険証明書をチェックしなければならない。

契約医療機構は入院医療保険の証明書を偽造したり、他人の

ものを使用したり、改変した証明書を発兄したときは、その

証明書を差し押え、あるいはその番号を記録し、 IIII二ちに区、

県の医療保険管理機構に報告しなければならない。

第18条 （特殊医療項目の審査）

従業員が入院治療を受ける期間中、費用の高い検査、治療方

法を受け、あるいは高い輸入の資材、薬品を使う場合、市医

療保険局の規定に従って審査の手続きを取らなければならな

いo

"21条

第22条

’第4章入院医療費用の支給と決算
第23条

第19条 （入院医療費の支給）

従業員が毎回契約医療機構に入院治療によって発生した医療

費用は以下の基準を超過した場合、超過部分の医療費用は医

療保険基金から85％を支払う。

(1)三級医療機構で入院治療を受け、医療費用が2,500元越え

る場合。

(2)二級医療機構で入院治療を受け、医療費用が2,000元越え

る場合。

(3)一級医療機構で入院治療を受け、医療費用力ざ1,500元越え

る場合。

従業員は契約医療機構で入院治療を受け、発生した医療費用

は、医療保険基金から支払う部分を除き、ほかの部分は企業

と従業員自信が合理的に分担する。

本条第一款に規定された基準と支給の割合の調整は、市医療

保険局が関係部門を集め、案を提出し、市人民政府に報告し

許可を得てから実行する。

第24条
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第25条 （入院医療費用の支払い）

市医療保険局は入院医療費用を支払う決定をドした場合、決

算機構に支払う通知を出すと同時に、関係のある契約|美療機

構にも通知する。

決算機構は支払う通知を受け取ったHから7H以内に契約医

療機構に入院医療費用を支払わなければならない。

第26条 （特殊状況下の入院医療費用の決算）

従業員は本規則の第十六条第二、第三款の規定の状況のもと

で発生した入院医療費用は、その医療保険基金から支払われ

る部分は、企業が関係する規定に従って、指定された区、県

医療保険管理機構に決算の申請をする。

第27条 （非合法的医療保険基金の獲得に対する処理）

事業所、個人及び契約医療機櫛或いはその他の|芙療機購力ぎ本

規則の規定に違反し、不正な手段或いは方法によってI美療保

険基金の支給を得た場合、医療保険局はI凶収する椎利があり、

悪質な契約医療機構に対しては市衛生局の審議を総て、その

契約医療機構の資格を取り消すことができる。

う状況を提供しなければならない。

IIji災療保険局は定期的に審査し、医療保険基金の使用状況を

チェックしなければならない。そして市社会保険委員会に報

i!iする。

（堆令の]兎算決算の計画）

IIjlタミ燦保険}")は医療保険基金の徴収、支払に対して、毎年の

〕乞嘩決算を計11町を立てなければならない。

（堆金の監'拝）

|侭:厳保険雄金の徴収と支払いは、財政部門と関係検査部門の

職'将を受けなければならない。

（軒即伐のり|き州し）

入院l侭療保険に必要な管理費に引き当てる割合と使用範囲は、

IIj恢療保険局力ざ関係部門と会合し、案を提出し、市人民政府

に繩('iし、許可を得た後実行する。

"31

雛32条

鋪33条

第六章附則

第34条 （外盗投黄企業の実施規則）

外IEI投盗企業の従業員の入院医療保険の具体的な実施規則は、
IIjl矢療保険局力ざ関係部門と会合し、制定する。

（特殊恥例の説明部門）

本規則の具体的な特殊事例については、市医療保険局が責任
をもって説明する。

（施ｲj期II)

本規1111は1996年5月1日から施行する。
〈翻訳。何珍時＞

第5章 医療保険基金の管理

第28条 （基金源）

医療保険基金源は次を含む。

(1)企業が納めた入院医療保険費

(2)医療保険基金の利息

(3)医療保険基金の価値増加運営による収入

(4)本規則の第十一条第二款規定による滞納金の収入

第29条 （基金の使用と調整）

医療保険基金は本規則の規定による入院|美療費川を支払うの

に使うが、特別支出金はそれ以外の!｣的にどの窄業や個人も

勝手に流用してはいけない。

特殊の事情によって、医療保険基金力ざ支払えなくなる場合、

市医療保険局が関係部門と会合し、人民政府の許Iり．を得た後、

社会保障基金の中から統合的に運用し、調整する。

第30条 （基金管理の報告）

決算機構は毎月、市医療保険局に医療保険蕊令の徴収、支払

第35条

鋪36条
『

口
82 83
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’’ 中国表2 中国の地区別世帯数と平均世帯人員数： 1996年末中国関連統計資料

一般世帯｜ その他’､F均i11:

WiiX

（人）

３
９
７
６
３
３
６
５
１
２
５
９
２
５
２
９

雛
鋤
刈
３
３
３
３
４
４
４
３
４
４
４
３
４
４
４
３

■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
○
口
●
●
●
●

平
帯
／
１

総世帯数総lll:'僻數 ‐般IⅡ,IIザ そノ)他

( 11i.iff : ｢･ l叱滞）

中国表1 中国の地区別年齢3区分別人口とその割合： 1996年末人口 地区 地区

人口（千人） 訓令（％）

地区

一
日

| ]5-"1鰻 ’15～64歳| '-14歳 ｜ Ⅱ5~64歳 ’O～14歳 15～64歳 335，517 :1:1.1.6.13 873総数 65歳以上 0～14歳 65歳以l _

6．9全国 1,246,243 322,330 837,470 86，443 25.9 67.2
.l、 (127

2，933

1H，35S

8.217

6，623

12．293

7，62(）

1 1， 168

4，693

2()．62(）

13．4偶1

16，444

8，369

1()、7()()

17

6

15

‐！

9

1

4

11

62

6今！

33

81

1()

･l、 ()-1､1

2，942

18，373

8,221

6，63‘1

12,3()()

7,621

11. 172

4，7()4

2(),682

13,545

16,477

8，449

10,71()

北京

天津

河北

山西

内豪古

遼寧

吉林

黒龍江

上海

江蘇

斯江

安徽

福建

江西

山束

河南

湖北

湖南

広東

広西

海南

四川

貴州

雲南

西藏

侠西

甘鯛

青海

寧夏

新稲

12，960

9，758

66，679

31，874

23,660

42，394

26，849

38，338

14，658

73，196

44，743

62，726

33，535

42,084

90,183

94，272

59，791

66，218

71，144

47，056

7,499

117,304

36，343

41，328

2，486

36，403

25，258

4，983

5，314

17，207

2，313

2,132

17,582

9,108

5，790

8，738

5，673

8，248

2,368

16,353

9,215

17,049

9,876

11,781

21,625

26,160

16,133

16,962

22,657

13,508

2,401

27,749

10,480

11,881

813

10,519

7，238

1，435

1,620

4，922

9,640

6,836

44,927

20,933

16,646

30,724

19,607

28,100

10,472

50,740

31,502

41,425

21,371

27,668

61,666

61,607

39,787

44,338

42,994

30,227

4,610

80,519

23,973

26,883

1,528

23,701

16,785

3，339

3,465

11,459

17．8

21.8

26.4

28.6

24.5

20.6

21. 1

21.5

16.2

22.3

20.6

27.2

29.4

28.0

24.0

27.7

27.0

25.6

31.8

28.7

32.0

23.7

28.8

28.7

32.7

28.9

28.7

28.8

30.5

28.6

74.4

70. 1

67.4

65.7

7().4

72.5

73. (）

73.3

71.4

69.3

7()．4

66.(）

63.7

65.7

68.4

65.4

66.5

67.0

6().4

64.2

61.5

68.6

66.(）

65.(）

61.5

65.1

66.5

67．（）

65.2

66.6

８
１
３
８
２
９
８
２
４
３
０
８
８
３
６
９
５
４
７
１
５
７
２
２
８
０
９
ワ
】
３
８

●
●
●
●
●
●
■
■
①
■
●
、
●
●
●
●
争
●
●
●
●
●
●
●
の
●
●
●
●
凸

７
８
６
５
５
６
５
５
２
８
９
６
６
６
７
６
６
７
７
７
６
７
５
６
５
６
４
４
４
４

１

1,006

790

4,171

1,833

1,225

2,932

1,568

1,990

1,818

6,102

4,026

4,253

2,288

2,635

6,892

6,505

3,871

4,918

5,493

3,322

488

9，036

1,890

2,564 1
145

2,182

1,235

209

228

826

盗料: 1II1II統,;l･年鍛･ 1997fl

中国表3 中国の地区別の出生率、死亡率と自然増加幸： 1996年 (’駒）

｜ 死亡'*§ ’'E1:_:*
|

I 1
I' 1然恥加率 出生率 死亡率

6．76

6．44

6．93

7．20

6.09

6．82

5．88

7．35

7．69

7．94

8．50

6．51

6．64

7．20

5．25

6．60

自然増加率地 区

全 ｜玉I

出ﾉ'て率 地 区

束
南
北
南
東
西
南
川
州
南
藏
西
粛
海
夏
飛

山
河
湖
湖
広
広
海
四
賀
雲
西
峡
廿
青
寧
新

10.60

14.28

16.08

12.81

18.05

16.83

20.08

16.68

22.05

20.87

24.70

14.99

18．43

21．89

19．03

19．45

3．84

7．84

9．15

5.61

11.96

10.01

14.20

9.33

14.36

12.93

16.20

8.48

11.79

14.69

13.78

12.85

16.98 6．56 l().42

北 京

天 津

河 北

山 i府

内豪llf

遼 寧

吉 林

黒龍江

上 海

江 蘇

柵 江

安 徽

福 建

江 伽

8．()2

10.()9

13.85

16.59

16. ()9

12． 15

12.53

12.4()

5．60

12. 11

12. ()9

]6． ()(）

13．22

17．53

5．34

6．53

6．55

6．25

6．43

6. 19

5.60

5． ()5

7． ()(）

6．58

6．58

6．5(）

5．94

7－ （)2

2．68

3．56

7．30

10．34

9．66

5．96

6．93

7．35

－1．40

5．53

5.51

9．50

7．28

1().51 口資料：中I返l統計年鑑・1997fl

涜料: !|' Ifl統‘汁年端･ 1997fl
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止一

全国

北京

天津

河北

山西

内豪古

遼寧

吉林

黒龍江

上海

江蘇

斯江

安徽

福雄

江西

【
』
１
３
６
９
６
４
５
４
９
５
３
８
０
９

●

●
■
■
●
●
●
年
■
●
●
●
●
●
●

３
３
３
３
３
３
３
３
３
ワ
］
３
３
３
４
３

山東

河南

湖北

湖南

広東

広西

海南

Iノリ川

没ク，

雲南

西職

侠西

11． 粛

背海

寧夏

新躯

27,053 26，970 83

,352 24，308 43

15,973 15，934 39

18，515 18，482 33

16，514 16，441 73

10，955 10，946 9

1,637 1，627 9

33,432 33，386 46

8,944 8，928 15

9，732 9，688 43

553 552 1

9,223 9，166 57

蝋■瀞 ；
1,261L1,261 ］
4,354 4，259 95

(単位：千世帯）
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’上海表3 上海市の人口動態の推移 上海表4上海市の地区別人口動態： 1996年中国表4 全中国と上海市の人口と人口構造の推移
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一
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市区平均

黄浦区

南市区

浦東新区

庶湾区

徐瀝区

間行区

静安区

蕃陀区

長寧区

嘉定区

虹口区

楊浦区

I珊北区

宝山区

県平均

南瀝県

奉緊県

松江県
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一
一
一
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６
６
６
６
６
６
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６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
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<全中国＞

1964年

1982年

1990年

<上海市＞

1964年

1982年

1990年

70,499
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114,333

40.7

33.6

27.7

７
５
７

ａ
Ｌ
ｄ

戸
『
Ｕ
ハ
ハ
Ｕ
《
ｈ
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９
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３
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５
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資料： 1964年、 1982年、 1990年は各人口調査結果

’ 1
り

上海関連統計資料

上海表1 上海市の人口動態、平均寿命、平均世帯員数の推移

自然増加率

（%0）

平均寿命（歳）

男 女

出生率

(%b)

20．6

18．6

10．2

5．5

死亡率

(%b)

6．1

6．3

6．7

7．5

平均世帯

員数(人）

4．5

3．6

3. 1

29

1964年

1982年

1990年

1995年

14．5

12．2

3．6

-2.0

69.3

71.8

73.2

74.11

72.3

76.3

77.7

77.97

寅料． ：上海統計年鑑

資料：上海統計年鑑
L 資料：上海統計年鑑

上海表5 上海市の地区別の人口、世帯、人口密度： 1996年末
上海表2上海市の地区別高齢人口とその割合（区・県別） ： 1996年末人口

､F均11t帯

興数(人）

2．9

2．9

3．0

2．7

2．8

2．7

2．8

3.0

2．8

2．9

2．8

3．2

2．8

3．0

2．7

2．9

2．8

2．7

2．6

3． 1

3．2

3. 1

2．6

､F均11tW

興数(人）

６７８９７０８２８９８０８７８７０９９６１２１
●●争●■Ｇ●●●●●●●●●◆●●●●●●●２３３３２２２２２３２３２２２３２２２２３２２

土地面秋

(km2)

6,340.50

2,057.01

4．54

7．87

522．75

8.05

54．76

370．75

7．62

54．83

38.30

458．80

23．48

52．13

28．50

424.63

4,283.49

687．66

687．39

605.64

586．05

675．54

1，041 21

上地面秋

(kmm)

人口密度

(人/knf)

2,057

4，672

58，964

60,049

2，891

47，823

15，028

1，509

51,082

15，166

15，968

1,041

34，713

20,550

23，593

1，702

802

1,018

755

816

940

676

685

地 区 人 I I

（ﾉj人）

1,304.43

961．()2

26．77

47．26

151．11

38．5(）

82．29

55．96

38．92

83．15

61 . 16

47．74

81．51

1()7．13

67．24

72．28

343.41

7()． （)4

51.88

49．42

55． （)8

45．69

713()

A I 1

（ﾉj人）

1,304.43

961．()2

26．77

47．26

151．11

38．5(）

82．29

55．96

38．92

83．15

61 . 16

47．74

81．51

1()7．13

67．24

72．28

343.41

7()． （)4

51.88

49．42

55． （)8

45．69

713()

101l ll: 'IIf'1t ′ilr
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（ﾉjノ『）

457．49

336．30

9．00

17．27

53．04

14.08

29．26

18．95

13．80

28．67

21．94

14．70

29．38

36．2(）

25．14

24．87

121．19

25．84

2(). 13

16. 16

17．36

14.54

27． 16

457．49

336．30

9．00

17．27

53．04

14.08

29．26

18．95

13．80

28．67

21．94

14．70

29．38

36．2(）

25．14

24．87

121．19

25．84

2(). 13

16. 16

17．36

14.54

27． 16

60歳以上（人） (％） 65歳以上（人）人 口 (％）

12．46

13．27

10. 17

13.09

17．35

16．95

16．72

13．06

17.38

13．48

14．18

14．84

12．41

1().39

10．65

11．65

11.63

11.58

9．93

8．87

10.36

9．14

10．56

全 市

区（市内）

県（郊外）

徐碓区

厳湾区

南市区

黄浦区

長寧区

静安区

普陀区

閥北区

虹口区

楊浦区

間行区

宝山区

浦束新区

嘉定区

崇明県

青浦県

金山県

松江県

奉賢県

南椛県

13,010,632

9,599,624

3,411,008

822,861

384,744

472,143

267,613

611,223

389,073

831,060

671,923

814,899

1,070,007

558,651

722,793

1,509,169

473,465

710,449

452,682

544,251

491,590

517,310

694,726

2,317,387

1,810,684

506,703

157,062

89，882

107,426

60，120

117,186

90，692

158,257

131,938

168,286

193,871

88，715

112,030

255,769

79，450

114,237

67,907

73，932

76，676

71，346

102,605

17.81

18.86

14.85

19.09

23.36

22.75

22.47

19.17

23.31

19.04

19.64

20.65

18.12

15.88

15.50

16.95

16.78

16.08

15.00

13.58

15.60

13．79

14．77

1,620,550

1，273，523

347,027

107，728

66，770

80,()31

44，744

79，821

67,604

112,055

95，286

120，893

132，744

58，029

76，962

175,789

55，066

82，266

44,96(）

48,25(）

5(),948

47，265

73，338

区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区
区

市
区
浦
市
柵
湾
碓
行
安
陀
寧
定
ｎ
浦
北
山

黄
南
浦
庶
徐
聞
静
普
長
嘉
虹
楊
附
宝

全
市

県

南
奉
松
金
宵
祭

県
隅
隅
製
隅
胤

Ｏ
Ｕ
Ｂ
〆
■
０
８
〆
■
１
８
〆
丑
１
８
戸
Ｑ
Ｉ
６
ダ
合
ｌ
巳
夛

碓
贋
江
山
湘
明

｜

1資料: 1海老齢科学研究センター 資料？ 1--海統計年鍛･ 1997fi

’
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’上海表6上海市の高齢者の婚姻状況： 1990年 (％） 上海表10上海市の医療機関と社会福祉関係施設： 1996年末

未 婚 ｜ 有配偶 ｜ 死 別 ｜ 離 婚有配偶
’

1

1

医療施‘没荊 " }iliへ
0W全 母子保健所|ﾌﾐ院（ｲ内院）

60歳以上 男

女

(再掲）

65歳以上 男

女

0.7

0.6

４
４

Ｌ
ａ

毎
Ｊ
Ｉ
戸
『
』

12.1

46.4

Ｏ
４

Ｌ
Ｌ

12所

（ － ）

4,604所

（ 一 ）

177"

( (i7, : 11 11水）

’福祉施I没博 老人活動所卜｜全；紬ドII" 敬琶暁

10.2

39.3

0.6

0.9

４
５

●
■

０
０

43.2

30.0
333院

(8,361床）

4,540所

（ － ）

17"

(:;､291床）

黄料：上海統計年鑑・1992年

’児斌猫利院 構神病福利院と人-､′ンシ タン

2院

(943人）

3院

(1,429人）

13)'ll

(.193人)

上海表7 上海市の60歳以上高齢者の教育程度： 1990年 (％）
盗料：上海老齢科･.j::研‘だセンター壷.l: ･l ･ 1997fi

市区部 腱村部

文盲・半文盲

小学校

初等中学

高等中学

高等専門

大学

35.9

32.2

14.0

5．4

0．7

4．3

69.3

24.1

4．5

1．2

0．2

0．4

(％）上海表11 上海市の60歳以上高齢者の主な収入源： 1992年

’ ' l」 |>〈部 腿村部

年金収入

就労収入

-f･ども・親戚の支援

公的支援（′|列IWIIin)J)

その他

６
９
３
７
５

●
●
●
●
●

５
６
８
３
５

，
○
１
３

}6．3

14.2

12.8

13. 1

3．6

資料：上海統計年鑑･ 1992年

I

I

寅料： ｜・・海老齢科･’､i':研‘だセンター蚕*:l･ ･ 1996fl
上海表8 上海市の五保老人（生活保護高齢者）数とその状況 (人）

’

｜ 在 宅敬老院等入所総人数

1990年

1995年

1996年

3,770

3,973

4,151

2,999

2,884

2,846

771

1,089

1,305

(％）上海表12上海市市区部の高齢者の日常生活における自立度

女性高齢者Iﾉ)'|'h1.m齢高

I@I ,7: !I1．能年齢別 梛分的I'1 ')

( !'l-能）

1厘1虹イく能 白立可能 部分的自立

（可能）

自立不能
浅科？上海老齢科学研究センター資料・ 19974I

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
一

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

95．5

95．2

87．8

81.3

69．4

52.l

●
ロ
●
■
■
毎

２
３
９
９
７
Ｂ

勺

Ⅱ

Ⅱ

凸

一

ｍ

／

●

〕

1．6

1．2

2．8

9．4

12．9

19.0

96.5

92.9

90.9

80.6

66.0

45.2

2．7

5.0

6.1

13.6

24.3

28.6

９
６
４
４
７
６

0．8

2．1

3．0

5．8

9.7

26.2

上海表9 上海市の60歳以上高齢者の居住状況： 1992年 (％）

農村・部市区部

’
自分（夫婦）の部屋がある 78.0

-部屋ある 63．4

二部屋ある 11．5

三部屋以上ある 3．1

５
－
２
０
３

●
画
●
●
●

鮠
一
妬
泌
６

盗料: 1 ･.海雀齢科'.f2研究センタ-- ･ 1992年綱介

’I朝分専用の部屋はない 22.0 3.5

盗料3 l海老齢科学研究センター盗料・ 1996fi

’
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’
<参考資料＞上海市の財政収支（概容） ： 1990～96年 (単位：億元）上海表13上海市の高齢者の健康度自己評価 (％）

地〃財政支出｜銀行等預金｜銀行ローン l保険料収入
今
■
Ｃｌ

戸
Ⅳ IIMt総収入市区部高齢者 農村.部I断齢掛

年齢別
地〃Mｹ政

収 へ

17()． ()3

173.53

185.56

2.12.3-1

173.33

227．3(）

288．49

健康 普通 不健康 帷jmlI腱康 ｲ《雌醗

１
１

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
一

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

35.9

29.8

24.1

21.2

21.1

24-1

48.6

45.7

50.2

54.7

61.4

51.7

15.5

24.5

25.7

24.1

17.5

24.1

46.3

40.0

41.9

26.5

20.0

18.2

６
４
９
ワ
〕
３
６

■
●
由
●
●
■

７
６
ワ
ｊ
９
８
３

⑪
』
４
４
５
４
６

16.2

13．6

14．2

14.3

31．7

18.2

６
５
９
６
２
９
６

－
．
０
９
２
９
８
６

●
●
●
●
●
●
●

５
６
４
９
６
７
２

７
８
９
ワ
）
９
６
４

１
１
ワ
｝
３

613．86

769.95

1,051.45

1,495.06

2,247.56

3,056.76

3,870.98

857.76

1,008.82

1,213.32

1,605.57

1,966.96

2,387.33

2,852.66

8.99

11.16

11.10

14.46

21.20

25.73

52．40

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

2H.1.3(j

:;2.1.66

3.1(). l ;;

‘139．永；

613.91

7()2. .16

87376 ’
盗料：上海老齢科学研究センター蛮料・1992年調査

’

安科: 1･.海統,汁年鑑

上海表14上海市の高齢者の自己有病率 (％）

市区部高齢者 農村部淘齢擶
<参考資料＞上海市城鎮職員養老保険改革後の状況年齢別

合計 男性 女性 合篇’ ') 'I'| ｜ 女 ′Ⅲ

1
｜

’鍵と金支給総諏 一人当平均養老金i采|晩受舟含行数

61．7

64．6

76．1

70.0

58.5

63.2

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
一

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

82.6

86.5

88.2

91.2

87.7

86.2

75.4

83.7

85.2

91.7

77.8

87.5

88.7

88.9

90.8

90.8

96.7

85.7

60.7

59. 1

62.6

63.3

66.7

59.1

59．4

52．8

44．8

52．6

84．2

33．3

月
月
月

／
／
／

一
元
一
元
一
兀

６
４
２

５
０
６

３
４
４

・
工
》
工
↓
兀

偲
憶
侭

３
７
３

７
８
０１

1994fl

1995fi

1996ｲI

174. () ! ノj人

181.52ﾉj人

189. 13〃人

盗料 '．.海と齢科'､i全研究センター涜料 l997fi

注）病気は、 「何らかの病気を抱えている」状況で主に持病。
資料：上海老齢科学研究センタ－．1992年調査

<参考資料＞上海市の高齢人口の将来推計

60歳以上人口 65歳以上人IJ 80歳以止人l. 1

ﾉj人） 割合(％）

､01 1．8

．62 2．3

．09 3．5

．38 3．8

．58 5．5

．36 10．5

．78 9．4

年 次
人l1数(万人） 割合(％） 人1 1数(万人） 割合(％） 人l l数（ﾉj人）

1995

2000

2010

2020

2030

2040

2050

226.83

238.30

291.58

449.61

488.60

438．17

415．62

17.4

18.2

21.5

32.9

37.1

35.5

36.8

155.60

183.82

197.24

301.41

401.20

357.58

323.48

12.0

14.0

14.5

22.0

30.4

29.0

28.6

23．01

29．62

47．09

52．38

72.58

129.36

105.78

注）割合は総人I 1に占める割合
賓料． ？ l亀海・華東師範大学・桂世助の推計

9392
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シンガポールの人口高齢化一動向と対応

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll llllllll lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllはじめに lllllllllllllllllll l

20111:紀初頭のシンガポールの人口は、たった228,000人だった。今

1 1 ，人I Iは370万人に増加した。シンガポールは、 20世紀前半の高死

亡率と1Wl'!/|ﾐ率という特徴を持つ貿易立国から、死亡率と出生率の低

い今l 1の近代都市国家へと発展した。人口も、 1950年代の若々しい人

I 1構成から1990年代までにはもっと成熟したものへと変わった。人口

は、シンガポールの独立後、人口計画政策が施行された1960年代の半

ばに鮫も激しく変化した。この過去の人口の傾向が、シンガポールカゴ

2111t紀にlf'jかうにつれて、 より急速な高齢化をもたらすと予想されて

いる。

F

この報告では、過去30年間のシンガポールの人口政策の変化の概要

を考察し、高齢化の傾向およびシンガポールの高齢者の特徴について

も考察する。また世帯構造の変化およびその他の重要な社会的傾向が

強調され、高齢肴ケアについてのいくつかの洞察を提供するとともに、

シンガポールにおける高齢化および、社会保障、雇用、住居。生活の

i汁脚、社会。健康ケアの分野での高齢者向けの社会サービスとプログ

ラムの|封家政策の展開について記述し、将来の傾向についての評価も

おこなっている。

97
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l l政策を修IIﾐしなければならないと判断し、新人口政策の採用を発表

した
1 ．人口政策の変遷lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

アジアで最も人口密度の高い国の一つとして、シンガポールは、人

口計画プログラムを、全体的な社会経済開発戦III各の一部として組み込

んだ草分けだった。 1960年代は、経済的社会的に|水l雌な時代だった。

1965年の独立後、シンガポールは堅固な経済的基盤を確りきしょうと一

所懸命だった。イギリス軍の撤退ｶ罫、不安定な経済をさらに悪化させ

た。経済状況を考えると、人口増加の抑制の必要性は緊急課題だった。

限られた土地と経済的な資源、人口増加による需要拡大との／ぐランス

をとるために、急速な人口増加を抑制しなければならなかった。

新人I 1政策の推進では、結婚と出産を奨励している。新しいスロー

ガン「3人'篭もう。余裕ｶ苛あればもっと産もう。」を掲げ、積極的な

杵綣キャンヘーンが行われた。奨励措置には、出産についての税の還

付、政府ﾉKi認の託児センターへの補助金、第4子出産への補助金が含

まれていた。これらの奨励措置に加えて、若い大人の出会いの機会を

作る絲幡プログラムもあった。

新しい政策の|荊始以来、TFRは増加に転じた。最近では、TFRは

1．7人のﾉl<準で’-- 1､~している力欝、 まだ、人口置き換え水準以下である。

それにも関わらず、新生児総数は増加した（表1)。 1986年には、

38,379人の/III'|ミカざあり、 1996年までに、新生児出生の数は27%増加し

て、 48，738人とな'）、第3子、第4子の出産も増加した。第3子出産

の数は、 1986年の14.2%から1996年の17.0%と大きく増加した一方、

"4 j'･ll1i !>積は3.5%からわずか4.7%へわずかに増加した。

シンガポールの国家家族計画と人口プログラムは、 1969年に開始さ

れた、人口プログラムとしてに着手し、各5カ年間（1969-1970、

1971-1975, 1979-1980)について野心的な目標力ざ掲げられた。政府

により、子供は二人までという規範力ざ積極的に進められた。避妊具の

入手は簡単になり、中絶と不妊手術が合法化された。これら全てが、

この島中の産科および子供のための診療所のネットワークによって推

進された。

う。ログラムの効果は、合計特殊出生率(TFR)の著しい減少によ

り示された。たった20年間の短い期間内で、TFRは約70%減少した。

TFRは1965年の4.7人から、 1975年には人口置き換え水準を下回り、

1986年には史上最低の1.4人にまで落ち込んだ。人I1置き換え水準を

下回る傾向は続いており、人口予測では、これから30年以内にシンガ

ポールの人口はマイナス成長となること力ざ示されている。これは、重

要な長期的な意味力罫示されている。つまり、高齢化する労働力、福祉

およびヘルスケア支出の増加、若年労働力の不足、国の活力の減少で
ある。

表1 出生力指標

出生数 第3子の出生割合第4子の出生割合fi l､FR

ｊ％Ｉ２
５
８
９
，
０
０

１人Ｉ４
０
９
８
７
７

3.5(％）

3.8

4.4

4.5

4.5

4.7

38,379(人）

52,957

51,142

49,402

49,554

48,738

1986

1988

199()

1992

1994

1996

○
日
日
仏
、
／
〕
勺
，
Ⅱ
上
『
０
１
▲
勺
Ⅱ
Ⅱ
４
『
１
１
４

４
８
８
７
７
７

１
１
１
１
１
１

高齢化する人口2． |llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll l lllllllllllllll1111

シンガポールは、過去10年間わたる成長を通して、資源の制約に見

合うために人口増加を政府が管理することに対してあまり批判的でな

くなっている。また、拡大する経済が、 より大きな人1 I基盤を支える

こと力ざできるということもはっきりしている。

さらに、経済成長と共に、バランスのとれた年齢構成と穏やかな人

L1増加を維持することが、現在の政策の関心となった。人1 1と開発の

重要な問題が、違った形と方向に向かっており、 1987年、政府は、 人

過去3()fMMに、人口は成熟化し人口の平均年齢（中間値）は、 1970

年の2()歳から1997年には32歳に上昇した。現在、人口の2／3

(67.2％）は、 ′|そ崖年齢の15-59歳である。60歳以上の高齢者は、

197()ｲ『の5.7％から今11は10.1%に増加した。人口は、これから30年

|川で､も‐』と急速に高齢化する。戦後のベビーブーマー世代は、現在30

代､rばか↓､，5()代であるカゴ、 2030年までに、 60歳以上の高齢者になる。

そのI1,fまでに、 6()歳以I_の高齢者は、人口の24.8%に増加すると予測 ’
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分けられる。ヤング・オールドとは60歳から74歳までで、オールド・

オールドとは75歳以上の高齢者のことである。このような分類は、彼

らの異なった特徴とこの世代を分けて考える必要性をより良く反映し

ている。ヤング・オールドは1997年には人口の7.4％だった（表3)。

2()1()ｲ『までには、ヤング・オールドの範嬬に入るのは人口の10.1%と

なり、 この割合は増加し続け、 2030年には18.1％となる。オールド・

オールドはヤング・オールドよりも病気にかかりやすく弱いので、 よ

りケアを必要とする。2010年までに、オールド・オールドは3.1％と

なり、 2030年には6.7％と急速に増加する。

されている（図1）。人口の平均年齢（中間値）は、 40．5歳に上昇す

る。

図1 60歳以上人口および中位数年齢の推移

(%) 60歳以上(％）

30

II!位数年齢 （歳）

45

3020

1510
表3 60歳以上高齢人口: 1980-2030 (全人口に占める割合） (％）
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00 6(） 74ﾉ綾

75ﾉ綻以1 ･

－一丁一 6． 1

1．3

Ｑ
》
ワ
】

●
●

６
２

４
６

●
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７
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10.1

3．1

18.1

6．7

1970 1980 1990 2000 2010 2()2() 2()30

(1)高齢者人口の大きさ
l)x12から、オールド・オールドの人口の規模は、ヤング・オールド

よりも速い割合で増加しているという結論が出てくる。この傾向は、

戦後のべビーブーマーカざオールド・オールドのヤング・オールドに対

する制令を減らすことになる2010-2020年の期間にのみ逆転する。そ

の後、オールド・オールドのヤング・オールドに対する割合は、再び

蛸〃llする。

高齢者人口の規模は急速に拡大している。 1980年から1997年の間に、

60歳以上のシンガポールの人口は、年間平均3.6%増加し、 170,400人

から312,700人となった。2030年までに、高齢者人IJは2倍以上に増

加し1,078,000人となる（表2)。高齢者人口の予測年間成長率は

3.8％であるが、これから30年間の成長率は一定していない。 2000-

2010年は、高齢者人口は年間3.9%ずつ増加する（表2)。戦後のベビ

ーブーマーが、 60-74歳のグループ。に加わる次の10年間の2010-2020

年の年間成長率は、 5％とピークに達することが予想されるが2020-

2030年までの高齢者人口の年間成長率は、 2.8%と緩やかになる。

図2 オールドオールド対ヤングオールド比（高齢人口＝1,000人）
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表2 60歳以上高齢人口： 1980-2030 -Ratio
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年 人I]に占める割合 、Iz均年間増加率実数
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170.4(千人）
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(3)人口高齢化の主要素(2)高齢者の特徴

’
第一に、戦

第二に、生

急.速な人1 IのI;.;j齢化は、主な二つの要素が原因である。

後のベビーブーマーのI商i齢化と出生のコーホートの減少、

i〃l<準のli,l l ･.により淨命が伸びたことである。

高齢者の過半数は女性で、 1997年には54％となっている。この割合

は、これから30年間、同じ水準のままとなることが予測される （表

4）。また、女性の方が男性よりも、割合として、ヤング・オールド

よりもオールド・オールドのグループ。に入っている。 1997年には、男

性の高齢者の10.8%に比べて、女性の高齢者の約15.4%力ざオールド・

オールドだった。女性の方が男性よりも寿命力r長いので、 これらの結

果は予測されたものである。オールド・オールドの男性および女性の

割合は将来少し増加して、 2030年にはそれぞれ11.5%と15.4%になる。

(a)職後のベビーブーマー世代

f兇在、ベビーブーマー世代は、 30代半ばから50代である。この

｢ｲ，,:々しい」年齢樅成は、彼らの働き盛りには、最大数の労働力が提

供しているが、 2()30年までには、彼らは65歳位になる。

I､xI3のこれから30年間の曲線の動きは、シンガポールの人口力ざ徐々

にi膚j齢化していることを示めしている。ベビーブーマー世代の山に続

く谷間は、 1980年代半のシンガポールの低出生率の期間を示している。

(％）表4性別、 60歳以上人口： 1980-2030

1980 1997 201(） 2030

’織
男

100．0

46．7

39．7

6．9

53．3

42．2

11.1

100.0

46．3

33．5

10．8

53．7

38．2

15．4

100.0

46．7

37．0

9．7

53．3

39．8

13.4

100.0

46．2

34．7

11．5

53．8

38．4

15.4

図3 年齢階級別人口の推移
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高齢者の民族的な構成は、主として、過去の出生および移民の傾向

により決定される。 1997年の高齢者人口の中で、中国系は79.8％で、

マレー系とインド系はそれぞれ11.1％と7．7％である （表5）。将来の

民族的な割合は、比較的安定していると予想され、 2030年には高齢者

の人口の80.3%力ざ中国系となる。マレー系とインド系はそれぞれ

11.3％と7.1％となる。

15()

1()(）

5(）

(） 1 1 －－－1 １１１１１１１１１

()- 1()- 20- 30- 40- 50－ 60- 70- 80-

年齢階級（歳）

(b)雑命の伸挺

關南でよI)効果的な薬剤の増加により、男性も女性も死亡率力罰低下

した。その結果、寿命が伸びた（表6）。 1996年には、男性の寿命は

74.4歳で､Iえ均的女'|生の平均余命はそれより長い78.9歳だった。寿命は

3()年間で、 197()年の男性65.1歳、女性70歳から延びた。男性女性共、

I膚j齢荷の余命は長くなった。高齢者の中で、男性女性両方の寿命も長

くなった。 60歳のり)性の余命は、 1970年の12.9年から1996年の18.4年

とな＝〕た。女性の高齢肴の余命は、 1970年の15.6年から1996年には

21．6ｲ「と災くな‐〉た。

(％）表5 民族別、 60歳以上人口： 1980-2030

1980 1997 203(）2010

総 数

rl' iZi人

マレー人

インド人

その他

100.0

79．8

11．1

7．7

1．3

100.0

84．2

9．3

5．2

1．3

100.0

82．5

9．5

6．9

1．2

100．0

80．3

11．3

7． 1

l.3
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表6平均寿命と60歳時の平均余命: 1970-1996 的にケア提供肴だった既婚の息子と嫁と同居する高齢者へのケア提供

のために使える時間力ざ、平日には減少していることである。女性の職

場進/l'!は、 1986年の45.6%から徐々に増加し、 1996年には51.5%とな

った。第_三に、 30-39歳の独身女性の人口力ぎ、 1980年の13.4%から

1995ｲr－の17.5%に増加した。高齢者の主要なケア提供者は、既婚の息

j'･と嫁から、未蠕の娘にどんどん取って代わられている。

(男）

1980

１
０

久
粥

く
１1970 1996 197() 1996

寿命

平均寿命(歳） ’ 65．1

60歳時の平均余命(年) 1 12.9

69.8

15-7

74.4

18.4

74．7

191

78．9

21．6

70． (）

156

II.fj齢荷の大多数は家族と同居している力ざ、その一方で、高齢者が一

人または配偶着と住み、結婚した子供力ざ両親と離れて自分たちの家を

持つｲ頃向もある。一人または配偶者と暮らしている高齢者は、身体が

弱くなり病気力ざちになり援助が必要となった時のみ、特別の注意をは

らってもらえる。共同体のプログラムや社会サービスが、これらの二

つのグループの人々に手をさしのべ、追加の社会的援助を提供しなけ

ればならないかもしれない。既婚女性の職場への進出力ざ増え、高齢者

はj'-供のlll:i活に貢献した。高齢者は、孫の世話をすることで、子供の

f育ての負扣を嘘減した。この様な家族の福祉への貢献は、家族の絆

やｲ:l l〃：義務の強化に役立っている。将来の高齢者は高い教育を受け、

もっと裕慨になると思われるので、彼らは、子供からの財政的援助に

噸ること力ざ少なくり、そのため、子供世代の財政的な負担は軽減され

ると思われる。

(4)高齢従属人口

若いコーホートに比較して、高齢者人口力ぎ大きくなると、高齢従属

人口に対するが増加する。表7では、将来、人I 1／ぐランスカゴ高齢者の

方に傾くことを示している。 1980年の老年人口指数は、 ′にﾉ藍年齢の人

口100人につき、高齢者12人だった。 1997年には、それｶざ100人につき

15人となっている。2030年には、年少人口指数は31人に減少する一方

で、老年人口指数は43人と増加すると予測されている。

(15-59歳人口100人当たり）表7 年齢構造指数： 1980-2030

1980 1997 201(） 2030

従属人口指数

年少人口指数

老年人口指数

54.1

42.6

11.5

48.7

33.7

150

5()．1

30.3

19.8

73．9

30．7

43．1

3．世帯構造と社会の変化llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll 高齢化対策の発展4． |llllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

シンガポールでは、高齢者問題の認識は1970年代初めに出てきた。

この時代、貧しい移民の高齢者の福祉問題に対処するため、高齢者向

けサービスカざいくつか策定された。これらの努力には多くの注目が集

まったが、高齢者サービス計画は依然として分野別のままで、主とし

て既存の社会福祉計画の延長として扱われた。この問題と高齢者の要

求に対する懸念が広まったのは、高齢化する人口の持つ深刻な意味が

徐々に認識されてきた1980年代になってからのことだった。

過去数十年間、世帯および社会に重大な変化が起こった。これらは、

高齢者の家族に対する貢献に加えて、高齢者へのケアの提供の必要性

も意味している。この変化は、世帯の規模の縮小、女性の職場への進

出の増加、女性の既婚率の低下、高齢者の生活準備の変化に関連して

いる。

世帯での高齢者ケアに影響する三つの主な変化がある。第一に、出

生率の低下と核家族化への傾向が続くことによる結果、 1lt帯の規模が

この間に小さくなったことである。世帯の規模は、 1980年の1世帯当

たり4．9人から、 1995年には1世帯当たり4人と小さくなった。これ

は、世帯の中での高齢者に対するケア提供者力ぎ少なくなったことを意

味している。第二に、既婚女性の職場への進出力罫著しく増加し、伝統

政府が鍛初に対策に乗り出したのは、 1983年の高齢者問題閣僚委員

会の設侭にﾉ又映されている。シンガポールの高齢化および高齢者の状

況を蝿解するため、同委員会は、その年に、包括的な高齢者の全国調
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査を実施した。これは、 55歳以上の親族のいる･ilt帯の5,538人に基つ

いた調査だった。調査結果は、 1984年3月に発行された「I笥齢者問題
の委員会の報告書」の基礎となった。この報告書は、迪称「ﾉ、ウ・レ

ポート」と呼ばれている力ざ、高齢者の社会貢献の11J能性と高齢者を社

会経済開発に組み込む一方で、同時に彼らの特別な要求を即解し対処

していく事の重要性を強調している。この様に「/、ウ。レポート」は、

高齢者を単なる「問題」以上のものとして見ることで、商齢化の意味

についての将来の認識の方向性を示している。この報告勢は、様々な

方策を勧告しており、その中には、高齢者向け祇立基金の負扣率の変

更、高齢者向けの雇用の創出、所得税法の下での高齢肴扶養控除の増

額、家族および世代間の結束を深める措置などが含まれている。関係

した省、法的部門、高等教育機関、非政府機|勤から選ばれた委員より

なるいくつかの委員会が、 これらの勧告の実行のために設満された。

る‘凋街力子段とするのに加えて、高齢者向けのサービスおよびプログ

ラムの供給および提供の監視を行う調整機関とするという提案だった。

この年、川,il体開発満の下に、高齢者全国諮問評議会の小委員会と

して、 ,:.;j齢汽･委幽会が作られた。同委員会は高齢者諮問評議会の勧告

の'た施状i兇の朧視、解決策の提案、高齢者向けサービスにおける欠陥

を雌‘湛し変化を追い、 1983年以の高齢者に関する問題に対処するため

に、 シンガホールの55歳以上の高齢者4,750人についての第二回全国

‘凋介(1995年）を'だ施した。また、高齢者に関係した問題を研究する、

特走のI I的を侍=〉た様々な委員会も設立された。例えば、退職年齢の

り｜きI.げの雁川iﾐおよび労働者への影響を調査するための、公務員・

雁川iミ ．労働紺合のリーダーによる三者委員会が設立された。最近の

進腱としては、 ，！.；j齢-打ケアの基盤を強化する保健省下の高齢者サービ

ス部i'!j、およびYeoChowTong保健相率いる高齢者向けへルスケア

についての行間委興会がi没立された。これらは、急速に高齢化する社

会の‘拠魑にIIII: Imした政府が感じた緊急性を示している。
1988年、政府は高齢者諮問評議会を設置し、シンガポールの高齢化

の現状の総合的な見直しを行った。これは、高齢化社会に向けた計画

についての政府の重大な関心を反映している。 ｜司評議会は、内務大臣

を長とし、四つの委員会を設置して特に懸念される問題の対処に当た

らせた。それは、つまり、共同体に基づいたプログラム、高齢者への

態度、ケア付き宿泊施設プログラム、高齢者向けの雇用等についてで
ある。彼らの報告書は再検討され、 1989年の高齢新諮問評議会報告書

として、政府に提出された。 1989年の報告普で提示された様々な勧告

は、 1983年の報告書と一致しており、多くは、既存の高齢者向け政策

およびプログラムを強化するものだった。

これらの提案には、①高齢化および高齢者への肯定的な認識を生み

出す一般教育う。ログラムの拡大、②慣習的な退職年齢55歳から60歳へ
の引き上げ、③年功序列制度に基づいた賃金制度の調整による高齢労
働者の継続的雇用の促進、④老人医学および看護学の専門'|生の強化、

非常に身体の弱った高齢者および寝たきりの高齢料のために、訪問介

護および医療サービスを提供し、彼らが共同体に住み続けることがで
きる様にすること、⑤75歳以上の高齢者の扶養控除額の引き上げによ
り家で彼らの世話をする家庭の多額の費用を軽減すること、⑥高齢者
の家庭用に公共住宅地に隣接した土地を確保すること、⑦有志により
建てられた家の賃貸が含まれている。同評議会の重要な勧fifの‐ ‐つは、
高齢化全国評議会を設立し、効果的なフィードバックおよび評価でき

,l.;j齢荷に閏係した間腿対策の継続的再検討は、高齢化の国家政策の
進腱に役､，/:った。これはまた、過去に実行された政策力ざ、高齢化過程
の,速哩とその紬果に影斡し、 もしかしたら、その直接的な原因ともな
ったという認,識も反映している。今日、シンガポールの高齢化問題は、
たくさんの|膿眠の注l lと論議を呼んでいる。高齢者の要求への対応と
いう政府の努ﾉjは、 l玉l腿および種々の部門を代表する様々の委員会か
らの喫胡をｲ!j農て1jIき続き行われている。高齢化に対する国家政策では、
IIIj齢荷ケアについては、高齢者自身．家庭。共同体。国家の共同責任
とするべきであるという政府の立場を強化している。社会保障。福祉
へのl 'il'永支/I I!は非常に少なく、 1994年の社会保障。福祉への支出は総
支出の3.06％で､、 これに比べて日本は36.8％、アメリカでは29.23％
だった。政府は、断|古1として、福祉国家主義的政策はとらないことに
している。これは、現在の西側の福祉国家の直面している問題から理
解で､きることで､ある。 しかし、社会の急速な変化は、家庭における高
齢高.ケアのに彩禅を'jえた。家庭が家族にとって最良の社会保険とな
るという概念を維持するために、高齢化政策およびプログラムは、こ
の様に'家族のケアを支持し'だ証するkで、重要な役割を担っている。

次に、朴公保障・雁lll ｡仇'七および堆活の手配、社会およびヘルスヶ
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メデイセーブ勘定は、 1984年4月に導入され、 1996年現在で最高残

I:.;j19， ()()()Sドル' ’を必要とする。退職後の医療費の支払いのため#こ、

35縦に進した会堂はこの勘定に最低残高14,000Sドルカざなければなら

ない。 メデイセーブの限度高は、最高、最低それぞれ20,000Sドルお

よびl5, ()()()Sドルに達するまで毎年1,000Sドルずつ引き上げられる。

しかし、 1996年のメデイセーブ勘定の55歳の平均残高はたった、,394

USドルで、 この甑は、慢性病または長期の治療による支出に対処す

るにはイく ｜･分である。それに加えて、高齢になるにつれて、医療と入

院のI滞婆がII･Jjくなっている。政府は、CPFの会員に対して、親戚の

|災療世の支払いに彼ら白身のメデイセーブの使用を認めた。 1995年の

,:.jj齢荷の斜'il1凋汽によると、 55歳以上の高齢者の55%力雰、医療費の支

払にj'一供のメデイセーフ・を利用している。この割合は女性の高齢者

(65％）の刀力ぎ、 リj性の高齢者（43.8％）よりも高い。

アにおける、高齢者向け政策およびプログラムの総合的な議論を提示

する。

１
１

１

(1)社会保障

(a)中央積立基金(CPF)

高齢者向け社会保障は、高所得の国のほとんどで､は年金という形態

を採っている。シンガポールの1996年の1人当たりのI正|腿総生産

(GNP)は26,264Sドル顕だったが、強制的な全I玉l砿立蕪金機椛を財源

とする高齢者社会保障という独特の制度を持っている。 ’'1央穣立基金

(CPF) と呼ばれるこの制度は、強制的な貯蓄制度で、雁川主と従業

員の両方に毎月、負担を求めている。CPF力ぎ1955年鹸初にイギリス

植民地政府により設立された時、負担金の割合の合計は10％で、これ

は雇用主と従業員が平等に分担した。この割合は徐々に増えて、 1985

年には50%と最高になった。景気後退から1986年にはこれ力ざ35%に減

り、 1991年からは40%に安定している。これは世界で鹸商水準の負担

率であり、これにマレーシア（22％)、スリランカ（20％）が続いて

いる。現在、CPFの会員は270万人で、合計72億である(CPF、

1996)。シンガポールは、高負担率の結果、貯蓄率が泄界最高の国家

となった。

●メディシールド

lタミ縦岱の文Il I!をまかなうメデイセーブ計画の不備な点に対応するた
めに、 199()年以来様々な計画力ざ策定された。それには、メデイシール
ド、 〆デイシールドフ。ラス、メデイファンド、メデイセーブトツプア
ツブ!訓･IIlil力ごある。メディシールドは、 1990年4月CPF委員会により

導入された衲足的選択I矢療保険計画である。 1996年には、CPF会員
の85％力ざこの計III1に参加した。メデイシールドの保険料は年齢によっ

て異なる。 8つの年齢グループカざあって、年間保険料は、 30歳以下の

1人12Sドルから、 74-75歳の1人240Sドルまでとなっている。保障

年齢制限は1995年の7月から、やっと75歳まで引き上げられたｶざ、こ

れは、以liilの70歳という制限では、保険を一番必要とする時に、保護

を取りIげているという一般の意見に対応したものである。75歳とい

うオールド。オールドの始まりの年齢での制限でも同様の議論が可能

である力罫、少なくとも、シンガポールの高齢者の現在の寿命と比較す
ると現'庭的な年齢制限である。

『

CPFは1995年に退職後の生活保障制度として発足した力罫、長年の

間に、ほとんどのシンガポール人にとって重要な意味を持つ総合的社

会保障制度に発展した。老後の保障という要求を満たすことに加えて、

CPFには住宅．投資．医療。保険．大学ローンのフ・ログラムも含ま

れている。CPFの負担金の40%は、基本的に次の形で三つの勘定に

分配されている。 （,)30ポイントは、住宅．投資。保険。教育。両親の

退職勘定への加算に使われる普通勘定へ回される。 (2)6ポイントは、

入院およびその他の承認された医療への支出に回されるメデイセーブ

勘定である。 (3)4ポイントは、高齢者用および臨時支出に1111される特

別勘定である。次では、高齢者のサポートに関連したCPFの幾つか

の計画について紹介する。 メデイシールドには、年齢制限に加えて他の制約もある。例えば、
年間2(), ()()()Sドルの請求金額制限と、一生の間の80,000Sドルの請求

令額制限である。民|淵保険の弱点と同様、メデイシールドも多くの場

合に保障を提供しない。その例としては、加入前から患っている疾病、

海外の|矢縦費、精神病、争乱。暴動。ストライキへの直接参加による

(b) メデイセーブ、メデイシールド、メデイシールドう°ラス、CPF

トツプアッフ･計画

●メディセーブ

1()9108
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をl職人するかを選択しても良い。最初の二つの選択肢からの月々の退

職後の支払は、 20年間か、 またはその金額および利子が使い果たされ

るまで継続される。 しかし、年金からの収入は一生入手できる。第二

器｜ ｜ 、難く器l lの選択肢は、CPF委員会よl)も兇返I)が多いので評
|f'lヵざよい。

障害の治療費の支払いがある。初めて10日間病院に入院した場合の試

算では、メデイシールドは請求総額のA級病棟で7.5％、 B級病棟で

16.5％、C級病棟で21.7％しか保障しない。この様に、雌も貧しい人

でも、病院費用の約80％を保険以外の資金から支払わなければならな

くなる。

岐低保障令纐は、 1987年3(),000Sドルで始まった。 1997年7月まで
にこの命纐は5(),0()()Sドルまでリ｜き上げられた。そのうち少なくとも
12, ()()()Sドルは現金でなければならないが、残りの38,000Sドルは不
仙朧を机保としても良い。この額は、 2003年までに80,000Sドルにな
るまで内〃r5, ()()()Sドルずつ噸額される。このうち、現金と不動産の
令纐は雌終的にl,il額となる （表8)。妓低金額の増加に加えて、 60歳
からのノj々の退職後の収入も、 1987年の230Sドルから1997年には383
Sドノレにj幹棚された。これは、雌終的には2003年までに613Sドルに引
きI._げられる。

●メディシールドう。ラス

この制限に対応するために、CPF委員会は、 メデイシールドより

も高度な保障を求める会員のために、 1994年に〆デイシールドフ°ラス

計画を導入した。この計画には、年間保険料60Sドルから1200Sドル

の範囲のう°ランAと36Sドルから720Sドルまでのフ・ランBの2つの

プランカゴある。どちらのプランも、 より高額な病室に入院したい人へ

のより良い保障の提供を目的としている。同時に、 メデイフアンド計

画もまた、医療費の支払いの困難な貧しい人を助けるために作られた。

この寄付基金は保健省が管理し、ケースノぐイケースで、 ソーシャルワ

ーカーによって必要と評価された人に使われる。

II.fj齢荷の社会保障の形態としてのCPFには、明らかな利点がある。
Ⅲ代間のjIk命の移!li女にﾉﾉを入れる日本の様な社会保障制度では、老年
人I 1指数の琳加は、退職荷への年金の支払いが、勤労世代からの負担
をI - l'11つた時に、釣り合い力ざとれなくなる。生産性・賃金。経済成長
の鈍化の期間力ざ長リ｜ くと、 この状況は深刻になる。 しかし、CPF制
唆への掻年人I I指数の影禅は少ない。年代間の責任を強調し、会員は
所11卜に荘づき''1身の個人勘定へ負机余を支払い、本質的に自分自身の
退職後のために支払う、 というものである。これに加えて、政府にと
って、 この制度で典l'i]川査された貯蓄もまた、投資のための長期的な
矛想できるより多纐の賓金を供給することによって、国の成長を刺激
する助けとなっている。 しかし、制度が老後の保障への提供に効果的
となるには、充分な水準にまで貯蓄力罫集まることが必要で、個人は長
卿墹働き続ける必要がある。この様に、 この制度は慎重で保守的なマ
クロ経済的な政策の支援を必要とし、予期しないインフレが貯蓄の真
のｲllli仙に影響するかもしれないので、高い雇用率と低インフレ、賃金
の急速な噌加Iを提供する必要力罫ある。長寿も制度に影響を与えている。
CI)Fの負扣率は､|え均好命に蕊づいているので、長寿の人々は、医療
賛力r多くかかる側i'lもあ'）、晩年には貯蓄が不充分となるかもしれな

●CPFトツプアップ計画

1995年、政府は、高齢者と医療のためにCPFの会貝の基金を増や

すために、予算の黒字からの資金を使い、CPFトップアッフ。計画を

導入した。これには、メデイセーブの貸方勘定に割り戻しをする二つ
のトップ。アップ計画がある。一つ目のメデイセーフ．トップ。アップ。計画

は、CPF勘定を持つシンガポール人の成人各自が、政府から200Sド

ル受け取れるものである。二つ目の計画はプレメデイセーブトツフ。ア

ップ計画と呼ばれ、 62歳以上（1996年4月1日現在）が、前年に

CPF勘定に対して少なくとも50Sドルの負担をしている場合に、 1997
年の半ばに政府から100Sドルから350Sドルのボーナスを受け取った。

卜

(c)最低保障金額

メデイセーブ勘定の基金以外に、会員は55歳になった時に、 60歳か

らの安定した退職年金を確保するために、退会時に最低保障金額を取

り分けるように要求される。CPF残高が不-|･分な場合は、 「･供が自

分のCPF貯蓄または現金を親の勘定に移す手続きで鍛低保障令額を

満たすことができる。この計画の下で、会員は厳低保障金額をCPF

に残すか、その金額を承認された銀行に預金するか、承認された年金 (， ，
『〕
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中国と上海市の人口。高齢化関連資料

エイジング総合研究センター作成・1998年

’ ｜中国関連統計賓料

中国表1 中国の地区別年齢3区分別人口とその割合： 1996年末人口
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中国表2 中国の地区別世帯数と平均世帯人員数： 1996年末
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中国表3 中国の地区別の出生率、死亡率と自然猶加宰： 1996年 (%b) 上海表4上海市の地区別人口動態5 1996年上海表3 上海市の人口動態の推移
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査料一 ：中国統計年鑑・1997年

中国表4全中国と上海市の人口と人口構造の推移

人口榊造（割合、％）
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麦料：上海統計年鑑・1997年

上海表5 上海市の地区別の人口、世帯、人口密度？ 1996年末
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査料● ：1964年、 1982年、 1990年は各人口調査結果

上海関連統計賓料

上海表1 上海市の人口動態、平均寿命、平均世帯員数の推移
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上海表2上海市の地区別高齢人口とその割合（区。県別） ： 1996年末人口
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査料. ：上海統計年鑑・1997年

上海表6 上海市の窩齢者の血昏姻斗犬況

’
(％）1990年

I I雛 婚
1．0

1－4

未 婚 有酉己イ禺 死 リ

60歳以上 男
女

７
６

●
《

０
０

１
４

争
二

２
６

１
４

４
４

●
一

１
５

７
５

(再掲）

65歳以一1 男
女

４
５

●
《

０
０

２
０

●
３
０

４
３

２
３

●
●

０
９

１
３

６
９

凸
▲

０
０

査料一 ：上海統計年鑑・1992年

上海表7 上海市の60歳以上窩齢者の教育程度： 1990年 (％）

市区部 寸
９
４
４
１
０
０

才
６
２

艇 部
－
３
１
５
２
２
４

文盲・半文盲
小学校
初等中学
商等中学
満等専門
大学

９
２
０
４
７
３

●
●
。
●
ロ
●

５
２
４
５
０
４

３
３
１

黄料：上海統詞-年鑑・ 1992匂

査料･ : .j･2海老齢矛斗学研究センター。注）区、螺の人口は各区、県の届け出人口
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上海表8 上海市の五保老人（生活保護高齢者）

拳駕※総人数 ｜ 敬
1990年 3，770

2，9991995年 3，973
2，8841996年 4，151

査料. :上海老齢科学研究センター査料.1997年～ミ846

敬老、－－個篭等入所
総人数

(人）

在 宅

771

1，089

1．305

上海表9上海市の60歳以上高齢者の居住状況：

蓋逢 “討欝‘ (”
自分（夫婦）の部屋力茸ある

----..----..----------－---------..,78.0 96．5
－部屋ある ----------------------------------------------‐

63．4 65．2
二二部屋ある

11．5 25．0
三部屋以上ある

3．1 6．3
－－

自分専用の部屋はない

査料：上海老齢科学研究センター査料．1996年～型0 3．5

上濡寒''上海市の蔵齢書の健電鯨;腱1聖ﾐ皇年齢別 | , ？ －－－市区部高齢者 ､一
'一

善

(％）

_

通
－

腱村部高齢者

健康
不健康
一

15．5
24．5

25．7

24．1

17．5

24．1
－

普通側上腰 不健康

16．2

13．6

14．2

14．3
31．7

18－2

60～64 35．9

65～69 29．8

70～74 24．1

75～79 21．2

80～84 21．1

85～ 24．1

資料雫上海老齢科学研究センター

９８１２１１
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４９５４１１
３２２２２２

６
７
２
７
４
７

●
●
●
①
●
■

８
５
０
４
１
１

４
４
５
５
６
５

３
０
９
５
０
２

岳
●
●
●
●
■

６
０
１
６
０
８

４
４
４
２
２
１

６
４
９
２
３
６

■
●
●
●
●
●

７
６
３
９
８
３

３
４
４
５
４
６

1992*調査 一

上海表11上海市の高齢者の自己有病率： 1992年

年齢別 ｜ ■ ，市区部高齢者‘二一

言

(％）

農*寸部癌齢者

“
｜
｜
函
呼
班
岬
珂
珂

三
一

合討一 男 ′|生 合副 男 ′性 性
河
石
ユ
心
石
２

１
４
６
０
８
３

６
６
７
７
５
６

女

４
９
４
９
４

６
６
７
７
８

一
一
一
一
一
一

０
５
０
５
０
５

６
６
７
７
８
８

６
５
２
２
７
２

●
。
●
●
■
亭

２
６
８
１
７
６

８
８
８
９
８
８

４
７
２
７
８
５

●
●
●
●
申
●

５
３
５
１
７
７

７
８
８
９
７
８

７
１
６
３
７
１

●
●
●
●
●
●

０
９
２
３
６
９

６
５
６
６
６
５

４
８
８
６
２
３

●
ｃ
ｃ
一
●
■

９
２
４
２
４
３

５
５
４
５
８
３

熱'壷緯老際鰯f蕊霧鱈職舞篇耀aで王同雨
<参考賓料＞上海市の高齢人口の将来推計

一
一

－

60歳以上人口 65歳以｣三人口 80歳以上人口

万人） 割合(％）

､01 1．8

．62 2．3

．09 3．5

．38 3．8

．58 5．5

．36 10．5

．78 9．4

年次
Wll合(%) 人口数(万人）

～

155．60

183．82

197．24

301．41
401.20

357．58

323．48

人口数(万人） 割合(％） 人口数(万人）

３
０
８
１
０
７
２

８
３
５
６
６
１
６

●
●
●
今
●
■
■

６
８
１
９
８
８
５

２
３
９
４
８
３
１

２
２
２
４
４
４
４

４
２
５
９
１
５
８

●
●
●
。
●
の
②

７
８
１
２
７
５
６

１
１
２
３
３
３
３

1995

2000

2010

2020

2030

2040

2050

０
０
５
０
４
０
６

●
●
●
●
■
■
●

２
４
４
２
０
９
８

１
１
１
２
３
２
２

23．01

29．62

47．09

52．38

72．58

129．36

105．78

注）割合は総人口に占める割合

査料：上海．華束師範大学・桂世鋤の推計（1996年）

<参考資料＞上海市の財政収支（概容） ： 1990～96年 (単位：億元）

財･政総叫又入年 地方財政支出 銀行等預金 銀ｲテローン 保険料収入

地方貝才政
j1又 入

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

６
５
９
６
２
９
６

５
０
９
２
９
８
６

●
●
の
争
口
●
■

５
６
４
９
６
７
２

７
８
９
２
９
６
４

１
１
２
３

６
６
３
３
１
６
６

３
６
１
５
９
４
７

■
●
●
□
。
ロ
■

４
４
０
９
５
２
３

８
２
４
３
１
０
７

２
３
３
４
６
７
８

３
３
６
４
３
０
９

０
５
５
３
３
３
４

口
●
。
●
●
●
■

０
５
５
２
５
７
８

７
７
８
４
７
２
８

１
１
１
２
１
２
２

857．76

1，008．82

1，213．32

1，605.57

1,966.96

2,387.33

2,852.66

９
６
０
６
０
３
０

９
１
１
４
２
７
４

。
●
早
●
●
●
■

８
１
１
４
１
５
２

１
１
１
２
２
５

613．86

769.95

1,051.45

1,495.06
2,247.56

3,056.76

3,870.98

麦雅ト：上海統青卜年鑑

<参考賓料＞上海市域錘職員養老保険改革後の状況

額
一絵

月
月
月

支
／
／
／

輯
睡
唾
睡

当
３
４
４

人’I 保険支給総額保I険受糸合者数

年
年
年

４
５
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

人
人
人

万
万
万

４
２
３

０
５
１

４
１
９

７
８
８

１
１
１

一
元
一
元
一
元

徳
億
億

３
７
３

７
８
０１

査洞. ：－上海老撒令科.曾学研F究センター麦料. ・1997年
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